
 

 

 

令和７年度第１回大阪府地域職業能力開発促進協議会 

 

資 料 

  

 

資料１－（１） 公的職業訓練の実施状況について 

 

資料１－（２） 公的職業訓練の制度別実施状況について 

 

資料２     令和８年度大阪府地域職業訓練実施計画策定方針（案）について 

 

資料３     令和７年度公的職業訓練効果検証ワーキンググループ報告について 

 

資料４－（１） 障害者の多様なニーズに対応した委託訓練について 

 

資料４－（２） キャリア形成・リスキリング推進事業について 
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向
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講
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員
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9
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を
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※
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齢
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※
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け
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用
語
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下
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講
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開
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講
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求
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援
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講
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講
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講
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は
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度

中
に
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け
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講
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員
の

数
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職

者
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練
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 野

公 共 職 業 訓 練 （ 離 職 者 向 け ）

   ＋ 求 職 者 支 援 訓 練 （ 実 践 コ ー ス ）

求
職

者
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訓

練
（
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齢
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け
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的
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業
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分
野
別
の
計
画

求
職
者
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訓
練
に
つ
い
て
、
雇
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業
情
勢
の
改
善
傾
向
を
踏
ま
え
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コ
ロ
ナ
禍
前
の
水
準
に
縮
小
す
る
が
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府
が
推
進
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る
デ
ジ
タ
ル
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野
や
求
人
求
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野
を
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点
的
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す
る
こ
と
で
、
効
果
的
な
訓
練
実
施
を
推
進
す
る
。

※
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コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

ＩＴ
分

野
8
2

1
,5

2
8

9
7
2

営
業

・
販

売
・
事

務
分

野
1
4
7

2
,8

8
9

2
,0

4
7

医
療

事
務

分
野

3
2

6
9
7

4
4
1

介
護

・
医

療
・
福

祉
分

野
1
2
1

2
,0

2
7

1
,1

2
7

農
業

分
野

0
0

0

旅
行

・
観

光
分

野
2

3
0

1
2

デ
ザ

イ
ン

分
野

1
1
6

2
,4

2
8

1
,9

1
6

製
造

分
野

5
0

7
7
1

5
4
8

建
設

関
連

分
野

2
4

4
5
3

3
0
8

理
容

・
美

容
関

連
分

野
2
8

3
9
6

3
5
9

そ
の

他
分

野
2
1

4
7
6

3
8
4

求 職 者 支 援 訓 練

（ 基 礎 コ ー ス ）

全
分

野
4
3

6
9
9

2
3
2

合
計

6
6
6

1
2
,3

9
4

8
,3

4
6

（
参

考
）

デ
ジ

タ
ル

分
野

2
0
3

3
,9

4
3

2
,8

9
5

ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
離
職
者
向
け
）
の
令
和
６
年
度
実
績
　
（
令
和
７
年
８
月
末
現
在
）

１
　
離
職
者
向
け
の
公
的
職
業
訓
練
の
分
野
別
訓
練
規
模

総
計

分
 野

公 共 職 業 訓 練 （ 離 職 者 向 け ）

   ＋ 求 職 者 支 援 訓 練 （ 実 践 コ ー ス ）

※
本

資
料

に
お

け
る

用
語

は
、

以
下

の
と

お
り

定
義

し
て

い
ま

す
。

「
コ

ー
ス

数
」

公
共

職
業

訓
練

に
つ

い
て

は
、

当
該

年
度

中
に

開
講

し
た

コ
ー

ス
及

び
当

該
年

度
以

前
か

ら
開

始
し

当
該

年
度

に
実

施
し

た
訓

練
コ

ー
ス

の
数

（当
該

年
度

以
前

に
開

講
し

、
次

年
度

に
繰

り
越

す
コ

ー
ス

を
含

む
）
。

求
職

者
支

援
訓

練
に

つ
い

て
は

当
該

年
度

中
に

開
講

し
た

コ
ー

ス
の

数
。

「
定

員
」

当
該

年
度

中
に

開
講

し
た

訓
練

コ
ー

ス
の

定
員

の
数

。

「
受

講
者

数
」

当
該

年
度

中
に

開
講

し
た

コ
ー

ス
に

入
校

し
た

者
の

数
。

「
応

募
倍

率
」

当
該

訓
練

の
定

員
に

対
す

る
受

講
を

申
し

込
ん

だ
者

の
数

の
倍

率
。

「
定

員
充

足
率

」

当
該

訓
練

の
定

員
に

対
す

る
受

講
者

数
の

割
合

。

「
就

職
率

」

訓
練

を
修

了
等

し
た

者
の

う
ち

就
職

し
た

者
の

割
合

。
分

母
に

つ
い

て
は

受
講

者

数
か

ら
中

途
退

校
者

数
(中

途
退

校
就

職
者

数
を

除
く
）
等

を
差

し
引

き
、

分
子

に

つ
い

て
は

中
途

退
校

就
職

者
を

加
え

て
い

る
。

「
デ

ジ
タ

ル
分

野
」

IT
分

野
（
IT

エ
ン

ジ
ニ

ア
養

成
科

な
ど

。
情

報
ビ

ジ
ネ

ス
科

を
除

く
。

）、
デ

ザ
イ

ン

分
野

（
W

E
B

デ
ザ

イ
ン

系
の

コ
ー

ス
に

限
る

）
等

。

用
語

の
定

義

別
添

１
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令
和
６
年
度

（
令

和
７

年
８

月
末

現
在

）

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

ＩＴ
分

野
3
7

6
2
0

3
6
9

7
7
.1

%
5
9
.5

%
7
8
.3

%
4
4

8
7
8

5
9
0

8
6
.6

%
6
7
.2

%
7
2
.0

%

営
業

・
販

売
・
事

務
分

野
7
1

1
,4

6
0

1
,0

6
3

9
7
.1

%
7
2
.8

%
8
6
.0

%
7
6

1
,4

2
9

9
8
4

1
0
2
.4

%
6
8
.9

%
7
4
.7

%

医
療

事
務

分
野

1
8

4
2
0

2
1
6

6
0
.7

%
5
1
.4

%
9
3
.8

%
1
4

2
7
7

2
2
5

1
1
9
.1

%
8
1
.2

%
7
5
.3

%

介
護

・
医

療
・
福

祉
分

野
7
2

1
,0

4
1

5
4
1

5
8
.8

%
5
2
.0

%
8
6
.6

%
4
9

9
8
6

5
8
6

7
0
.4

%
5
9
.4

%
7
6
.8

%

農
業

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

旅
行

・
観

光
分

野
2

3
0

1
2

4
3
.3

%
4
0
.0

%
8
1
.8

%
0

0
0

-
-

-

デ
ザ

イ
ン

分
野

5
3

1
,1

2
0

8
3
6

9
2
.1

%
7
4
.6

%
7
9
.3

%
6
3

1
,3

0
8

1
,0

8
0

1
1
8
.8

%
8
2
.6

%
6
6
.8

%

製
造

分
野

1
0

0
-

-
6
6
.7

%
0

0
0

-
-

-

建
設

関
連

分
野

4
9
0

5
3

6
2
.2

%
5
8
.9

%
8
7
.0

%
1
6

2
3
8

1
8
8

9
7
.9

%
7
9
.0

%
6
3
.4

%

理
容

・
美

容
関

連
分

野
0

0
0

-
-

-
2
8

3
9
6

3
5
9

2
3
8
.1

%
9
0
.7

%
8
3
.1

%

そ
の

他
分

野
5

9
0

6
6

1
7
6
.7

%
7
3
.3

%
9
0
.6

%
6

1
1
6

9
2

1
1
6
.4

%
7
9
.3

%
6
5
.6

%

求 職 者 支 援 訓 練

（ 基 礎 コ ー ス ）

全
分

野
-

-
-

-
-

-
4
3

6
9
9

2
3
2

4
1
.6

%
3
3
.2

%
5
6
.1

%

合
計

2
6
3

4
,8

7
1

3
,1

5
6

8
2
.6

%
6
4
.8

%
8
4
.3

%
3
3
9

6
,3

2
7

4
,3

3
6

1
0
1
.2

%
6
8
.5

%
7
2
.7

%

（
参

考
）

デ
ジ

タ
ル

分
野

8
9

1
,7

4
0

1
,2

0
5

8
6
.7

%
6
9
.3

%
7
9
.0

%
8
6

1
,8

1
3

1
,3

7
9

1
0
6
.5

%
7
6
.1

%
7
0
.6

%

２
　
離
職
者
向
け
の
公
的
職
業
訓
練
の
制
度
別
、
分
野
別
訓
練
の
実
施
状
況

公
共

職
業

訓
練

（
都

道
府

県
：
委

託
訓

練
）

求
職

者
支

援
訓

練

分
 野

公 共 職 業 訓 練 （ 離 職 者 向 け ）

   ＋ 求 職 者 支 援 訓 練 （ 実 践 コ ー ス ）
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分
 野

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

コ
ー

ス
数

定
員

受
講

者
数

応
募

倍
率

定
員

充
足

率
就

職
率

ＩＴ
分

野
1

3
0

1
3

5
6
.7

%
4
3
.3

%
1
0
0
.0

%
0

0
0

-
-

-

営
業

・
販

売
・
事

務
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

医
療

事
務

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

介
護

・
医

療
・
福

祉
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

農
業

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

旅
行

・
観

光
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

デ
ザ

イ
ン

分
野

0
0

0
-

-
-

0
0

0
-

-
-

製
造

分
野

1
1

3
1
5

1
6
0

6
6
.3

%
5
0
.8

%
9
2
.6

%
3
8

4
5
6

3
8
8

1
1
3
.2

%
8
5
.1

%
8
9
.5

%

建
設

関
連

分
野

4
1
2
5

6
7

7
1
.2

%
5
3
.6

%
8
8
.9

%
0

0
0

-
-

-

理
容

・
美

容
関

連
分

野
0

0
0

-
-

-
0

0
0

-
-

-

そ
の

他
分

野
4

1
7
0

1
2
6

1
2
0
.6

%
7
4
.1

%
9
0
.2

%
6

1
0
0

1
0
0

1
1
4
.0

%
1
0
0
.0

%
-

合
計

2
0

6
4
0

3
6
6

8
1
.3

%
5
7
.2

%
9
1
.3

%
4
4

5
5
6

4
8
8

1
1
3
.3

%
8
7
.8

%
8
9
.5

%

(1
1
6
)

（
参

考
）

デ
ジ

タ
ル

分
野

1
3
0

1
3

5
6
.7

%
4
3
.3

%
1
0
0
.0

%
2
7

3
6
0

2
9
8

1
0
6
.7

%
8
2
.8

%
8
8
.8

%

公
共

職
業

訓
練

（
都

道
府

県
：
施

設
内

訓
練

）
公

共
職

業
訓

練
（
高

齢
・
障

害
・
求

職
者

雇
用

支
援

機
構

）
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%
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、
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（R7.8月末現在）

（実践コース：年齢別・分野別）

令和７年度求職者支援訓練（大阪）の受講者割合

（年齢別・コース別）

（分野別）

・訓練全体では25～29歳の年齢層が19.0％と最も高い受講者比率となっており、基礎コースでは55～59歳、実践コースでは25～29歳の年齢層の

受講者割合が他の年齢層と比べて高くなっている。

・実践コースを分野別にみると、事務系分野ではおおよそ幅広い年齢層で受講しているが、ＩＴ分野では20歳代以下の若年層が5割以上、介護・医

療・福祉分野では50歳以上の高年齢層が5割以上を占めている。

・男女比率では、全体の77.1％（基礎コース78.0％、実践コース77.0％）が女性の受講者となっている。女性比率は前年度比で2.4ポイント増加して

おり、令和３年度の69.3％から増加傾向にある。また、分野別ではＩＴ分野の女性比率が、41.6％と他の分野に比べ低い。

0.8% 9.4% 19.0% 13.1% 11.9% 10.4% 9.4% 11.1% 7.6% 4.9% 2.3%0.0%

2.0%

4.0%

6.0%

8.0%

10.0%

12.0%

14.0%

16.0%

18.0%

20.0%

22.0%

20 歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65 歳以上

0.6%

13.5%

23.7%

17.7%

11.4%12.0%

5.4% 5.7%
3.0% 4.8%

2.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0% デザイン分野
クリエート（企画・創作）分野

受講者数 333
女性比率 80.8%

0.8%

8.3%

18.0%

12.6%13.2%12.3%
10.7%12.0%

7.4%
3.5%

1.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0% 営業・販売・事務分野
医療事務分野
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女性比率 86.5%
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18.7%

37.0%

15.5%
10.5%

6.4%
2.7% 3.7% 3.7%

0.9% 0.9%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0% ＩＴ分野
受講者数 219
女性比率 41.6%

1.1%
2.9%

6.1%
7.9% 7.9% 7.6%

12.6%

20.9%

16.2%

11.9%

5.0%

0.0%
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20.0%

25.0% 介護・医療・福祉分野
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20.0%
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3.6%
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15.0%

20.0% 建設関連分野
その他の分野
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基礎コース
4.4%

営業・販売・事務分野
33.8%

デザイン分野
16.9%

介護・医療・福祉分野
14.8%

ＩＴ分野
11.7%

医療事務分野
6.1%

建設関連分野 5.5%
理容・美容関連分野 4.2%

クリエート（企画・創作）分野 0.9%
その他の分野 1.8%

受講者０の分野
・農業分野 ・旅行・観光分野

・輸送サービス分野
・電機関連分野

実践コース

・エコ分野 ・金属関連分野

29歳以下, 29.3% 30歳代, 25.1% 40歳代, 19.9% 50歳代, 18.7% 60歳以上, 7.1%

4.9%
6.1%

4.9%

9.8%

7.3% 7.3%

13.4%

8.5%

15.9%

11.0% 11.0%

0.6%
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13.3%
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9.3%
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実践コース

女性
78.0%

男性
22.0%

基礎コース

82
女性

77.0%

男性
23.0%

実践コース

1,794
女性

77.1%

男性
22.9%

合計

1,876
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（R7.8月末現在）

（実践コース：年齢別・分野別）

令和６年度求職者支援訓練（大阪）の受講者割合

（年齢別・コース別）

（分野別）

・訓練全体では25～29歳の年齢層が19.0％と最も高い受講者比率となっており、基礎コースでは50～54歳、実践コースでは25～29歳の年齢層の

受講者割合が他の年齢層と比べて高くなっている。

・実践コースを分野別にみると、事務系分野ではおおよそ幅広い年齢層で受講しているが、ＩＴ、美容関連分野では20歳代以下の若年層が5割以

上、デザイン･クリエート分野では約4割を占め、介護・医療・福祉分野では50歳以上の高年齢層が5割以上を占めている。

・男女比率では、全体の74.7％（基礎コース78.4％、実践コース74.5％）が女性の受講者となっている。女性比率は前年度比で0.6ポイント減少して

いるが、令和３年度の69.3％から増加傾向にある。 また、分野別ではＩＴ分野の女性比率が低く、36.1％となっている。
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20 歳未満 20～24歳 25～29歳 30～34歳 35～39歳 40～44歳 45～49歳 50～54歳 55～59歳 60～64歳 65 歳以上

1.2%

13.6%

23.3%

15.0%13.6%
8.9% 7.3% 8.4%

4.8% 3.0%
0.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0% デザイン分野
クリエート（企画・創作）分野

受講者数 1,096
女性比率 75.7%
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15.4%
12.7%

11.1%10.3%
12.8%

14.8%

6.2%
4.5%
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0.0%
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10.0%

15.0%

20.0% 営業・販売・事務分野
医療事務分野

受講者数 1,209
女性比率 88.5%
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32.7%

19.8%

8.8%
5.8% 5.8%

1.9% 2.7% 1.5% 0.5%
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10.0%

20.0%

30.0%

40.0% ＩＴ分野
受講者数 590
女性比率 36.1%

0.9%
4.1%

6.7% 5.5% 6.8% 8.4%
12.3%

22.7%

15.0%
11.9%

5.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0% 介護・医療・福祉分野
受講者数 586
女性比率 64.8%

2.5%

27.9%
24.8%

11.7%
8.9% 7.8% 7.2%

4.7% 3.1% 1.4% 0.0%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0% 理容・美容関連分野
受講者数 359
女性比率 98.6%

0.0%

6.1%

15.9%

11.4%

17.0%
14.0%

10.6%
12.5%

6.8%
4.5%

1.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0% 建設関連分野
その他の分野

受講者数 264
女性比率 79.5%

基礎コース
5.4%

デザイン分野
24.9%

営業・販売・事務分野
22.7%

介護・医療・福祉分野
13.5%

ＩＴ分野
13.6%

理容・美容
関連分野
8.3%

建設関連分野 4.3%
医療事務分野 5.2%

クリエート（企画・創作）分野 0.4%
その他の分野 1.8%

受講者０の分野
・農業分野 ・旅行・観光分野

・輸送サービス分野
・電機関連分野

実践コース

・エコ分野 ・金属関連分野

29歳以下, 33.0% 30歳代, 23.6% 40歳代, 18.9% 50歳代, 18.3% 60歳以上, 6.2%

0.9%

13.8%
9.5%

6.9% 7.8%

10.3%
12.1%

16.8%

12.5%

7.8%
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1.0%
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9.0% 9.6%

11.3%

6.4%
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1.5%
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実践コース
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78.4%

男性
21.6%

基礎コース
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74.5%

男性
25.5%

実践コース

4,104
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74.7%

男性
25.3%

合計

4,336
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市
0

4
東

大
阪

市
0

2
柏

原
市

3
0

基
礎

実
践

北
大

阪
 計

0
2

高
槻

市
0

1
茨

木
市

0
0

池
田

市
0

0
吹

田
市

0
1

豊
中

市
0

0

（
コー

ス
数

）

（
令

和
７

年
４

月
～

８
月

開
講

）

基
礎

実
践

泉
州

 計
0

5
堺

市
0

3
和

泉
市

0
0

岸
和

田
市

0
2

泉
大

津
市

0
0

泉
佐

野
市

0
0
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令
和
６
年
度

大
阪
府
内
で
実
施
し
た

求
職
者
支
援
訓
練

大
阪

市
20

 
46

%

北
大

阪
2 5%

東
部

大
阪

17
 

40
%

泉
州 4 9%

南
河

内
0 

基
礎

コー
ス

合
計

コー
ス

43
 

大
阪

市
26

0 
88

%

北
大

阪
5 2%

東
部

大
阪

15
 

5%泉
州 15
 

5%

南
河

内
1 0%

実
践

コー
ス

合
計

コー
ス

29
6 

基
礎

実
践

大
阪

市
 計

20
26

0
北

区
5

78
都

島
区

1
22

城
東

区
1

4
福

島
区

0
4

中
央

区
13

99
西

区
0

29
天

王
寺

区
0

6
浪

速
区

0
12

淀
川

区
0

0
阿

倍
野

区
0

6
東

住
吉

区
0

0
東

成
区

0
0

住
吉

区
0

0
住

之
江

区
0

0
平

野
区

0
0

基
礎

実
践

南
河

内
 計

0
1

大
阪

狭
山

市
0

1
藤

井
寺

市
0

0

基
礎

実
践

東
部

大
阪

 計
17

15
枚

方
市

8
4

寝
屋

川
市

5
2

守
口

市
0

2
東

大
阪

市
0

6
柏

原
市

4
1

基
礎

実
践

北
大

阪
 計

2
5

高
槻

市
0

1
茨

木
市

2
0

池
田

市
0

0
吹

田
市

0
4

豊
中

市
0

0

（
コー

ス
数

）

（
令

和
６

年
４

月
～

令
和

７
年

３
月

開
講

）

基礎
実践

泉州
 計

4
15

堺市
4

6
和泉

市
0

0
岸和

田市
0

9
泉大

津市
0

0
泉佐

野市
0

0
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コース 定員 コース 定員 申込者数 受講者数 修了者数 受講率

北大阪校 14 137 4 40 33 23 21 57.5%

東大阪校 21 210 6 55 63 42 36 76.4%

南大阪校 24 246 7 77 89 57 53 74.0%

夕陽丘校 31 368 9 116 137 79 64 68.1%

障害者校 14 90 5 33 34 26 23 78.8%

小計 104 1,051 31 321 356 227 197 70.7%

コース 定員 コース 定員 申込者数 受講者数 修了者数 受講率

北大阪校 17 237 6 84 89 84 70 100.0%

東大阪校 14 186 1 21 21 21 18 100.0%

南大阪校 6 161 1 14 16 14 14 100.0%

夕陽丘校 2 20 0 0 0 0 0 -

障害者校 1 7 0 0 0 0 0 -

小計 40 611 8 119 126 119 102 100.0%

コース 定員 コース 定員 申込者数 受講者数 修了者数 受講率

北大阪校 31 374 10 124 122 107 91 86.3%

東大阪校 35 396 7 76 84 63 54 82.9%

南大阪校 30 407 8 91 105 71 67 78.0%

夕陽丘校 33 388 9 116 137 79 64 68.1%

障害者校 15 97 5 33 34 26 23 78.8%

合計 144 1,662 39 440 482 346 299 78.6%

コース 定員 コース 定員 申込者数 受講者数 修了者数 受講率

北大阪校 4 40 2 20 18 12 10 60.0%

東大阪校 3 30 1 10 29 10 6 100.0%

南大阪校 12 121 3 32 51 28 26 87.5%

夕陽丘校 3 30 0 0 0 0 0 -

障害者校 0 0 0 0 0 0 0 -

計 22 221 6 62 98 50 42 80.6%

大阪府立高等職業技術専門校等　令和７年度　在職者訓練（テクノ講座）実施状況

令和7年8月末現在

１　レディメイド講座

校名
年間計画 実施済

２　オーダーメイド講座

校名
年間計画 実施済

校名
年間計画 実施済

３　テクノ講座合計（レディメイド講座＋オーダーメイド講座）

校名
年間計画 実施済

※　テクノ講座の内、DX分野（情報系講座）
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コース 定員 コース 定員 申込者数 受講者数 修了者数 受講率

北大阪校 12 117 10 100 87 67 63 67.0%

東大阪校 21 210 19 195 209 160 135 82.1%

南大阪校 22 246 21 236 293 181 163 76.7%

夕陽丘校 32 378 32 378 460 297 238 78.6%

障害者校 14 90 14 90 86 66 58 73.3%

小計 101 1,041 96 999 1,135 771 657 77.2%

コース 定員 コース 定員 申込者数 受講者数 修了者数 受講率

北大阪校 22 245 20 208 208 208 159 100.0%

東大阪校 14 186 12 132 133 132 120 100.0%

南大阪校 6 126 7 108 110 108 100 100.0%

夕陽丘校 2 20 0 0 0 0 0 -

障害者校 1 7 0 0 0 0 0 -

小計 45 584 39 448 451 448 379 100.0%

コース 定員 コース 定員 申込者数 受講者数 修了者数 受講率

北大阪校 34 362 30 308 295 275 222 89.3%

東大阪校 35 396 31 327 342 292 255 89.3%

南大阪校 28 372 28 344 403 289 263 84.0%

夕陽丘校 34 398 32 378 460 297 238 78.6%

障害者校 15 97 14 90 86 66 58 73.3%

合計 146 1,625 135 1,447 1,586 1,219 1,036 84.2%

コース 定員 コース 定員 申込者数 受講者数 修了者数 受講率

北大阪校 3 30 3 30 21 15 15 50.0%

東大阪校 2 20 2 20 38 18 11 90.0%

南大阪校 11 111 11 111 180 100 83 90.1%

夕陽丘校 2 20 2 20 20 14 12 70.0%

障害者校 0 0 0 0 0 0 0 -

計 18 181 18 181 259 147 121 81.2%

大阪府立高等職業技術専門校等　令和６年度　在職者訓練（テクノ講座）実施状況

令和7年8月末現在

１　レディメイド講座

校名
年間計画 実施済

２　オーダーメイド講座

校名
年間計画 実施済

校名
年間計画 実施済

３　テクノ講座合計（レディメイド講座＋オーダーメイド講座）

校名
年間計画 実施済

※　テクノ講座の内、DX分野（情報系講座）
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[関西職業能力開発促進センター]
充足率

コース数 定員 訓練時間 申込者数 受講者数 （受講者/定員)

110 1,396 1,840 1,317 1,178 84.4%

オーダー型コース
実施状況（内数）

29 387 522 387 387 100.0%

110 1,124 1,635 1,146 974 86.7%

オーダー型コース
実施状況（内数）

23 234 297 234 234 100.0%

220 2,520 3,475 2,463 2,152 85.4%

オーダー型コース
実施状況内数合計 52 621 819 621 621 100.0%

　
[近畿職業能力開発大学校]

充足率

コース数 定員 訓練時間 申込者数 受講者数 （受講者/定員)

28 339 481 267 256 75.5%

オーダー型コース
実施状況（内数）

16 133 214 133 133 100.0%

41 433 556 388 385 88.9%

オーダー型コース
実施状況（内数）

31 344 428 344 344 100.0%

10 100 168 51 45 45.0%

オーダー型コース
実施状況（内数）

1 10 12 10 10 100.0%

79 872 1,205 706 686 78.7%

オーダー型コース
実施状況内数合計 48 487 654 487 487 100.0%

合計

令和7年度　在職者訓練実施状況

区　　　分
実施

機械系

電気・電子系

居住系

区　　　分
実施

機械系

電気・電子系

合計

令和7年8月末現在
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[関西職業能力開発促進センター]
充足率

コース数 定員 訓練時間 申込者数 受講者数 （受講者/定員)

223 2,704 3,775 2,568 2,162 80.0%

オーダー型コース
実施状況（内数）

42 476 727 476 476 100.0%

264 2,654 3,922 2,653 2,205 83.1%

オーダー型コース
実施状況（内数）

48 417 633 417 417 100.0%

487 5,358 7,697 5,221 4,367 81.5%

オーダー型コース
実施状況内数合計 90 893 1,360 893 893 100.0%

　
[近畿職業能力開発大学校]

充足率

コース数 定員 訓練時間 申込者数 受講者数 （受講者/定員)

68 733 943 477 456 62.2%

オーダー型コース
実施状況（内数）

22 174 310 174 174 100.0%

59 635 809 488 487 76.7%

オーダー型コース
実施状況（内数）

36 426 512 426 425 99.8%

18 205 234 124 118 57.6%

オーダー型コース
実施状況（内数）

4 65 48 65 65 100.0%

145 1,573 1,986 1,089 1,061 67.5%

オーダー型コース
実施状況内数合計 62 665 870 665 664 99.8%

合計

令和6年度　在職者訓練実施状況

区　　　分
実施

機械系

電気・電子系

居住系

区　　　分
実施

機械系

電気・電子系

合計

令和7年8月末現在
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令和7年8月末現在

［近畿職業能力開発大学校］

○専門課程（令和7年4月入校生）
訓練科名 期間 定員 応募者数 入校者数

生産技術科 ２年 25 32 27(5)

電気エネルギー制御科 ２年 25 23 16(0)

電子情報技術科 ２年 25 26 24(4)

住居環境科 ２年 20 36 21(3)

95 117 88(12)
女性数
（　　）

○応用課程（令和7年4月入校生）
訓練科名 期間 定員 応募者数 入校者数

生産機械システム技術科 ２年 25 18 15(1)

生産電気システム技術科 ２年 20 20 19(0)

生産電子情報システム技術科 ２年 30 30 29(1)

建築施工システム技術科 ２年 25 30 26(8)

100 98 89(10)
女性数
（　　）

○専門課程活用型デュアルシステム
訓練科名 期間 定員 応募者数 入校者数

メカトロニクス技術科 ２年 10 1 1(0)
女性数
（　　）

※令和6年7月入校生

[関西職業能力開発促進センター大阪港湾労働分所]

定　員

30

令和7年度　専門・応用課程実施状況

計

備　考

計

女性数（　　）

令和7年度　港湾労働者訓練実施状況

　港湾荷役科 1年 23（0）

訓練科名 期　間 入所者数 就職率
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令和7年8月末現在

［近畿職業能力開発大学校］

○専門課程（令和6年4月入校生）
訓練科名 期間 定員 応募者数 入校者数

生産技術科 ２年 25 24 22(0)

電気エネルギー制御科 ２年 25 35 21(1)

電子情報技術科 ２年 25 28 20(1)

住居環境科 ２年 20 37 22(1)

95 124 85(3)
女性数
（　　）

○応用課程（令和6年4月入校生）
訓練科名 期間 定員 応募者数 入校者数

生産機械システム技術科 ２年 25 25 24(2)

生産電気システム技術科 ２年 20 21 20(1)

生産電子情報システム技術科 ２年 30 34 30(0)

建築施工システム技術科 ２年 25 30 25(3)

100 110 99(6)
女性数
（　　）

○専門課程活用型デュアルシステム
訓練科名 期間 定員 応募者数 入校者数

メカトロニクス技術科 ２年 10 2 2(1)
女性数
（　　）

※令和6年7月入校生

[関西職業能力開発促進センター大阪港湾労働分所]

定　員

30

令和6年度　専門・応用課程実施状況

計

備　考

計

女性数（　　）

令和6年度　港湾労働者訓練実施状況

　港湾荷役科 1年 17（0） 100.0%

訓練科名 期　間 入所者数 就職率
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令和８年度 

大阪府地域職業訓練実施計画策定方針 

（案） 
 

 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議会資料２】 
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（
１
）
地
域
の
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
訓
練

（
２
）
職
業
訓
練
実
施
状
況
に
応
じ
た
訓
練

令
和
８
年
度
大
阪
府
地
域
職
業
訓
練
実
施
計
画
（
離
職
者
対
象
）
の
方
針
（
案
）

（
１
）
も
の
づ
く
り
分
野
の
人
材
育
成

①
府
立
高
等
職
業
技
術
専
門
校

②
関
西
職
業
能
力
開
発
促
進
セ
ン
タ
ー
（
ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
関
西
）

ま
た
、
近
畿
職
業
能
力
開
発
大
学
校
、
大
阪
港
湾
労
働
分
所
に
て
学
卒
者
訓
練
を
実
施

（
２
）
デ
ジ
タ
ル
人
材
の
育
成
（
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
基
本
方
針
）

令
和
８
年
度
デ
ジ
タ
ル
分
野
計
画
数
（大
阪
府
離
職
者
等
再
就
職
訓
練
１
，
５
０
５
【
予
定
】
）

求
職
者
支
援
訓
練
（
２
，
１
０
０
人
【予
定
】
）

Ⅰ
大
阪
の
産
業
の
成
長
を
支
え
る
人
材
育
成

Ⅱ
早
期
再
就
職
を
支
援
す
る
た
め
の
職
業
訓
練

人
材
不
足
感
が
高
い

求
人
・
求
職
規
模
が
大
き
い

就
職
実
績
が
高
い

応
募
倍
率
が
高
い

就
職
率
が
比
較
的
低
い

求
人
・
求
職
規
模
が
大
き
い

就
職
実
績
が
高
い

デ
ザ
イ
ン
分
野

介
護
福
祉
分
野

●
介
護
福
祉
人
材
育
成
コ
ー
ス
の
設
定

・
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修

・
介
護
職
員
初
任
者
養
成
等

●
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
コ
ー
ス
設
定

・
ク
ラ
ウ
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
基
礎
実
践
科

・
ＩＣ
Ｔ
エ
ン
ジ
ニ
ア
科
、
ＩＣ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科

・
J
av
aプ
ロ
グ
ラ
マ
ー
養
成
科
等

●
パ
ソ
コ
ン
・
事
務
系
コ
ー
ス
の
設
定

●
医
療
事
務
分
野
の
コ
ー
ス
設
定

●
Ｗ
ｅ
ｂ
系
を
含
め
た
コ
ー
ス
設
定

・
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ン
＋
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
基
礎
科

・
Ｗ
ｅ
ｂ
デ
ザ
イ
ナ
ー
実
践
科
（
企
業
実
習
付
き
）
等

●
公
的
職
業
訓
練
の
効
果
的
な
周
知

広
報

●
訓
練
コ
ー
ス
の
内
容
や
効
果
を
踏
ま

え
た
受
講
勧
奨
を
実
施

●
求
人
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
効
果
的
な
訓

練
内
容
で
あ
る
か
を
検
討

●
就
職
率
向
上
の
た
め
、
受
講
希
望
者

の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
適
切
な
訓
練
を
勧

奨
で
き
る
よ
う
職
員
の
知
識
向
上
や
、

事
前
説
明
会
・
見
学
会
を
実
施

●
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
重
点
化
を
推
進

※
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
け
る
、
訓
練
前
相
談
の
強
化
、
訓
練
修
了
生
歓
迎
求
人
の
確
保
、
訓
練
受
講
中

及
び
修
了
後
支
援
の
充
実
を
図
る
。

（
参
考
）
・
令
和
７
年
度
全
体
計
画
数
１
３
，
１
０
９
人

・
令
和
７
年
度
大
阪
府
離
職
者
等
再
就
職
訓
練
計
画
定
員
数
５
，
１
９
４
人

・
令
和
７
年
度
求
職
者
支
援
訓
練
上
限
認
定
規
模
６
，
６
７
９
人

ＩＴ
分
野

事
務
・
販
売
・
営
業
分
野

医
療
事
務
分
野

【
※
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需
要
に
対
応
し
た
人
材
育
成
・
・
・
（
旅
行
・
観
光
分
野
）
】
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課
題

実
施
方
針

①
応
募
倍
率
が
低
く
、

就
職
率
が
高
い
分
野
が
あ
る
。

「
介
護
・
医
療
・
福
祉
分
野
」

・
訓
練
見
学
会
等
へ
の
参
加
に
係
る
積
極
的

な
働
き
か
け
。

・
訓
練
コ
ー
ス
の
内
容
や
効
果
を
踏
ま
え
た

受
講
勧
奨
の
強
化
。

・
特
に
委
託
訓
練
に
つ
い
て
は
、
開
講
時
期

の
柔
軟
化
、
受
講
申
込
み
締
切
日
か
ら

受
講

開
始
日
ま
で
の
期
間
の
短
縮
、
効
果
的
な
周

知
広
報
の
実
施
。

②
応
募
倍
率
が
高
く
、

就
職
率
が
低
い
分
野
が
あ
る
。

「
Ｉ
Ｔ
分
野
」

「
デ
ザ
イ
ン
分
野
」

・
求
人
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
訓
練
内
容
か
ど
う

か
の
検
討
。

・
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
窓
口
職
員
の
知
識
の
向
上
。

・
事
前
説
明
会
や
見
学
会
の
機
会
確
保
。

・
訓
練
修
了
者
歓
迎
求
人
等
の
確
保
。

・
事
業
主
等
に
対
し
て
、
習
得
す
る
こ
と
が

で
き
る
ス
キ
ル
等
の
訓
練
効
果
を
広
く
周
知
。

③
委
託
訓
練
の
計
画
数
と
実
績
が

乖
離
し
て
い
る
。

・
開
講
時
期
の
柔
軟
化
。

・
受
講
申
込
み
締
切
日
か
ら
受
講
開
始
日
ま

で
の
期
間
の
短
縮
。

・
効
果
的
な
周
知
広
報
の
実
施
。

・
訓
練
関
連
職
種
の
魅
力
や
働
き
が
い
、
就

職
し
た
場
合
の
処
遇
と
い
っ
た
観
点
も
踏
ま

え
た
受
講
あ
っ
せ
ん
の
強
化
。

➃
デ
ジ
タ
ル
人
材
が
質
・
量
と
も

不
足
、
都
市
圏
偏
在
が
あ
る
。

・
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
重
点
化
。

・
一
層
の
コ
ー
ス
設
定
促
進
。

委
託
訓
練
に
つ
い
て
、
都
道
府
県
に
対
し
、
開

講
時
期
の
柔
軟
化
や
受
講
選
考
期
間
の
短
縮
、

各
種

S
N

S
等
に
よ
る
効
果
的
な
周
知
広
報
等
に

つ
い
て
配
慮
を
依
頼
（
③
へ
の
対
応
含
む
）
。

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
お
い
て
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
の

適
切
な
受
講
あ
っ
せ
ん
等
に
向
け
、
訓
練
窓
口

職
員
の
知
識
の
向
上
、
訓
練
実
施
施
設
に
よ
る

事
前
説
明
会
・
見
学
会
の
機
会
確
保
等
を
推
進
。

地
域
協
議
会
の
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
ワ
ー

キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
効
果
検
証
結
果
を
全

国
に
情
報
共
有
。

デ
ジ
タ
ル
分
野
の
訓
練
コ
ー
ス
の
委
託
費
等
の

上
乗
せ
等
に
よ
り
、
職
業
訓
練
の
設
定
を
促
進
。

職
場
情
報
サ
イ
ト
（

jo
b
ta

g
)を

活
用
し
、
訓
練

に
関
す
る
職
業
の
詳
細
な
内
容
や
訓
練
に
関
連

す
る
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
の
ほ
か
、
賃
金
・
労

働
時
間
の
デ
ー
タ
等
を
踏
ま
え
た
受
講
あ
っ
せ

ん
機
能
の
促
進
。

令
和
７
年
度
取
組
状
況

令
和
７
年
度
実
施
計
画
（
実
施
方
針
）

訓
練
部
門
と
求
人
部
門
と
の
情
報
共
有
に
よ
る

求
人
開
拓
、
求
人
充
足
会
議
等
の
活
用
を
通
じ

て
、
事
業
主
等
に
対
し
て
、
訓
練
受
講
に
よ
り

習
得
で
き
る
ス
キ
ル
等
の
訓
練
効
果
を
周
知
。

委
託
訓
練
及
び
求
職
者
支
援
訓
練
に
つ
い
て
、

訓
練
分
野
の
特
性
を
踏
ま
え
た
デ
ジ
タ
ル
リ
テ

ラ
シ
ー
の
向
上
促
進
。

令
和
８
年
度
全
国
職
業
訓
練
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
た
方
針
（
案
）

令
和
７
年
度
計
画
の
実
施
方
針
と
取
組
状
況

1

資
料
８
－
２
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非
正
規
雇
用
労
働
者
等
が
働
き
な
が
ら
学
び
や
す
い
オ
ン
ラ
イ
ン
を

活
用
し
た
職
業
訓
練
の
試
行
実
施
（
令
和
６
年
度
～
）

H
  

 都
道
府
県
・

JE
E
D
に
よ
る
公
共
職
業
訓
練
（
委
託
訓
練
）
と
し
て
本
格
実
施
。

令
和
８
年
度
全
国
職
業
訓
練
実
施
計
画
の
策
定
に
向
け
た
方
針
（
案
）

Ａ
引
き
続
き
、
介
護
分
野
等
の
理
解
促
進
の
た
め
、
職
場
見
学

会
等
へ
の
参
加
を
積
極
的
に
勧
奨
す
る
と
と
も
に
、
訓
練
の

内
容
や
効
果
を
踏
ま
え
た
受
講
勧
奨
の
強
化
を
行
う
。

ま
た
、
委
託
訓
練
に
つ
い
て
は

F
の
措
置
も
併
せ
て
実
施
。

B
本
人
の
受
講
希
望
だ
け
で
な
く
、
本
人
の
職
業
能
力
や
求
職

条
件
等
を
踏
ま
え
た
適
切
な
職
業
相
談
、
訓
練
の
あ
っ
せ
ん
を

行
う
。
ま
た
、
ミ
ス
マ
ッ
チ
低
減
の
た
め
、
引
き
続
き
、
事
前

説
明
会
・
見
学
会
の
機
会
確
保
を
図
る
。
さ
ら
に
、
訓
練
窓
口

職
員
の

IT
リ
テ
ラ
シ
ー
の
更
な
る
向
上
を
図
る
。

Ｃ
訓
練
修
了
者
の
ス
キ
ル
が
活
用
で
き
る
求
人
等
の
確
保
を
推

進
す
る
。

D
  
e
ラ
ー
ニ
ン
グ
等
の
オ
ン
ラ
イ
ン
を
活
用
し
た
訓
練
を
受
講

す
る
求
職
者
へ
の
適
切
な
情
報
提
供
、
意
識
付
け
と
と
も
に
、

就
職
支
援
の
充
実
を
図
る
。

委
託
訓
練
の
計
画
数
と
実
績
に
乖
離
あ
り
。

令
和
６
年
度
も
同
様
の
傾
向
。

デ
ジ
タ
ル
人
材
が
質
・
量
と
も
不
足
、
都
市
圏
偏
在
が
課
題
。

令
和
７
年
度
計
画
に
挙
げ
た
課
題
と
令
和
６
年
度
の
実
施
状
況

F
引
き
続
き
、
開
講
時
期
の
柔
軟
化
、
受
講
申
込
締
切
日
か
ら
受
講
開
始
日
ま
で
の
期
間
の
短
縮
、
効
果

的
な
周
知
広
報
等
、
受
講
者
数
増
加
に
向
け
た
取
組
が
必
要
。

G
引
き
続
き
、
デ
ジ
タ
ル
分
野
へ
の
重
点
化
を
進
め
、
一
層
の
設
定
促
進
が
必
要
。

応
募
倍
率
が
低
く
、

就
職
率
が
高
い
分
野

【
委
託
訓
練
】

応
募
倍
率
が
低
下
し

6
6
.3
％
。
就
職
率
は
低
下
。

【
求
職
者
支
援
訓
練
】

応
募
倍
率
は
向
上
し

7
3
.6
％
。
就
職
率
は
低
下
。

【
委
託
訓
練
】

・
IT
分
野
：
応
募
倍
率
は
低
下
、
就
職
率
は
向
上
。

・
デ
ザ
イ
ン
分
野
：
応
募
倍
率
は
低
下
、
就
職
率
は
向
上
。

【
求
職
者
支
援
訓
練
】

・
IT
分
野
：
応
募
倍
率
が
低
下
、
就
職
率
は
向
上
。

・
デ
ザ
イ
ン
分
野
：
応
募
倍
率
が
上
昇
、
就
職
率
は
向
上
。

E
 
受
講
者
数
の
実
績
等
を
踏
ま
え
、
必
要
な
訓
練
規
模
を
確
保
し
つ
つ
、
計
画
数
の
見
直
し
を
図
る
。

令
和
８
年
度
の
公
的
職
業
訓
練
の
実
施
方
針
（
案
）

評
価
･分

析

介
護
・
医
療
・

福
祉
分
野

応
募
倍
率
が
高
く
、

就
職
率
が
低
い
分
野

I
T
分
野
・

デ
ザ
イ
ン
分
野

応 募 倍 率

求
職
者
支
援
訓
練
に
お
け
る
デ
ザ
イ

ン
分
野
を
除
き
、
そ
の
他
の
分
野
で

は
低
下
し
て
お
り
、
引
き
続
き
解
消

傾
向
。

就 職 率

特
に
デ
ザ
イ
ン
分
野
に
お
け
る
委
託

訓
練
や
求
職
者
支
援
訓
練
の
就
職
率

は
そ
れ
ぞ
れ

6
8
.9
％
、

5
7
.3
％
で
あ

り
、
就
職
率
の
向
上
に
向
け
、
引
き

続
き
改
善
の
余
地
が
あ
る
。
【
Ｂ
】

【
C
】
【

D
】

応 募 倍 率

両
訓
練
と
も
に
約

7
0
％
で
あ
り
、
応

募
倍
率
の
上
昇
に
向
け
、
引
き
続
き

改
善
の
余
地
が
あ
る
。
【
Ａ
】

就 職 率
依
然
、
高
水
準
で
推
移
。

2
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【
参
考
】
委
託
訓
練
及
び
求
職
者
支
援
訓
練
の
応
募
倍
率
及
び
就
職
率
の
状
況

【
委
託
訓
練
】

【
求
職
者
支
援
訓
練
】

就 職 率

応
募
倍
率

応
募
倍
率

就 職 率

改 善

改 善

改
善

改
善

※
用
語
の
定
義
は
、
資
料
２
－
１
と
同
様
。

3

IT営
業
・
販
売
・
事
務

医
療
事
務

介
護
・
医
療
・
福
祉 農
業

旅
行
・
観
光

デ
ザ
イ
ン

製
造

建
設
関
連

理
容
・
美
容
関
連

そ
の
他

5
0
.0

%

5
5
.0

%

6
0
.0

%

6
5
.0

%

7
0
.0

%

7
5
.0

%

8
0
.0

%

8
5
.0

%

9
0
.0

%

5
0
.0

%
7
5
.0

%
1
0
0
.0

%
1
2
5
.0

%
1
5
0
.0

%
1
7
5
.0

%

IT

営
業
・
販
売
・
事
務

医
療
事
務

介
護
・
医
療
・
福
祉

農
業

旅
行
・
観
光

デ
ザ
イ
ン

製
造

建
設
関
連理
容
・
美
容
関
連

そ
の
他

4
0
.0

%

4
5
.0

%

5
0
.0

%

5
5
.0

%

6
0
.0

%

6
5
.0

%

7
0
.0

%

7
5
.0

%

8
0
.0

%

2
5
.0

%
5
0
.0

%
7
5
.0

%
1
0
0
.0

%
1
2
5
.0

%
1
5
0
.0

%

令
和
４
年
度

- 
- 

- 
- 

-令
和
５
年
度

令
和
６
年
度
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令
和
８
年
度

大
阪
府
離
職
者
等
再
就
職
訓
練
事
業
に
つ
い
て

第
1

1
次
大
阪
府
職
業
能
力
開
発
計
画
や
国
の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
等
に
基
づ
く
訓
練
機
会
の
提
供
と
、
雇
用
失
業
情
勢
、
社
会
環
境
の
変
化
に

対
応
し
た
創
意
工
夫
の
あ
る
人
材
育
成

訓
練
の
方
向
性

実
施
予
定
コ
ー
ス
数
：

1
8

6
コ
ー
ス

実
施
予
定
定
員
：

4
,1

3
3
人

［
内
訳
］

知
識
等
習
得
コ
ー
ス
：

1
5

1
コ
ー
ス

3
,5

6
5
人

企
業
実
習
付
コ
ー
ス
：

1
9
コ
ー
ス

3
8

0
人

長
期
高
度
人
材
育
成
コ
ー
ス
：

1
6
コ
ー
ス

1
8

8
人

１
デ
ジ
タ
ル
分
野
の
人
材
を
育
成
す
る
訓
練
【
定
員

1
,5

0
5
人
】

〇
新
時
代
を
開
拓
す
る
グ
ロ
ー
バ
ル
で
柔
軟
な
思
考
（
デ
ザ
イ
ン
思
考
）
を
も
っ
た
人
材
の
育
成

・
デ
ザ
イ
ン
思
考

+W
e
b
・

S
N

S
ス
キ
ル
養
成
科
（

4
0
）

・
ビ
ジ
ネ
ス
パ
ー
ソ
ン
の
た
め
の
デ
ジ
タ
ル
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
習
得
科
（

4
0
）

〇
生
成
Ａ
Ｉ
を
活
用
し
て
企
業
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
す
す
め
る
人
材
の
育
成

・
生
成

A
I活
用
＋
パ
ソ
コ
ン
事
務
習
得
科
（

4
5
）

・
P

yt
h

o
n

A
I実
践
科
（

8
0
）

・
デ
ザ
イ
ン

A
I実
践
科
（

4
0
）

・
P

yt
h

o
n
＋

A
Iプ
ロ
グ
ラ
マ
ー
基
礎
実
践
科
（

6
0
）

２
人
材
不
足
業
界
の
人
材
確
保
に
資
す
る
訓
練
の
実
施
【
定
員

1
,1

6
0
人
】

〇
介
護
科
目
の
刷
新
に
よ
る
介
護
人
材
の
育
成
促
進

・
介
護
職
員
初
任
者
養
成
研
修
科
＋
介
護
ド
ラ
イ
バ
ー
養
成
科

(6
0
）

・
介
護
職
員
初
任
者
養
成
研
修
科
＋
福
祉
用
具
・
住
環
境
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
養
成
科
（

6
0
）

・
介
護
職
員
初
任
者
養
成
研
修
科
＋
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ス
キ
ル
習
得
科
（

6
0
）

・
介
護
職
員
初
任
者
養
成
研
修
科
＋
介
護
事
務
習
得
科
（

1
2

0
）

・
介
護
職
員
初
任
者
養
成
研
修
科
＋
看
護
助
手
養
成
科
（

6
0
）

〇
障
が
い
者
の
職
業
的
自
立
を
支
援
す
る
福
祉
人
材
の
育
成

・
障
が
い
者
就
労
支
援
員
養
成
科
（

4
0
）

３
子
育
て
中
の
方
や
不
安
定
な
就
労
状
態
に
あ
る
在
職
者
が
受
講
し
や
す
い
訓
練
の
実
施

〇
生
活
と
職
業
訓
練
の
両
立
支
援
（
介
護
・
子
育
て
中
の
方
、
不
安
定
就
労
に
あ
る
在
職
者
）

・
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
習
得
科
【
短
時
間
訓
練
】
【
在
職
者
】
（

4
0
）
・
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
プ
ラ
ン
ナ
ー
養
成
科
【
短
時
間
訓
練
】
【
育
児
・
介
護
】
（

4
0
）

〇
子
育
て
中
の
方
へ
の
支
援

・
全
科
目
に
ひ
と
り
親
家
庭
の
父
母
優
先
枠
を
設
定
（
長
期
除
く
）
・
「
託
児
サ
ー
ビ
ス
」
を
付
加
し
た
訓
練
科
目
の
設
定
（
事
業
者
提
案
に
よ
る
設
定
）
（
長
期
除
く
）

４
国
家
資
格
の
取
得
に
よ
る
専
門
人
材
を
育
成
す
る
訓
練
の
実
施
【
定
員

1
8

8
人
】

○
「
介
護
福
祉
士
」
、
「
保
育
士
」
、
「
言
語
聴
覚
士
」
等
を
養
成
す
る
訓
練
の
実
施

５
中
高
年
者
の
職
業
能
力
向
上
に
資
す
る
訓
練
の
実
施
【
定
員

2
5

0
人
】

〇
パ
ソ
コ
ン
の
基
本
操
作
等
、
実
務
的
な
能
力
を
養
成
す
る
訓
練
の
実
施

・
パ
ソ
コ
ン
ス
キ
ル
習
得
科
（

2
1

0
）

・
宅
地
建
物
取
引
士
養
成
科
（

4
0
）

〇
企
業
実
習
付
訓
練
等
の
対
象
者
に
か
か
る
年
齢
制
限
を
撤
廃
（
１
～
６
の
う
ち

4
2

0
）

６
事
務
系
科
目
【
定
員

1
,2

8
0
人
】
※
1
,2
8
0
人
に
は
上
記
３
及
び
５
の
定
員
の
一
部
を
含
む

設
定
定
員

科
目
設
定
方
針

※
（

）
内
は
定
員
数
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技
専
校
に
お
け
る
求
職
者
訓
練
の
見
直
し

追
加
内
容

科
目
名
称

校
名

Ａ
Ｉリ
テ
ラ
シ
ー
、
リ
ス
ク
管
理
、
プ
ロ
ン
プ
ト
生
成
、
出
力
検
証

全
科
目

全
校

プ
ロ
ン
プ
ト
生
成
、
機
械
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ

ＩＣ
Ｔ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科

北
大
阪
校

プ
ロ
ン
プ
ト
生
成
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
支
援

Ｗ
ｅ
ｂ
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
科

南
大
阪
校

合
格
率

(=
入
校
者

/応
募
者

)
入
校
者

応
募
者

年
度

67
.6

%
44

5
65

8
R5
年
度

70
.4

%
36

6
52

0
R6
年
度

71
.9

%
43

5※
60

5
R7
年
度

※
う
ち
第
２
希
望
科
目
で
の
合
格
者

29
名

（
第
２
希
望
科
目
選
考
者

41
名
中
）

R
７
年
度
の
応
募
者
は
R
5
年
度
よ
り
5
3
名
少
な
い
が
、

合
格
率
は
4
.3
%
増
と
な
っ
た
。

科
目
定
員
超
過
に
よ
り
不
合
格
と
な
っ
て
い
た
応
募
者

の
う
ち
、
一
定
数
の
方
が
第
２
希
望
制
度
に
よ
り
入
校
で

き
て
い
る
。

（
R
７
年
度
第
２
希
望
の
合
格
者
2
9
名
を
除
い
た
合
格
率
は
67
.1
%で
あ

り
、
4
.8
%
が
第
２
希
望
に
よ
る
合
格
）

◆
企
業
に
お
け
る
生
成
Ａ
Ｉ
の
活
用
が
一
般
化
して
き
て
い
る
流
れ
を
踏
ま
え
、デ
ジ
タル
人
材
を
育
成
す
る
た
め
、

す
べ
て
の
科
目
で
生
成
Ａ
Ｉ
リテ
ラシ
ー
等
の
基
礎
的
な
カリ
キ
ュラ
ム
を
新
た
に
追
加
す
る
。

ま
た
、情
報
系
の
２
科
目
に
お
い
て
は
、上
記
に
加
え
、よ
り実
践
に
即
した
カリ
キ
ュラ
ム
を
追
加
す
る
。

◆
令
和
７
年
度
よ
り、
入
校
者
の
獲
得
を
行
うた
め
、「
第
２
希
望
制
度
」を
導
入
。

第
２
希
望
を
選
択
で
き
る
訓
練
科
目

入
校
状
況
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令
和
8
年
度

大
阪
府
地
域
職
業
訓
練
実
施
計
画
（
案
）

高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構

大
阪
支
部
資
料

■
離
職
者
訓
練
の
定
員

技
術
革
新
等
に
対
応
し
た
職
業
訓
練
を
実
施
す
る
た
め
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
に
よ
り
訓
練
コ
ー
ス

（
離
職
者
訓
練
、
在
職
者
訓
練
、
学
卒
者
訓
練
）
の
見
直
し
を
実
施

■
在
職
者
訓
練
の
定
員

令
和
8年
度

令
和
7年
度
※

訓
練
分
野

57
6名

57
6名

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
関
西

令
和
8年
度

令
和
7年
度
※

実
施
施
設

計
画
策
定
中

5,
05
2名

ポ
リ
テ
ク
セ
ン
タ
ー
関
西

計
画
策
定
中

1,
96
7名

近
畿
職
業
能
力
開
発
大
学
校

■
学
卒
者
訓
練
の
定
員

令
和
8年
度

令
和
7年
度
※

訓
練
分
野

41
0名

41
0名

近
畿
職
業
能
力
開
発
大
学
校

30
名

30
名

大
阪
港
湾
労
働
分
所

※
令
和
7
年
度
大
阪
府
地
域
職
業
訓
練
実
施
計
画
よ
り

※
令
和
7
年
度
大
阪
府
地
域
職
業
訓
練
実
施
計
画
よ
り

※
令
和
7
年
度
大
阪
府
地
域
職
業
訓
練
実
施
計
画
よ
り

- 45 -



- 46 -



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

公的職業訓練効果検証 

ワーキンググループ報告 
  

【協議会資料３】 
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令
和
７
年
度
大
阪
府
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
に
つ
い
て

大
阪
府
公
的
職
業
訓
練
効
果
検
証
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ
は
、
大
阪
府
地
域
職
業
能
力
開
発
促
進
協
議
会
（
以
下

「
協
議
会
」
と
い
う
。
）
の
も
と
設
置
さ
れ
る
組
織
で
あ
り
、
地
域
の
人
材
育
成
を
効
果
的
に
実
施
す
る
た
め
、

訓
練
コ
ー
ス
の
内
容
が
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
も
の
と
な
っ
て
い
る
か
、
訓
練
効
果
等
が
上
が
っ
て
い
る
か
等
の
検
証

を
行
い
、
当
該
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
見
直
し
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
す
る
。

・
大
阪
労
働
局

・
大
阪
府

・
独
立
行
政
法
人
高
齢
・
障
害
・
求
職
者
雇
用
支
援
機
構
大
阪
支
部

※
必
要
に
応
じ
て
、
協
議
会
構
成
員
の
中
か
ら
任
意
の
者
を
追
加
す
る
。

予
め
協
議
会
に
て
定
め
た
検
証
対
象
訓
練
分
野
の
う
ち
、
訓
練
修
了
者
が
比
較
的
多
い
訓
練
コ
ー
ス
を
選
定
し
、

当
該
コ
ー
ス
の
訓
練
修
了
者
、
採
用
企
業
、
訓
練
実
施
機
関
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
方
式
に
よ
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

し
、
訓
練
効
果
の
把
握
・
検
証
を
行
い
、
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の
改
善
を
図
る
。

意
義
・
目
的

構
成
員

検
証
方
法

個
別
の
訓
練
コ
ー
ス
の

・
訓
練
修
了
者

・
採
用
企
業

・
訓
練
実
施
機
関

か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施

訓
練
効
果
を
把
握
・
検
証

訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
等
の

改
善
を
図
る

1
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効
果
検
証
の
対
象
・
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
状
況

少
子
高
齢
化
の
進
展
に
よ
り
介
護
人
材
は
慢
性
的
な
人
材
不
足
に
あ
り
、
大
阪
府
に
お
い
て
は
、
2
0
2
6
年
に

2
4
,2
9
4
人
、
2
0
4
0
年
に
は
6
1
,8
7
8
人
の
人
材
が
不
足
す
る
と
推
計
さ
れ
て
い
る
。

（
出
典
：
大
阪
府
高
齢
者
計
画
2
0
2
4
）

限
ら
れ
た
労
働
力
の
中
か
ら
、
介
護
ニ
ー
ズ
に
的
確
に
対
応
で
き
る
質
の
高
い
人
材
を
安
定
的
に
確
保
す
る

上
で
、
公
的
職
業
訓
練
に
対
す
る
期
待
度
は
高
い
と
考
え
ら
れ
る
。

・効
果
検
証
の
対
象
：
介
護
分
野

【
選
定
理
由
】

・

ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
状
況

対
象
訓
練
コ
ー
ス
：
介
護
職
員
初
任
者
養
成
研
修
科
（
２
か
月
）

１
コ
ー
ス

介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
科
（
６
か
月
）

２
コ
ー
ス

訓
練
修
了
者
（
就
職
退
校
者
を
含
む
）
：
1
6
人
（
ア
ン
ケ
ー
ト
送
付
数
2
7
件
、
回
答
率
5
9
.3
％
）

採
用
企
業
：
５
社
（
ア
ン
ケ
ー
ト
送
付
数
６
件
、
回
答
率
8
3
.3
％
）

訓
練
実
施
機
関
：
３
校

2
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訓
練
修
了
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
①

訓
練
内
容
の
う
ち
、

就
職
後
の
仕
事
で
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と

訓
練
の
受
講
が
就
職
先
の
仕
事
で
ど
の
程
度
役
に
立
っ
た
か
、

訓
練
修
了
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
、
科
目
ご
と
に
点
数
化

し
て
も
ら
っ
た
（
※
）
と
こ
ろ
、
い
ず
れ
の
科
目
も
概
ね
高
水

準
の
結
果
と
な
っ
た
。
た
だ
、
介
護
職
員
初
任
者
養
成
研
修
科

（
右
図
最
上
段
）
に
お
い
て
は
、
他
に
比
べ
る
と
若
干
点
数
の

低
い
科
目
が
一
部
見
受
け
ら
れ
た
。
ま
た
、
受
講
し
た
職
業
訓

練
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
は
無
か
っ
た
が
、
職
業
訓
練
で
学
べ
た

ら
よ
り
良
か
っ
た
と
思
う
知
識
や
ス
キ
ル
と
し
て
、
以
下
の
よ

う
な
意
見
が
あ
っ
た
。

＜
介
護
職
員
初
任
者
養
成
研
修
科
＞

○
薬
の
渡
し
方
、
飲
ま
せ
方
、
と
ろ
み
の
付
け
方

○
お
し
め
の
あ
て
方
を
も
っ
と
学
べ
る
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

＜
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
科
Ａ
＞

○
ス
ラ
イ
リ
ン
グ
シ
ー
ト
以
外
の
移
乗
方
法

＜
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
科
Ｂ
＞

○
口
腔
ケ
ア
で
の
義
歯
の
取
り
扱
い
方
法

◇

※
右
図
は
、
各
科
目
に
つ
い
て
、

非
常
に
役
に
立
っ
た
→
３
点
、
役
に
立
っ
た
→
２
点

少
し
役
に
立
っ
た
→
１
点
、
役
に
立
た
な
か
っ
た
→
０
点

と
し
て
点
数
を
つ
け
て
も
ら
っ
た
結
果
を
割
合
に
表
し
た

も
の
（
回
答
者
全
員
が
３
点
を
つ
け
た
場
合
を
最
大
値

1
0
0
％
と
し
た
と
き
に
占
め
る
割
合
）
。

3
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訓
練
修
了
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
②

◇
職
業
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
、
チ
ー
ム
で
働
く
た
め
に
必

要
な
ス
キ
ル
（
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
、
傾
聴
力
、
協

調
性
な
ど
）
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
役
に
立
っ
た
か
訓
練
修

了
者
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
「
役
に
立
っ

た
」
ま
た
は
「
ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
役
に
立
っ
た
」
と
回
答

し
た
割
合
は
１
０
０
％
と
な
り
、
「
役
に
立
た
な
か
っ
た
」

と
の
意
見
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
。

職
業
訓
練
の
受
講
が
、
チ
ー
ム
で
働
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
の
向
上
に
与
え
る
影
響
に
つ
い
て

○
グ
ル
ー
プ
で
の
話
し
合
い
等
、
人
そ
れ
ぞ
れ
の
意
見
を
尊
重
す
る
姿
勢
は
入
居
様
に
対
す
る
関
係
と
同
じ
で

あ
る
と
思
う
。

○
授
業
前
、
人
前
で
3
分
間
ス
ピ
ー
チ
の
実
施
や
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
、
実
技
の
講
義
な
ど
、
訓
練
期
間
中
に
ク

ラ
ス
メ
イ
ト
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
や
傾
聴
力
、
協
調
性
な
ど
が
少
し
ず
つ
身
に
つ
い
た
と
思
い
ま
す
。

＜
具
体
的
な
意
見
＞

○
訓
練
中
の
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
が
役
に
立
ち
ま
し
た
。

5
6
%

4
4
%

職
業
訓
練
を
受
講
す
る
こ
と
が
、
チ
ー
ム
で
働
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
向
上

さ
せ
る
た
め
に
役
に
立
っ
た
と
感
じ
ま
す
か

役
に
立
っ
た

ど
ち
ら
か
と
い
え
ば
役
に
立
っ
た

役
に
立
た
な
か
っ
た

4
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訓
練
修
了
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
③

◇
介
護
分
野
の
訓
練
コ
ー
ス
へ
の
応
募
数
を
増
や
す
た
め
に
は
、
介
護
業
界
の
魅
力
を
積
極
的
に
発
信
す
る
必
要

が
あ
る
。
そ
こ
で
、
訓
練
修
了
者
が
実
際
に
介
護
現
場
で
働
い
た
中
で
感
じ
た
介
護
業
界
の
魅
力
に
つ
い
て
ヒ

ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
以
下
の
意
見
が
あ
っ
た
。

実
際
に
働
い
て
み
て
感
じ
た
介
護
業
界
の
魅
力
に
つ
い
て

○
何
気
な
い
会
話
の
中
で
利
用
者
さ
ん
が
笑
っ
て
下
さ
っ
た
と
き
に
嬉
し
さ
を
感
じ
て
い
ま
す
。

○
入
居
者
様
と
話
が
通
じ
た
と
き
は
嬉
し
い
。
人
手
不
足
で
正
社
員
に
な
れ
る
。

○
無
理
な
く
自
分
の
ペ
ー
ス
で
働
け
る
こ
と
。

○
安
心
し
た
表
情
と
、
「
あ
り
が
と
う
」
の
言
葉
に
何
度
も
救
わ
れ
ま
し
た
。

○
利
用
者
一
人
ひ
と
り
に
合
わ
せ
た
介
護
を
す
る
べ
く
職
員
が
協
力
し
あ
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
魅
力
で
す
。

○
世
の
為
、
人
の
為
に
少
し
で
も
自
分
が
役
に
立
っ
て
い
る
と
実
感
で
き
る
の
が
魅
力
。

○
思
い
の
ほ
か
、
キ
ツ
い
労
働
で
は
な
い
と
感
じ
た
し
、
利
用
者
と
ふ
れ
合
う
こ
と
に
よ
り
、
自
分
自
身
が
優
し

い
人
間
に
な
れ
る
と
思
っ
た
。
人
生
の
先
輩
達
の
話
も
面
白
い
し
、
自
分
の
役
に
立
つ
と
思
う
。

＜
訓
練
修
了
者
か
ら
の
意
見
＞

5
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訓
練
修
了
者
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
④

介
護
人
材
を
確
保
す
る
た
め
に
は
、
介
護
分
野
の
訓
練
コ
ー
ス
へ
の

応
募
を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
る
が
、
就
職
後
の
離
職
防
止
・
定

着
促
進
も
同
様
に
重
要
で
あ
る
。
離
職
理
由
の
一
つ
と
し
て
採
用
ミ

ス
マ
ッ
チ
が
あ
る
が
、
職
業
訓
練
を
通
じ
て
介
護
現
場
の
イ
メ
ー
ジ

を
も
つ
こ
と
が
で
き
た
か
ヒ
ア
リ
ン
グ
し
た
と
こ
ろ
、
約
８
割
の
訓

練
修
了
者
が
イ
メ
ー
ジ
で
き
た
と
回
答
し
た
一
方
、
イ
メ
ー
ジ
ま
で

は
で
き
な
か
っ
た
と
の
回
答
も
一
部
あ
っ
た
。

採
用
ミ
ス
マ
ッ
チ
防
止
に
つ
い
て

◇ そ
の
他
、
公
的
職
業
訓
練
に
対
す
る
意
見

こ
の
よ
う
な
制
度
が
あ
る
こ
と
を
も
っ
と
ア
ピ
ー
ル
す
べ
き
だ
と
思
う
。
実
際
に
自
分
も
知
ら
な
か
っ
た
し
、
周

り
に
も
知
ら
な
い
人
が
多
か
っ
た
。

外
国
人
が
上
司
・
先
輩
と
い
う
中
で
の
仕
事
の
仕
方
、
接
し
方
と
い
う
の
も
心
構
え
と
し
て
勉
強
で
き
れ
ば
い
い

と
思
う
。

初
心
者
で
実
技
の
力
が
な
く
て
施
設
で
働
く
こ
と
に
不
安
が
あ
り
ま
し
た
。
時
間
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
が
必
ず
使

う
介
護
技
術
を
学
べ
る
機
会
が
増
え
た
ら
自
信
も
つ
く
か
と
思
い
ま
す
。

○ ○ ○

6
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採
用
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
①

採
用
選
考
時
に
決
め
手
と
な
っ
た
こ
と

◇
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
採
用
選
考
時
に
お
い
て
、
人
柄
・

意
欲
・
将
来
性
等
を
重
視
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
た
。
選
考
時
の

限
ら
れ
た
時
間
の
中
で
は
知
識
や
ス
キ
ル
に
つ
い
て
判
断
が
し

づ
ら
い
た
め
、
受
け
答
え
が
し
っ
か
り
し
て
い
た
り
、
質
問
が

適
切
で
あ
っ
た
り
す
る
点
が
高
評
価
と
の
意
見
が
見
ら
れ
た
。

ま
た
、
資
格
を
有
し
て
い
る
こ
と
で
即
戦
力
と
し
て
期
待
で
き

る
と
い
う
意
見
も
あ
っ
た
。
な
お
、
経
歴
・
実
績
に
つ
い
て
は
、

必
ず
し
も
介
護
分
野
で
の
経
験
等
を
求
め
て
い
る
も
の
で
は
な

く
、
一
つ
の
企
業
に
長
く
勤
め
て
お
り
早
期
退
職
の
可
能
性
が

低
い
こ
と
や
、
逆
に
多
く
の
職
歴
が
あ
り
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
能
力
に
長
け
て
い
る
こ
と
が
決
め
手
と
な
っ
た
ケ
ー
ス
も
あ

っ
た
。

適
切
な
訓
練
内
容
・
訓
練
期
間
に
つ
い
て

◇
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
設
定
し
て
い
る
「
訓
練
目
標
（
仕
上
が

り
像
）
」
に
受
講
者
が
到
達
す
る
た
め
の
訓
練
と
し
て
、
訓
練

内
容
や
訓
練
期
間
が
適
切
で
あ
る
か
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
と

こ
ろ
、
今
回
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
全
て
の
採
用
企
業
で
「
適
切

で
あ
る
」
と
回
答
し
た
。

1
0
0
%

訓
練
内
容
や
訓
練
期
間
は
適
切
だ
と
思
わ
れ
ま
す
か

適
切
で
あ
る

適
切
で
な
い 74

2 2

1

0
1

2
3

4
5

人
柄
・
意
欲
・
将
来
性

資
格
（
実
務
者
研
修
）

経
歴

・
実

績

知
識

・
ス
キ
ル

採
用
す
る
に
あ
た
っ
て
決
め
手
と
な
っ
た
こ
と
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採
用
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
②

訓
練
に
よ
り
得
ら
れ
た
知
識
・
ス
キ
ル
の
う
ち
採
用
後
に
役
に
立
っ
て
い
る
こ
と

◇
介
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
採
用
企
業
５
社
の
う
ち
４
社
に
お
い
て
、
介
護
に
お
け
る
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
能
力
が
採
用
後
に
役
に
立
っ
て
い
る
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
介
護
の
シ
ー
ン
に
限
ら
ず
、

報
告
・
連
絡
・
相
談
（
い
わ
ゆ
る
報
連
相
）
を
し
っ
か
り
行
う
な
ど
、
基
本
的
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

能
力
を
身
に
付
け
て
い
た
こ
と
を
評
価
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。

◇
医
療
的
ケ
ア
に
関
す
る
実
務
上
の
技
術

実
際
の
介
護
現
場
に
お
い
て
、
吸
引
器
の
セ
ッ
テ
ィ
ン
グ
が
必
要
と
な
っ
た
際
に
迅
速
に
対
応
し
て
い
る

場
面
が
あ
り
、
職
業
訓
練
の
効
果
を
実
感
し
た
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

◇
介
護
福
祉
士
実
務
者
研
修
資
格
・
同
行
援
護
資
格

上
記
資
格
を
取
得
し
て
い
る
こ
と
で
即
戦
力
と
な
る
こ
と
は
大
き
く
、
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
盛
り
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
は
あ
り
が
た
い
。
特
に
実
務
者
研
修
資
格
が
あ
れ
ば
サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
に
な
れ
る
可
能
性

が
あ
り
有
用
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

◇
施
設
見
学
・
職
場
体
験

今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
た
採
用
企
業
５
社
の
う
ち
３
社
に
お
い
て
、
入
社
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
や
ミ
ス
マ
ッ

チ
を
防
止
す
る
上
で
非
常
に
有
効
で
あ
り
、
積
極
的
に
実
施
し
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。

8
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採
用
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
③

職
業
訓
練
に
お
い
て
、
よ
り
一
層
取
得
し
て
お
い
て
ほ
し
い
知
識
・
ス
キ
ル

◇
認
知
症
の
理
解

訓
練
修
了
者
か
ら
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
で
は
、
「
認
知
症
の

理
解
」
が
採
用
後
の
仕
事
で
役
に
立
っ
て
い
る
と
の
意

見
が
多
く
挙
が
っ
て
い
た
が
、
一
方
、
介
護
職
員
初
任

者
養
成
研
修
科
（
２
か
月
）
の
修
了
者
を
採
用
し
た
企

業
か
ら
は
、
基
本
知
識
と
し
て
よ
り
一
層
の
習
得
を
求

め
る
意
見
も
あ
っ
た
。

◇
自
身
の
体
型
等
を
踏
ま
え
た
ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス
に
つ
い
て
の
知
識

訓
練
受
講
生
自
身
の
身
長
や
体
型
に
応
じ
た
適
切
な
介
助
方
法
に
つ
い
て
も
訓
練
で
教
え
て
ほ
し
い
と
の
意

見
が
あ
っ
た
。
具
体
的
に
は
、
車
椅
子
の
移
乗
に
つ
い
て
、
適
正
な
距
離
の
取
り
方
は
身
長
や
体
型
に
よ
っ

て
異
な
る
が
、
高
身
長
の
受
講
生
が
平
均
的
な
身
長
の
講
師
と
同
じ
よ
う
に
移
乗
さ
せ
る
と
、
腰
に
負
担
が

か
か
っ
て
し
ま
い
故
障
の
原
因
と
な
る
。
腰
痛
が
原
因
で
介
護
現
場
を
離
れ
る
方
を
大
勢
見
て
き
た
の
で
、

訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
で
、
自
身
に
と
っ
て
の
適
切
な
身
体
の
使
い
方
等
に
つ
い
て
も
指
導
し
て
も
ら
え

れ
ば
、
長
く
介
護
現
場
で
働
い
て
も
ら
う
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
で
あ
っ
た
。

9
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採
用
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
④

外
国
人
労
働
者
と
の
協
働
に
つ
い
て

職
業
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
と
し
て
設
定
し
て
ほ
し
い
こ
と

◇
多
様
性
へ
の
理
解
に
関
す
る
講
義

実
際
に
外
国
人
労
働
者
を
雇
用
し
て
い
る
採
用
企
業
か
ら
は
、
「
日
本
人
労
働
者
と
の
温
度
差
が
あ
り
、
摩

擦
が
生
じ
る
こ
と
も
あ
る
た
め
、
互
い
に
文
化
や
習
慣
の
違
い
が
あ
り
、
そ
れ
ら
を
受
け
入
れ
な
が
ら
接
す

る
必
要
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
お
い
て
ほ
し
い
。
」
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
帰
国
の
た
め
休
暇
を
ま

と
め
て
取
得
す
る
こ
と
が
あ
る
な
ど
外
国
人
特
有
の
行
動
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
の
言
及
も
あ
っ
た
。

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
の
習
得
に
つ
い
て

◇
今
回
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
っ
た
複
数
の
採
用
企
業
に
お
い

て
、
ケ
ア
記
録
や
訪
問
記
録
等
を
ス
マ
ホ
入
力
に
よ
り

記
録
し
て
い
た
。
そ
の
た
め
、
現
場
ス
タ
ッ
フ
に
関
し

て
は
ス
マ
ホ
入
力
ス
キ
ル
が
必
須
で
あ
る
が
、
高
齢
の

ス
タ
ッ
フ
に
お
い
て
は
ス
マ
ホ
入
力
を
不
得
手
と
す
る

ケ
ー
ス
が
多
い
た
め
、
当
該
ス
キ
ル
に
関
す
る
訓
練
が

あ
っ
て
も
良
い
の
で
は
な
い
か
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
ス
マ
ホ
入
力
特
有
の
問
題
と
し
て
、
予
測
変
換

機
能
に
よ
り
ケ
ア
記
録
と
し
て
は
不
適
切
な
文
章
（
乱
暴
な
言
い
回
し
や
砕
け
た
表
現
）
と
な
る
ケ
ー
ス
が
散

見
さ
れ
る
た
め
、
文
章
作
成
方
法
を
含
め
た
訓
練
も
併
せ
て
行
っ
て
ほ
し
い
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。
さ
ら
に
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
責
任
者
の
場
合
は
、
W
o
rd
、
E
xc
e
l等
の
基
本
的
な
P
C
ス
キ
ル
も
必
要
と
の
意
見
が
あ
っ
た
。 10
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採
用
企
業
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
⑤

訓
練
未
受
講
者
と
比
較
し
て
、
訓
練
修
了
者
を
採
用
す
る
場
合
に
期
待
す
る
こ
と

○
基
本
的
な
知
識
・
技
術
が
習
得
さ
れ
て
い
る
こ
と
。

○
今
の
福
祉
の
状
況
に
合
っ
た
学
び
を
し
て
い
る
と
思
う
の
で
、
在
職
中
の
職
員
の
情
報
も
更
新
で
き
る
よ
う

知
識
を
活
用
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
う
。

○
ス
キ
ル
や
知
識
だ
け
で
な
く
、
働
く
際
の
倫
理
観
や
仕
事
に
対
す
る
意
識
、
意
欲
等
も
醸
成
さ
れ
て
い
る
と

良
い
。

そ
の
他
、
公
的
職
業
訓
練
に
対
す
る
意
見

○
就
職
先
の
選
択
肢
を
実
際
に
見
て
決
め
て
も
ら
う
た
め
に
も
施
設
見
学
は
ど
ん
ど
ん
取
り
入
れ
て
ほ
し
い
。

○
ど
ん
ど
ん
訓
練
の
宣
伝
を
行
っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

○
（
自
身
の
経
験
か
ら
）
ひ
と
り
親
家
庭
の
親
な
ど
、
資
格
も
な
く
働
い
て
い
る
人
も
多
い
と
思
う
こ
と
か
ら
、

特
に
そ
う
い
っ
た
人
に
知
っ
て
ほ
し
い
制
度
で
あ
る
。

採
用
企
業
か
ら
の
意
見

11
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訓
練
実
施
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
①

○
介
護
現
場
で
実
際
に
起
こ
り
得
る
具
体
的
な
事
例
や
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取
り
入
れ
、
単
な
る
知
識
の
習
得
に
と

ど
ま
ら
ず
、
現
場
で
活
か
せ
る
「
生
き
た
知
識
」
と
し
て
理
解
・
定
着
で
き
る
よ
う
工
夫
し
た
講
義
を
実
施

し
て
い
る
。
現
場
経
験
豊
富
な
講
師
陣
が
、
受
講
生
の
理
解
度
に
応
じ
て
丁
寧
に
指
導
を
行
っ
て
い
る
。

訓
練
効
果
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
学
科
及
び
実
技
」
に
お
け
る
工
夫

○
分
か
り
や
す
く
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
い
よ
う
に
動
画
を
取
り
入
れ
た
り
、
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
を
多
く
取
り
入
れ

意
見
交
換
の
場
を
増
や
し
て
い
る
。

○
介
護
に
必
要
な
知
識
の
積
み
重
ね
が
「
介
護
職
と
し
て
備
え
る
べ
き
理
念
」
に
結
び
付
く
よ
う
に
エ
ビ
デ
ン

ス
を
基
盤
と
し
た
分
か
り
や
す
い
講
義
を
心
が
け
て
い
る
。

＜
学
科
＞

＜
実
技
＞

○
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
て
振
り
返
り
動
画
を
閲
覧
で
き
る
よ
う
に
し
て
技
術
の
習
得
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
尊
厳
を
保
持
す
る
た
め
の
援
助
技
術
と
し
て
、
対
象
者
の
心
身
状
態
を
考
え
な
が
ら
実
施
で
き
る
よ
う
に
指

導
す
る
。
専
門
職
と
し
て
自
信
を
持
っ
て
就
職
で
き
る
人
材
を
目
指
す
。

○
学
科
で
学
ん
だ
内
容
を
も
と
に
、
実
際
の
介
護
現
場
を
想
定
し
た
演
習
を
重
ね
る
こ
と
で
、
知
識
と
技
術
の

結
び
つ
き
を
深
め
、
実
践
力
を
養
っ
て
い
る
。
基
本
動
作
に
加
え
、
受
講
生
が
自
ら
考
え
、
対
応
で
き
る
力

を
育
て
る
実
践
的
な
指
導
を
心
が
け
て
い
る
。

12
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訓
練
実
施
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
②

○
訓
練
中
の
職
場
見
学
、
職
場
体
験
を
通
し
て
介
護
現
場
に
関
心
を
深
め
て
も
ら
い
、
そ
の
後
に
「
学
内
就
職

フ
ェ
ア
」
を
開
催
し
て
い
る
。
毎
回
1
0
か
所
程
度
の
施
設
・
事
業
所
の
参
加
を
得
て
訓
練
生
の
質
問
等
に
対

応
し
て
い
た
だ
い
て
い
る
。

○
授
業
外
で
も
見
学
会
や
施
設
説
明
会
の
機
会
を
多
く
持
つ
よ
う
に
し
て
い
る
。

○
就
職
に
向
け
て
の
計
画
や
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
を
明
確
に
す
る
こ
と
で
、
就
活
に
取
り
組
み
や
す
い
雰
囲
気
作
り

を
心
掛
け
て
い
る
。

○
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
有
資
格
者
の
就
職
支
援
専
任
ス
タ
ッ
フ
を
配
置
し
、
受
講
生
が
い
つ
で
も
相
談

で
き
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。
受
講
生
の
希
望
条
件
と
企
業
の
募
集
職
種
の
分
析
を
通
じ
て
、
マ
ッ
チ
ン
グ

率
を
高
め
、
早
期
就
職
の
促
進
と
離
職
リ
ス
ク
の
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

訓
練
効
果
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
就
職
支
援
」
に
お
け
る
工
夫

訓
練
効
果
向
上
の
た
め
に
取
り
組
ん
で
い
る
「
募
集
」
に
お
け
る
工
夫

○
定
期
的
な
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
訪
問
を
通
じ
て
、
担
当
者
と
の
連
携
を
強
化
し
、
介
護
分
野
の
人
材
確
保
に
向
け

た
ニ
ー
ズ
の
収
集
や
、
共
同
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
提
案
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

○
広
報
活
動
と
し
て
は
、
In
st
a
g
ra
m
等
の
S
N
S
を
活
用
し
、
学
校
の
雰
囲
気
や
取
り
組
み
、
講
座
情
報
を
発

信
す
る
と
と
も
に
、
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
（
職
業
訓
練
）
知
名
度
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
媒
体
へ
の
掲

載
や
ラ
ジ
オ
番
組
へ
の
出
演
な
ど
、
多
角
的
な
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

○
単
な
る
介
護
資
格
の
取
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
就
職
先
の
企
業
や
現
場
で
求
め
ら
れ
る
ス
キ
ル
に
対
応
す
る
た

め
、
怒
り
の
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
、
救
命
講
習
、
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
、
視
覚
障
が
い
者
へ
の
対
応
な
ど
、
実

務
に
直
結
す
る
内
容
を
取
り
入
れ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
ブ
ラ
ッ
シ
ュ
ア
ッ
プ
し
、
介
護
未
経
験
者
に
も
魅
力

を
感
じ
て
い
た
だ
け
る
訓
練
コ
ー
ス
を
設
計
し
て
い
る
。

13
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訓
練
実
施
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
③

受
講
生
の
チ
ー
ム
で
働
く
た
め
に
必
要
な
ス
キ
ル
を
向
上
さ
せ
る
た
め
の
取
組

○
各
講
師
に
は
、
知
識
取
得
の
授
業
に
も
積
極
的
に
演
習
（
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
等
）
を
取
り
入
れ
る
よ
う
に
指

示
し
、
対
人
援
助
職
と
し
て
の
ス
キ
ル
向
上
を
目
指
し
て
い
る
。

○
就
職
支
援
の
「
模
擬
面
接
」
の
際
に
試
験
官
役
も
体
験
し
、
応
募
者
役
と
の
や
り
取
り
の
中
か
ら
「
適
切
な

質
問
」
や
受
け
応
え
に
つ
い
て
考
え
工
夫
す
る
機
会
を
作
っ
て
い
る
。

○
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
実
践
で
は
、
「
楽
し
い
と
い
う
感
情
」
を
表
出
す
る
こ
と
が
チ
ー
ム
メ
ン
バ
ー
と
の

円
滑
な
関
係
作
り
に
役
立
つ
こ
と
を
体
験
し
て
い
る
。

○
企
業
と
連
携
し
て
外
国
人
を
対
象
と
し
た
資
格
取
得
研
修
を
実
施
し
て
お
り
、
そ
の
実
績
を
踏
ま
え
、
今
後

は
福
祉
現
場
に
お
け
る
多
文
化
理
解
や
異
文
化
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
講
義
の
導
入
を
検
討
し
て

い
る
。
外
国
人
ス
タ
ッ
フ
と
の
協
働
や
指
導
を
円
滑
に
行
え
る
よ
う
、
受
講
生
に
対
し
て
多
様
性
へ
の
理
解

を
深
め
る
内
容
を
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
反
映
し
て
い
く
予
定
。

○
介
護
の
講
義
内
容
は
常
に
「
チ
ー
ム
ケ
ア
」
に
つ
い
て
出
て
く
る
の
で
、
各
講
師
の
話
を
聞
く
こ
と
で
自
然

と
意
識
が
高
ま
っ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
。

○
定
期
的
な
グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施
。
例
え
ば
、
チ
ー
ム
ご
と
に
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
企
画
し
、
他
の
受

講
生
の
前
で
発
表
す
る
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
仲
間
と
協
力
し
な
が
ら
目
標
に
取
り
組
む
力
を
育
ん
で
い

る
。

14
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訓
練
実
施
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
④

受
講
生
の
就
労
意
欲
を
高
め
る
た
め
の
取
組

○
現
場
経
験
の
あ
る
講
師
に
は
、
介
護
職
と
し
て
の
肯
定
的
な
経
験
談
を
語
っ
て
い
た
だ
い
て
い
る
。
介
護
職

の
労
働
環
境
は
整
っ
て
い
な
い
が
、
そ
の
中
で
介
護
職
と
し
て
の
や
り
が
い
や
魅
力
に
つ
い
て
の
体
験
談
は

就
労
意
欲
を
高
め
る
効
果
が
あ
る
よ
う
に
感
じ
て
い
る
。

○
就
職
す
る
こ
と
の
メ
リ
ッ
ト
に
つ
い
て
、
担
当
教
員
と
し
て
具
体
的
に
伝
え
て
い
る
。

○
就
職
活
動
を
行
う
こ
と
を
習
慣
づ
け
る
よ
う
に
常
に
声
掛
け
を
行
っ
て
い
る
。

○
訓
練
生
全
員
が
「
就
職
内
定
を
目
指
す
」
と
い
う
共
通
の
ゴ
ー
ル
を
意
識
で
き
る
よ
う
、
教
室
全
体
で
前
向

き
な
雰
囲
気
づ
く
り
を
心
掛
け
て
い
る
。
特
に
、
訓
練
期
間
中
に
内
定
が
決
ま
っ
た
受
講
生
が
出
た
際
に
は

教
室
に
花
を
飾
っ
て
皆
で
祝
福
し
、
達
成
感
を
共
有
す
る
こ
と
で
、
他
の
受
講
生
の
就
労
意
欲
を
高
め
る
工

夫
を
行
っ
て
い
る
。

○
月
１
～
２
回
の
頻
度
で
企
業
説
明
会
を
開
催
し
、
受
講
生
と
企
業
が
直
接
対
話
で
き
る
場
を
設
け
る
こ
と
で

具
体
的
な
職
場
イ
メ
ー
ジ
の
醸
成
と
、
就
職
へ
の
意
識
向
上
に
つ
な
げ
て
い
る
。

○
訓
練
開
始
前
に
お
い
て
は
、
訓
練
制
度
の
説
明
と
あ
わ
せ
て
学
校
見
学
会
を
実
施
し
、
介
護
職
の
仕
事
内
容

や
や
り
が
い
に
つ
い
て
丁
寧
に
説
明
す
る
こ
と
で
、
職
業
訓
練
の
意
義
や
目
的
を
し
っ
か
り
と
理
解
し
て
も

ら
う
こ
と
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
。

15
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訓
練
実
施
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
⑤

採
用
ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
止
す
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
取
組

○
応
募
先
を
選
ぶ
際
に
は
、
必
ず
見
学
や
説
明
会
に
参
加
し
、
職
員
の
利
用
者
に
対
す
る
対
応
の
仕
方
と
利
用

者
の
表
情
に
も
関
心
を
持
ち
、
就
職
後
に
馴
染
め
る
か
ど
う
か
も
検
討
す
る
よ
う
に
伝
え
て
い
る
。

○
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
が
複
数
回
の
個
別
面
談
を
通
じ
て
、
受
講
生
一
人
ひ
と
り
の
希
望
条
件
や
ス
キ

ル
、
性
格
を
丁
寧
に
把
握
し
、
就
業
先
に
求
め
る
内
容
を
明
確
化
し
て
い
る
。
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
求
人
票
や

独
自
に
開
拓
し
た
企
業
情
報
を
も
と
に
、
職
場
環
境
や
募
集
職
種
を
分
析
し
、
よ
り
精
度
の
高
い
マ
ッ
チ
ン

グ
を
実
施
し
て
い
る
。

○
入
職
後
の
ギ
ャ
ッ
プ
を
防
ぐ
た
め
、
事
前
に
職
場
見
学
の
機
会
を
提
供
し
、
施
設
の
雰
囲
気
や
仕
事
の
流
れ

を
実
際
に
体
験
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。
施
設
の
良
い
面
だ
け
で
な
く
、
課
題
や
厳
し
さ
も
包
み
隠
さ
ず
伝
え

る
こ
と
で
、
前
向
き
な
就
業
判
断
を
支
援
し
て
い
る
。

○
日
々
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
取
り
、
受
講
生
の
思
い
を
聞
く
よ
う
に
し
て
い
る
。

○
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
添
削
や
模
擬
面
接
、
面
接
同
行
な
ど
の
丁
寧
な
就
職
支
援
に
加
え
、
月
１
～
２
回

の
企
業
説
明
会
も
開
催
。
企
業
と
の
直
接
的
な
交
流
の
機
会
を
設
け
る
こ
と
で
、
受
講
生
の
理
解
と
就
労
意

欲
の
向
上
を
図
っ
て
い
る
。

16
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訓
練
実
施
機
関
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ
実
施
結
果
概
要
⑥

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
を
含
む
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
状
況
に
つ
い
て

訓
練
実
施
機
関
Ｃ

訓
練
実
施
機
関
Ｂ

訓
練
実
施
機
関
Ａ

○
介
護
現
場
で
取

り
組
ま
れ
て
い

る
IT
、
IC
T

○
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
中
に
「
パ
ソ
コ
ン
の
基
礎
知
識
」
講
義
を
取
り
入
れ
、
W
o
rd

や
メ
ー
ル
の
基
本
操
作
、
応
募
書
類
の
作
成
方
法
な
ど
、
実
務
に
直
結
す
る
内
容
を
指

導
し
て
い
る
。

○
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
P
C
講
座
が
含
ま
れ
て
い
な
い
コ
ー
ス
に
お
い
て
も
、
独
自
に
作
成
し

た
「
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
教
材
（
P
D
F
）
」
を
使
用
し
、
以
下
の
よ
う
な
就
職
活
動

に
必
要
な
デ
ジ
タ
ル
ス
キ
ル
を
講
義
に
て
取
り
扱
っ
て
い
る
。

・
W
o
rd
で
の
履
歴
書
・
職
務
経
歴
書
の
作
成

・
フ
ァ
イ
ル
の
保
存
形
式
・
送
信
マ
ナ
ー
（
P
D
F
変
換
や
フ
ァ
イ
ル
名
の
設
定
な
ど
）

・
S
N
S
利
用
時
の
注
意
点
と
情
報
発
信
の
マ
ナ
ー

・
オ
ン
ラ
イ
ン
応
募
に
お
け
る
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
（
フ
リ
ー
W
i-
F
iの
リ
ス
ク
等
）

・
情
報
の
信
頼
性
を
見
極
め
る
力
（
求
人
票
の
読
み
方
や
企
業
情
報
の
扱
い
方
）

○
基
本
的
な
デ
ジ
タ

ル
技
術
に
関
す
る

知
識
を
得
る
。
特

に
ウ
ェ
ブ
上
で
の

個
人
情
報
管
理
に

つ
い
て
の
知
識
を

得
る
。

○
仕
事
と
し
て
個
人

情
報
を
取
り
扱
う

際
の
注
意
事
項
に

つ
い
て
確
認
す
る
。

訓
練
内
容

○
職
場
見
学
に
行

く
際
な
ど
に
は

現
場
で
実
際
に

見
せ
て
も
ら
っ

て
い
る
。

○
講
義
だ
け
で
な
く
、
実
際
に
パ
ソ
コ
ン
に
触
れ
て
操
作
を
行
う
演
習
形
式
を
取
り
入
れ

て
お
り
、
初
学
者
で
も
「
見
て
・
触
っ
て
・
使
っ
て
覚
え
る
」
こ
と
が
で
き
る
よ
う
工

夫
し
て
い
る
。

○
デ
ジ
タ
ル
マ
ナ
ー
や
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
意
識
と
い
っ
た
社
会
人
基
礎
力
に
も
重
点
を
置
き
、

単
な
る
操
作
習
得
に
と
ど
ま
ら
ず
、
実
際
の
就
職
活
動
に
お
い
て
信
頼
さ
れ
る
行
動
が

で
き
る
よ
う
意
識
づ
け
を
行
っ
て
い
る
。

○
訓
練
生
間
で
は
、

デ
ジ
タ
ル
技
術
と

知
識
に
つ
い
て
の

格
差
は
大
き
く
、

半
日
程
度
の
授
業

で
訓
練
生
全
員
が

取
得
で
き
る
も
の

で
は
な
い
が
、
プ

ラ
イ
バ
シ
ー
や
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
の
管

理
に
関
心
が
持
て

る
よ
う
に
し
て
い

る
。

工
夫
し
て

い
る
点

17

- 65 -



ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
た
効
果
検
証
①

訓
練
効
果
が
期
待
で
き
る
内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
か
ら
、
下
記
事
項
に
つ
い
て
は
、
調
査
し
た
訓
練
コ
ー
ス
に
お
い
て
有
効
性
が
確
認
さ
れ
、
介
護

分
野
全
体
の
訓
練
コ
ー
ス
に
お
い
て
も
効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
ら
れ
る
。

18

グ
ル
ー
プ
ワ
ー
ク
の
実
施

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
な
ど

チ
ー
ム
で
働
く
た
め
の
ス
キ
ル

の
向
上

企
業
実
習
・

職
場
見
学
等
の
実
施

・
実
践
的
な
ス
キ
ル
の
習
得

・
採
用
ミ
ス
マ
ッ
チ
の
防
止

各
種
資
格
取
得

即
戦
力
と
し
て
の
期
待
か
ら

採
用
選
考
時
の
決
め
手
に
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ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
を
踏
ま
え
た
効
果
検
証
②

訓
練
効
果
を
上
げ
る
た
め
に
改
善
す
べ
き
内
容

ヒ
ア
リ
ン
グ
結
果
か
ら
、
一
部
訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
に
つ
い
て
改
善
等
の
余
地
が
見
受
け
ら
れ
た
。
訓
練
カ
リ
キ
ュ

ラ
ム
全
体
の
時
間
数
等
を
考
慮
し
つ
つ
、
企
業
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
訓
練
内
容
と
な
る
よ
う
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設
定
に

つ
い
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

19

デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー

短
期
間
の
訓
練
コ
ー
ス
に
お
け
る

訓
練
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム

ボ
デ
ィ
メ
カ
ニ
ク
ス

多
様
性
の
理
解

（
外
国
人
労
働
者
と
の
協
働
）

一
科
目
あ
た
り
の
訓
練

時
間
を
多
く
取
る
こ
と

が
で
き
な
い
た
め
、
ど

の
知
識
・
ス
キ
ル
等
を

ど
の
水
準
ま
で
習
得
さ

せ
る
べ
き
か
、
企
業

ニ
ー
ズ
の
把
握
が
重
要
。

少
子
高
齢
化
の
進
展
に

よ
り
、
外
国
人
労
働
者

と
の
協
働
の
機
会
は
増

加
す
る
と
想
定
さ
れ
る
。

日
本
人
・
外
国
人
労
働

者
間
に
お
け
る
相
互
理

解
を
促
進
さ
せ
る
た
め

の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
の
設

定
が
必
要
。

ケ
ア
記
録
等
の
た
め
の

ス
マ
ホ
入
力
方
法
（
文

書
作
成
方
法
含
む
）
の

習
得
は
必
須
。
職
種
に

よ
っ
て
は
P
C
ス
キ
ル

（
W
o
rd
、
E
xc
e
l等
）

も
求
め
ら
れ
る
。

適
切
な
介
助
方
法
は
、

介
助
者
の
体
格
等
に

よ
っ
て
異
な
る
。
不
適

切
な
方
法
に
よ
る
怪
我

等
を
防
止
す
る
た
め
、

訓
練
受
講
者
一
人
ひ
と

り
の
体
格
等
を
考
慮
し

た
訓
練
内
容
に
す
る
必

要
が
あ
る
。
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効
果
検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
改
善
促
進
策
（
案
）

◇
職
場
体
験
・
企
業
実
習
等
の
更
な
る
促
進

訓
練
修
了
者
・
採
用
企
業
双
方
に
メ
リ
ッ
ト
が
あ
り
、
積
極
的
に
実
施
す
る
必
要
が
あ
る
。

実
施
が
不
十
分
な
訓
練
実
施
機
関
に
対
し
て
は
、
職
場
見
学
等
促
進
奨
励
金
（
令
和
９
年
３
月
3
1
日
ま
で
に
開
始

し
た
訓
練
コ
ー
ス
へ
の
特
例
措
置
）
も
活
用
し
て
促
進
を
図
る
。

20

◇
企
業
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
訓
練
科
目
の
設
定

外
国
人
労
働
者
と
の
協
働
を
前
提
と
し
た
多
様
性
の
理
解
や
デ
ジ
タ
ル
リ
テ
ラ
シ
ー
等
の
知
識
・
ス
キ
ル
は
従
来

に
比
べ
て
重
要
性
が
上
が
っ
て
い
る
。
企
業
説
明
会
等
の
機
会
を
通
じ
て
企
業
ニ
ー
ズ
の
正
確
な
把
握
に
努
め
、

当
該
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
訓
練
科
目
を
設
定
す
る
必
要
が
あ
る
。

◇
訓
練
受
講
希
望
者
を
増
や
す
た
め
の
取
組

介
護
分
野
に
つ
い
て
は
応
募
倍
率
、
定
員
充
足
率
が
低
調
で
あ
る
た
め
、
積
極
的
な
広
報
活
動
が
必
要
。

In
st
a
g
ra
m
等
の
S
N
S
や
地
域
媒
体
を
活
用
し
た
広
報
活
動
等
積
極
的
な
取
組
を
行
っ
て
い
る
訓
練
実
施
機
関
も

あ
る
が
、
広
報
が
不
十
分
な
訓
練
実
施
機
関
に
お
い
て
は
一
層
の
取
組
を
求
め
る
必
要
が
あ
る
。

ま
た
、
介
護
分
野
に
つ
い
て
は
マ
イ
ナ
ス
イ
メ
ー
ジ
が
先
行
し
が
ち
で
あ
る
た
め
、
介
護
初
任
者
＋
看
護
助
手
、

介
護
初
任
者
＋
介
護
事
務
、
等
の
職
務
内
容
を
イ
メ
ー
ジ
し
や
す
く
現
場
で
使
え
る
内
容
の
訓
練
を
適
宜
設
定
す

る
。

検
証
結
果
を
踏
ま
え
た
改
善
促
進
策
（
案
）
に
つ
い
て
は
以
下
の
と
お
り
。
訓
練
実
施
機
関
に
対
し
て
、
認
定
申
請

や
訓
練
の
実
施
状
況
確
認
時
等
あ
ら
ゆ
る
機
会
を
捉
え
て
検
証
結
果
の
周
知
及
び
対
応
の
依
頼
を
行
う
。
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【協議会資料４－（１）】 
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No. 訓練区分 開講月
対象障がい
訓練科名

定員
(人)

機関(法人)名

1 随時
【 身体（視覚のみ）】
視覚障がい者向けＰＣ活用科（３か月）

3
社会福祉法人日本ライトハウス
視覚障害リハビリテーションセンター職業訓練部

2 ９月
【知的】
介護職員初任者養成研修科
（知的障がい者対象）（３か月）

10 株式会社 スプリングス

3 随時
【知的】【発達】
総合実技科（３か月）

3 大阪市職業リハビリテーションセンター

4 随時
【知的】【発達】
作業習得科（３か月）

3 摂津市障害者職業能力開発センター

5 ７月
【知的】
介護職員初任者研修科
（知的障がい者対象）（６か月）

10
社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会
大阪市職業指導センター

6 随時
【知的】【精神】【発達】
デジタルクリエイティブ・オフィス科
（４か月）

4
社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会
サテライト・オフィス平野

7 ８月
【身体】【精神】【発達】
パソコン＋Ｗｅｂデザインスキル養成科
（４か月）

10
株式会社Social Bridge
ＳＢキャリアカレッジ梅田校

8
実践能力
習得訓練

随時
【身体】【知的】【精神】【発達】
就職のための即戦力人材養成科（１か月）

55 各事業所

9
６月
９月
12月

【身体】【精神】【発達】
経理・パソコン実践科（３か月）

各3 株式会社KEGキャリア・アカデミー

10
５月
１月

【身体】【精神】【発達】
基礎から学ぶオフィスソフト＋Ｗｅｂ
スキル習得科（３か月）

各3 株式会社KEGキャリア・アカデミー

11
特別支援学校

早期訓練
10月
以降

【身体】【知的】【精神】【発達】
支援学校等早期委託訓練科（１か月）

25 各事業所

12 随時
【身体】【知的】【精神】【発達】
通所型コース（全種別型）

7
社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会
大阪市職業リバビリテーションセンター

13 随時
【身体】【精神】【発達】
指導員派遣型コース（種別選択型）

8 株式会社Social Bridge

14 随時
【身体】【知的】【精神】【発達】
通所型・指導員派遣型コース（全種別型）

5
社会福祉法人大阪市障害者福祉・スポーツ協会
大阪市職業リバビリテーションセンター

15 随時
【身体（聴覚のみ）】
通所型・指導員派遣型コース（種別選択型）

25 大阪ろう就労支援センター

16 随時
【身体（視覚のみ）】
通所型・指導員派遣型コース（種別選択型）

5
社会福祉法人日本ライトハウス
視覚障害リハビリテーションセンター職業訓練部

知識・技能
習得訓練

（集合訓練）

知識・技能
習得訓練

（職場実習
付き訓練）

ｅ-ラーニング

在職者訓練

〇令和7年度訓練コース

・国からの受託事業（国庫10／10）
・委託先：社会福祉法人、特定非営利活動法人、各種専修学校、株式会社などの民間教育訓練機関等
・訓練の種別は、障がいのある方の就職を支援するための求職者訓練、障がいがある方の職場定着のための在職者訓練

の2種類

〇障がい者短期委託訓練事業概要

〇訓練実施状況（求職者訓練、在職者訓練）
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【
報

告
事

項
】

大
阪

府
障

が
い

者
短

期
委

託
訓

練
事

業
P

D
C

A
評

価
に

つ
い

て

令
和

６
年

度
障

が
い

者
短

期
委

託
訓

練
に

つ
い

て
、

訓
練

実
施

計
画

数
の

適
正

化
等

を
目

的
と

し
た

P
D

C
A

評
価

を
全

都
道

府
県

に
お

い
て

実
施

。
実

施
結

果
に

つ
い

て
は

、
各

都
道

府
県

の
地

域
職

業
能

力
開

発
促

進
協

議
会

で
報

告
報

告
概

要

P
D

C
A

評
価

に
つ

い
て

〇
経

過
・

多
く

の
都

道
府

県
に

お
い

て
訓

練
実

施
計

画
数

（
訓

練
の

計
画

定
員

）
と

訓
練

実
績

数
（

訓
練

の
受

講
者

数
）

の
間

に
乖

離
が

見
ら

れ
、

ま
た

、
就

職
率

の
目

標
未

達
成

の
状

況
が

続
い

て
い

る
こ

と
か

ら
、

令
和

６
年

度
に

お
い

て
訓

練
実

施
計

画
数

の
適

正
化

等
を

目
的

と
し

た
P

D
C

A
評

価
を

求
職

者
訓

練
に

お
い

て
試

行
的

に
実

施
し

た
。

→
各

都
道

府
県

の
訓

練
の

計
画

定
員

に
対

し
て

の
充

足
率

が
低

く
、

国
の

就
職

率
目

標
の

５
５

％
を

下
回

る
状

況
が

続
い

て
お

り
、

訓
練

定
員

の
見

直
し

等
を

目
的

と
し

て
P

D
C

A
評

価
を

行
う

。
・

ま
た

国
の

通
知

に
よ

り
各

都
道

府
県

の
地

域
職

業
能

力
開

発
促

進
協

議
会

で
の

報
告

の
指

示
が

あ
っ

た
た

め
、

令
和

６
年

度
試

行
実

施
分

P
D

C
A

評
価

に
つ

い
て

報
告

す
る

。

〇
P

D
C

A
評

価
対

象
年

度
・

評
価

対
象

年
度

は
正

確
な

実
績

が
把

握
可

能
な

前
年

度
実

績
を

用
い

る
こ

と
と

し
、

評
価

に
基

づ
く

調
整

は
評

価
実

施
の

次
年

度
に

お
い

て
実

施
す

る
も

の
と

す
る

。
（

例
:令

和
７

年
度

の
P

D
C

A
評

価
で

は
令

和
６

年
度

実
績

を
評

価
対

象
と

し
て

実
施

）

〇
P

D
C

A
評

価
基

準
・

評
価

に
係

る
指

標
は

「
執

行
割

合
（

定
員

充
足

率
）

」
及

び
「

就
職

率
」

と
し

、
以

下
「

P
D

C
A

評
価

基
準

」
に

て
評

価
→

 執
行

割
合

（
定

員
充

足
率

）
と

就
職

率
の

２
つ

の
指

標
を

評
価

対
象

年
度

の
前

年
度

の
実

績
に

よ
っ

て
評

価
す

る
。

〇
P

D
C

A
評

価
予

算
額

等
調

整
に

つ
い

て
・

P
D

C
A

評
価

を
行

っ
た

次
年

度
の

計
画

訓
練

数
（

訓
練

定
員

）
及

び
国

か
ら

の
委

託
金

予
算

額
に

つ
い

て
は

、
評

価
に

応
じ

て
調

整
を

行
う

こ
と

と
し

、
就

職
率

が
低

調
な

場
合

に
は

改
善

事
項

を
策

定
す

る
こ

と
と

し
て

い
る

。
（

例
:令

和
７

年
度

の
P

D
C

A
評

価
で

は
令

和
６

年
度

実
績

を
評

価
対

象
と

し
、

令
和

８
年

度
の

予
算

等
に

反
映

す
る

）
・

今
回

報
告

の
令

和
６

年
度

P
D

C
A

評
価

に
つ

い
て

は
、

試
行

実
施

の
た

め
、

計
画

訓
練

数
（

訓
練

定
員

）
と

国
か

ら
の

委
託

金
予

算
の

調
整

は
な

い
。

→
国

の
通

知
で

は
、

令
和

７
年

度
か

ら
令

和
１

１
年

度
ま

で
時

限
的

に
本

格
実

施
を

行
う

予
定

。

P
D

C
A

評
価

基
準

P
D

C
A

評
価

予
算

額
等

調
整

評
価

執
行
割
合
(定
員
充
足
率
）

就
職
率

A+
60
%
以
上

A
55
%
以
上
∼
60
%
未
満

B+
60
%
以
上

B
55
%
以
上
∼
60
%
未
満

C
40
%
以
上
∼
55
%
未
満

C-
40
%
未
満

D
40
%
以
上
∼
55
%
未
満

D
-

40
%
未
満

80
%
以
上

80
%
未
満

80
%
以
上

80
%
未
満

PD
CA
評
価
基
準
に
応
じ
て

計
画
訓
練
数
（
訓
練
定
員
）

と
次
年
度
の
予
算
額
調
整
を

行
う

評
価

計
画
訓
練
数
（
訓
練
定
員
）

改
善
事
項

次
年
度
予
算
へ
の
反
映

A+
継
続

ー
対
前
年
度
よ
り
増
額
確
定

A
原
則
８
％
増

ー
対
前
年
度
よ
り
同
額
以
上
確
定

B+
原
則
３
％
減

ー
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
調
整

B
原
則
５
％
減

ー
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
調
整

C
原
則
４
％
減

就
職
率
向
上
の
改
善
策
を
策
定
Ｃ
Ｐ
に
よ
り
調
整

C-
原
則
10
％
減

就
職
率
向
上
の
改
善
策
を
策
定
対
前
年
度
よ
り
減
額
確
定

D
原
則
７
％
減

就
職
率
向
上
の
改
善
策
を
策
定
対
前
年
度
よ
り
減
額
確
定

D
-

原
則
10
％
減

就
職
率
向
上
の
改
善
策
を
策
定
対
前
年
度
よ
り
減
額
確
定

※
C
P：
就
職
者
1人
当
た
り
の
委
託
料
（
評
価
対
象
年
度
に
お
け
る
委
託
料
総
額
／
評
価
対
象
年
度
に
お
け
る
就
職
者
数
）
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27大阪

令和4年度

目標 実績

目標管理の指標 訓練実施計画数 訓練受講者数 就職者数 就職率 執行率

就職率55%以上
（訓練修了後
３ヶ月時点）

119  件 65 人 28 人 45.9% やや不十分 54.6% 低

評価 D
令和6年度訓練計

画数への反映 原則７％減
令和6年度委託費

への反映 対前年度より減額

令和4年度から
令和5年度の見

直し内容

就職率55%達成
のための改善
策(C評価・C-
評価・D評価・
D-評価のみ)

令和5年度

目標 実績

目標管理の指標 訓練実施計画数 訓練受講者数 就職者数 就職率 執行率

就職率55%以上
（訓練修了後
３ヶ月時点）

138  件 76 人 31 人 43.7% やや不十分 55.1% 低

評価 D
令和7年度訓練計

画数への反映 原則７％減
令和7年度委託費

への反映 対前年度より減額

令和5年度から
令和6年度の見

直し内容

就職率55%達成
のための改善
策(C評価・C-
評価・D評価・
D-評価のみ)

１　受講者ニーズに対応した定員設定
　・　パソコンスキルとＷｅｂデザインスキルを習得できる訓練科目の設定
　・　受講者ニーズが高い事務系スキルを習得できる科目に振替え
　・　在宅勤務など、コロナ禍に対応したe-ラーニング訓練
２　就職力が身につく訓練の実施
　・　事業所現場を活用し、実践的な訓練を実施する実践能力習得訓練コースの「就職のための即戦力人材養成
科」、特別支援学校等早期訓練コースの「支援学校等早期訓練科」の定員増
　・　関係機関へのヒアリングを踏まえ、コミュニケーション能力の向上に寄与する訓練の実施

　事業所現場を活用し、実践的な訓練を実施する実践能力習得訓練コースの「就職のための即戦力人材養成科」
と特別支援学校早期訓練コースの「支援学校等早期訓練科」を実施し、就職率の向上を図る。
　一方、集合訓練において、受講者が少なく就職率も伸びなかったことが要因と考えられる。
　このため、就職率が高いコースの定員増や障がい者ニーズが高い訓練科目の設定、受講機会の拡大などを行っ
ていく。

１　受講者ニーズに対応した科目設定
　・パソコン・Ｗｅｂデザインスキルを習得できる訓練科目の設定
　・定期開講コースの一部を随時開講コースに変更
２　就職力が身につく訓練の実施
　・就職準備性が整っている方を対象として、事業所現場を活用し、実践的な訓練を実施する実践能力習得訓練
コースの「就職のための即戦力人材養成科（令和４年度：就職率５５．６％）」、特別支援学校等早期訓練コー
スの「支援学校等早期訓練科（令和４年度：就職率１００％）」を定員増で実施

　事業所現場を活用し、実践的な訓練を実施する実践能力習得訓練コースの「就職のための即戦力人材養成科」
は受講者が３２人（定員：３５人）と受講者数が他の訓練より多く、特別支援学校早期訓練コースの「支援学校
等早期訓練科」は就職率９０％（令和５年度）と高水準の就職率になった。
　一方、集合訓練において、受講者が少なく併せて就職率も伸びなかったことが要因と考えられる。また受講者
数が多い実践能力習得訓練コースの「就職のための即戦力人材養成科」が訓練終了後３か月以内の就職率２０.
７％（令和５年度）の低水準であったことも要因である。
　しかし、令和６年４月から法定雇用率が２.５％への引き上げに伴い、実習を行う企業も採用に向けた人材の確
保がより求められると推測される。
　このため、実践的な訓練を実施する実践能力習得訓練コースの「就職のための即戦力人材養成科」と特別支援
学校早期訓練コースの「支援学校等早期訓練科」の定員増加、障がい者ニーズが高い訓練科目の設定、受講機会
の拡大などを行っていく。
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ャ
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タ
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新
卒
採
用
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仕
事
へ
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向
き
合
い
方

取
り
組
む
意
欲
の
向
上

職
場
定
着

育
児
·介

護
の
不
安
を

取
り
除
き
仕
事
と
家
庭
の

両
立
課
題
の
解
決
を
支
援

育
児
·介
護
·休
業
者

職
場
復
帰
率
の

向
上

中
堅
社
員

職
業
人
生
の

後
半
戦
に
向
か
っ
て

キ
ャ
リ
ア
の
再
構
成

職
業
開
発
の

方
向
付
け

シ
ニ
ア
社
員

こ
れ
ま
で
の

キ
ャ
リ
ア
の

棚
卸
と
目
標
の
再
設
定

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア

を
見
据
え
る

労
働
者
が
自
律
的
・
主
体
的
か
つ
継
続
的
に
キ
ャ
リ
ア
形
成
及
び
職
業
に
関
す
る

リ
ス
キ
リ
ン
グ
を
行
う
こ
と
を
、
組
織
も
支
援
す
る
こ
と
で
W
in
-W
in
な
関
係
に

従
業

員
の

た
め

の
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
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支
援
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キ
ャ
リ
ア

形
成

・
リ
ス

キ
リ
ン

グ
相

談
コ

ー
ナ

ー
に

つ
い

て

1
0

１
）
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
設
置

①
4
7
都

道
府

県
の

キ
ャ
リ
ア

形
成

・リ
ス

キ
リ
ン

グ
支

援
セ

ン
タ

ー
に

併
設

②
全

て
の

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

（
出

張
所

、
分

室
を

含
む

）
に

設
置

※
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
が

開
庁

し
て

い
る

間
、
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
を

常
時

配
置

す
る
常
駐
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

と
、

申
し

込
み

が
入

っ
た

場
合

や
指

定
さ

れ
た

日
・曜

日
に

配
置

す
る
巡
回
先
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

が
あ

り
、
各

都
道

府
県

の
労

働
局

か
ら

の
要

望
に

基
づ

き
実

施
す

る
。

 
※

相
談

コ
ー

ナ
ー

に
配

置
す

る
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
は

全
て

訓
練

対
応

キ
ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
。

２
）
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
相
談
コ
ー
ナ
ー
で
行
う
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
内
容

①
訓
練
受
講
希
望
者
に
対
す
る
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

②
労
働
者
向
け
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ

職
場

定
着

や
キ

ャ
リ
ア

ア
ッ
プ

に
向

け
た

専
門

的
な

キ
ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
を

実
施

す
る
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具

体
的

に
は

、
ジ

ョ
ブ

・
カ

ー
ド

を
活

用
  
  
し

て
、
自

己
理

解
や

仕
事

理
解

を
深

め
、
キ

ャ
リ
ア

プ
ラ

ン
の

作
成

支
援

や
、
リ
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キ
リ
ン

グ
の

支
援

を
行

う
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な

お
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職

業
紹

介
は

行
わ

な
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示

す
る

こ
と
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＜
②

の
対

象
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 勤

務
先

に
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い
て

キ
ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
を

受
け

る
環

境
が

な
い

者
b
 安

易
な

早
期

離
職

を
志

向
す

る
な

ど
企

業
内

に
お

け
る

対
応

が
難

し
い
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c
 高

齢
期

を
見

据
え

て
高

齢
期

前
か

ら
の

キ
ャ
リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

が
必

要
な

中
高

年
齢

層
d
 学

び
直

し
の

必
要

性
を

感
じ

て
い

る
が

、
ど
う
い

っ
た

学
び

（
目

的
・方

法
・内

容
）

等
を

し
て

よ
い

か
分

か
ら

な
い

者
e
 受

講
す

べ
き

具
体

的
な

職
業

・教
育

訓
練

が
明

確
で

な
い

者
f 
訓

練
受

講
希

望
者

等
g
 知

識
・ス

キ
ル

の
取

得
に

先
立

っ
て

、
職

業
経

験
の

棚
卸

し
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キ

ャ
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ア

プ
ラ

ン
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成
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援
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あ
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②
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リ
ス
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グ
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込
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方
法
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「
対
面
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「オ
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ラ
イ
ン
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施
場

所
は

、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
ま
た
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ン
タ
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コ
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ー

。
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ャ
リ
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テ
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テ
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講
希

望
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リ
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グ
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し
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に
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H

P
か

ら
訓

練
前

キ
ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
の

予
約

を
す

る
際

は
、
「
希

望
す

る
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
」と

「
希

望
日

時
」
を

選
択

し
、
予

約
を

と
る

こ
と
が

可
能

。
・
巡

回
先

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

等
、
実

施
日

時
が

固
定

で
決

ま
っ
て

い
な

い
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
は

、
支

援
セ

ン
タ

ー
に

電
話

で
予

約
を

し
て

頂
く
よ

う
に

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

に
記

載
し

て
い

る
。
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成
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ス
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リ
ン

グ
相

談
コ

ー
ナ

ー
に

つ
い

て

1
3

＜
キ
ャ
リ
ア
形
成
・
リ
ス
キ
リ
ン
グ
相
談
コ
ー
ナ
ー
の
対
応
時
間
＞

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

開
庁

時
間

中
の

来
所

が
難

し
い

在
職

者
の

利
用

が
見

込
ま

れ
る

こ
と
を

踏
ま

え
、
平

日
日

中
（

８
時

3
0
分

か
ら

1
7
時

1
5
分

）
の

他
に

以
下

の
時

間
に

対
応

し
ま

す
。
支

援
セ

ン
タ

ー
併

設
の

相
談

コ
ー

ナ
ー

に
て

実
施

。

（
１
）
平
日
夜
間
の
対
応
（
対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
）

受
付

日
：

毎
週

火
曜

日
、
水

曜
日

、
木

曜
日

の
2
0
時

ま
で

。
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
の

所
要

時
間

を
踏

ま
え

、
1
9
時

ま
で

に
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
を

開
始

す
る

も
の

と
す

る
。

（
２
）
土
曜
日
、
日
曜
日
の
対
応
（
対
面
及
び
オ
ン
ラ
イ
ン
）

受
付

日
：

①
第

１
、
第

３
、
第

４
土

曜
日

の
８

時
3
0
分

か
ら

1
7
時

ま
で

②
第

２
日

曜
日

の
８

時
3
0
分

か
ら

1
7
時

ま
で

（
３
）
留
意
事
項

平
日

夜
間

及
び

土
曜

・日
曜

の
対

応
に

つ
い

て
は

、
い

ず
れ

も
事

前
予

約
が

必
要

。
予

約
な

し
に

当
日

キ
ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
を

依
頼

し
て

も
対

応
で

き
な

い
こ

と
。

＜
窓
口
に
来
所
さ
れ
た
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
申
し
込
み
希
望
者
へ
の
ご
案
内
依
頼
＞

下
記

、
相

談
コ

ー
ナ

ー
へ

の
誘

導
、
ま

た
は

、
下

記
３

点
を

お
渡

し
頂

け
ま

し
た

ら
幸

い
で

す
。

・
ジ

ョ
ブ

・
カ

ー
ド

作
成

支
援

キ
ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
・
ジ

ョ
ブ

・
カ

ー
ド

活
用

ガ
イ

ド
・
【
訓

練
受

講
前

キ
ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
】ジ

ョブ
・カ

ー
ド

記
入

例
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７
年

度
キ

ャ
リ
ア

形
成

・リ
ス

キ
リ
ン

グ
推

進
事

業

キ
ャ
リ
ア

形
成

・
リ
ス

キ
リ
ン

グ
相

談
コ

ー
ナ

ー
に

つ
い

て

1
4

３
）
特
定
支
出
控
除
制
度
の
証
明
書
発
行

令
和

５
年

度
税

制
改

正
に

お
い

て
、
給

与
所

得
者

の
特

定
支

出
が

、
研

修
費

又
は

資
格

取
得

費
に

該
当

す
る

場
合

に
お

い
て

、
教

育
訓

練
給

付
金

の
支

給
対

象
と
な

る
教

育
訓

練
に

係
る

も
の

で
あ

る
と
き

は
、
改

正
前

の
手

続
に

お
い

て
必

要
と
さ

れ
る

給
与

等
の

支
払

者
に

よ
る

証
明

に
代

え
て

、
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
に

よ
る

証
明

が
で

き
る

こ
と
と
さ

れ
た

。
証

明
を

希
望

す
る

労
働

者
か

ら
相

談
が

あ
っ
た

場
合

に
は

、
当

該
労

働
者

が
受

講
し

た
教

育
訓

練
給

付
指

定
講

座
が

現
在

の
職

務
に

関
連

す
る

も
の

で
あ

る
こ

と
を

確
認

し
、
証

明
書

を
発

行
す

る
。

a
 リ

ス
キ

リ
ン

グ
の

方
向

性
・
目

標
の

設
定

b
 受

講
す

べ
き

具
体

的
な

職
業

・教
育

訓
練

の
情

報
提

供
、
情

報
の

検
索

方
法

の
助

言
c
 公

的
職

業
訓

練
、
教

育
訓

練
給

付
対

象
講

座
、
そ

の
他

の
教

育
訓

練
等

へ
の

誘
導

、
受

講
促

進
d
 リ

ス
キ

リ
ン

グ
を

継
続

す
る

た
め

の
支

援
（

学
び

の
進

捗
確

認
や

モ
チ

ベ
ー

シ
ョン

の
維

持
等

）
e
 リ

ス
キ

リ
ン

グ
で

身
に

付
け

た
能

力
・ス

キ
ル

を
活

か
し

た
キ

ャ
リ
ア

プ
ラ

ン
の

作
成

支
援

★
相
談
回
数
に
つ
い
て

相
談

者
一

人
当

た
り
の

相
談

回
数

に
つ

い
て

上
限

は
設

け
て

い
な

い
。
相

談
後

の
状

況
に

応
じ

、
よ

り
効

果
的

な
リ
ス

キ
リ
ン

グ
の

実
施

や
新

た
な

課
題

へ
の

対
応

な
ど
、
必

要
に

応
じ

再
度

の
相

談
に

応
じ

る
旨

を
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
よ

り
積

極
的

に
案

内
す

る
。

リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
支
援
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度
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ャ
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ア

形
成
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ス

キ
リ
ン

グ
推

進
事

業

✓
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
に

設
置

し
て

い
る

「相
談

コ
ー

ナ
ー

」に
お

い
て

は
、

右
記

の
よ

う
な

ロ
ゴ

マ
ー

ク
が

入
っ
た

看
板

を
設

置
し

て
、
お

申
し

込
み

者
の

方
に

安
心

し
て

利
用

い
た

だ
け

る
よ

う
に

し
て

お
り
ま

す
。

キ
ャ
リ
ア

形
成

・
リ
ス

キ
リ
ン

グ
推

進
事

業
の

ロ
ゴ

マ
ー

ク

✓
キ

ャ
リ
ア

形
成

・リ
ス

キ
リ
ン

グ
推

進
事

業
で

は
、
３

種
類

の
ロ

ゴ
マ

ー
ク

が
あ

り
ま

す
。

1
5
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度
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成

・リ
ス

キ
リ
ン

グ
推

進
事

業
1
6

キ
ャ
リ
ア

プ
ラ

ン
塾

に
つ

い
て

4
0
代
後
半
以
降
の
中
高
年
齢
層
を
対
象
に
、
同
世
代
の
抱
え
る
課
題
等
に
関
す
る
経
験
交
流
を
図
り
つ
つ
、

セ
カ
ン
ド
キ
ャ
リ
ア
に
向
け
た
キ
ャ
リ
ア
プ
ラ
ン
を
描
け
る
よ
う
に
支
援
す
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
。

全
国
4
7
支
援
セ
ン
タ
ー
で
四
半
期
に
一
度
、
4
回
連
続
の
セ
ミ
ナ
ー
を
開
催
。

セ
ミ
ナ
ー
受
講
者
に
は
、
キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
面
談
も
併
せ
て
行
い
、
継
続
的
な
支
援
を
行
う
。

事
業
の
概
要
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キ
ャ
リ
ア

形
成

・
リ
ス
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グ
支
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Iに

つ
い

て

✓
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ャ
リ
ア

形
成

・リ
ス

キ
リ
ン

グ
推

進
事

業
に

求
め

ら
れ

る
K
P
Iは

下
記

の
通

り
で

す
。

・
ジ

ョ
ブ

・
カ

ー
ド

制
度

に
関

す
る

も
の

5
,1

0
0
 社

・
セ

ル
フ

・
キ

ャ
リ
ア

ド
ッ
ク

に
関

す
る

も
の

2
,2

0
0
 社

・
う
ち

、
従

業
員

の
リ
・
ス

キ
リ
ン

グ
を

行
う
企

業
等

へ
の

相
談

支
援

3
,6

5
0
 社

・
応

募
書

類
、

在
職

労
働

者
の

実
務

経
験

の
評

価
、

在
職

労
働

者
へ

の

　
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
に

ジ
ョ
ブ

・
カ

ー
ド

を
活

用
す

る
企

業

・
セ

ル
フ

・
キ

ャ
リ
ア

ド
ッ
ク

導
入

企
業

1
5
0
 社

・
う
ち

、
従

業
員

の
リ
・
ス

キ
リ
ン

グ
に

制
度

を
活

用
す

る
企

業
5
0
0
 社

・
う
ち

雇
用

型
訓

練
に

関
す

る
も

の
3
,4

0
0
 人

・
う
ち

、
リ
・
ス

キ
リ
ン

グ
に

関
す

る
支

援
1
2
3
,5

0
0
人

・
内

訳
（

７
(1

)オ
の

う
ち

体
験

型
の

キ
ャ

リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
、

　
同

(2
)ウ

、
エ

、
カ

、
キ

）
が

と
れ

る
よ

う
集

計
す

る
こ

と
。

・
内

訳
と
し

て
相

談
コ

ー
ナ

ー
に

お
け

る
支

援
実

績
に

つ
い

て
も

集
計

す
る

こ
と
。

・
う
ち

、
リ
・
ス

キ
リ
ン

グ
に

関
す

る
相

談

・
の

べ
件

数
、

実
人

数
い

ず
れ

も
集

計
す

る
こ

と
。

教
育

訓
練

給
付

指
定

講
座

の
受

講
が

現
在

の
職

務
・
受

動
的

業
務

の
た

め
目

標
値

は
定

め
な

い
が

、
証

明
書

を
発

行
し

た
件

数

に
関

連
す

る
も

の
で

あ
る

こ
と
の

証
明

　
を

集
計

す
る

こ
と
。

企
業

内
の

人
事

部
門

、
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

タ
ン

ト
・
ジ

ョ
ブ

・
カ

ー
ド

制
度

に
関

す
る

も
の

7
0
0
回

等
を

対
象

と
し

た
セ

ミ
ナ

ー
の

実
施

・
セ

ル
フ

・
キ

ャ
リ
ア

ド
ッ
ク

に
関

す
る

も
の

1
5
0
回

ジ
ョ
ブ

・
カ

ー
ド

普
及

サ
ポ

ー
タ

ー
企

業
の

登
録

2
,1

0
0
 社

－
－

ジ
ョ
ブ

・
カ

ー
ド

制
度

活
用

好
事

例
及

び
セ

ル
フ

・

キ
ャ

リ
ア

ド
ッ
ク

活
用

好
事

例
の

ホ
ー

ム
ペ

ー
ジ

へ

の
掲

載

8
5
0
 社

1
1
2
,5

0
0
 人 －

8
5
0
 回

2
5
 件

－

9
8
,2

5
0
人 － －

－

そ の 他

制
度

の
活

用
を

希
望

す
る

企
業

等
へ

の
相

談
支

援
7
,3

0
0
 社

制
度

活
用

企
業

数

ジ
ョ
ブ

・
カ

ー
ド

作
成

支
援

者
数

労
働

者
に

対
す

る
キ

ャ
リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ
ン

グ
機

会
の

提

供
（

相
談

人
数

）

1
,0

0
0
 社

1
6
6
,0

0
0
 人

導 入 支 援 活 用 成 果
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６
６
７
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都
支
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区
烏
丸
通
四
条
上
ル
笋
町

6
9

1
り
そ
な
京
都
ビ
ル

T
E

L
:

0
7

5
-6

0
6

-5
6

9
9

兵
庫
支
援
セ
ン
タ
ー

神
戸
市
中
央
区
磯
上
通

7
-1

-5
三
宮
プ
ラ
ザ

E
A

S
T
９

F
T

E
L
：
０
７
８
－
２
５
１
－
３
６
１
１

滋
賀
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援
セ
ン
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津
市
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大
路
町

1
-2

8
K
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N

T
 P

L
A
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A
４
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T

E
L
:

0
7

7
-5

6
1
-4

0
5

0

奈
良
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援
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ー
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市
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4
8
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A

L
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A
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E
４
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L
：

0
7

4
2
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3
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9
6
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歌
山
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援
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ン
タ
ー
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山
市
八
番
丁

9
 パ
ー
ク
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2
1
1

T
E

L
:

0
7

3
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9
9

-1
0

5
0
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- 103 -



- 104 -



再就職、転職、スキルアップを目指す皆さまへ  

都道府県労働局・ハローワーク

「 リ ・スキリング等教育訓練支援融資」

のご案内

LL070919訓01

「リ・スキリング等教育訓練支援融資」は、スキルアップ等を目指す方々を支援する

ため、「教育訓練費用」と「教育訓練期間中の生活費」を融資する制度です！

一定の要件を満たした場合、融資額の返済が一部免除されます。

具体的な手続きは、お近くのハローワークにご相談ください！
（全国のハローワーク）

制度を活用し、生活面の不安なく教育訓練を受けませんか？

利用条件及び一部返済免除の概要などは

裏面をご覧ください。

さらに！

ハローワークで貸し付け要件の確認などの手続き後、別途、ハローワークが指定する金融機関（労働金庫）で
貸し付けの手続きが必要です。その結果、融資を受けられないもしくは融資額が減額となる場合があります。

※収入証明がない方も含みます。

• 融資利率は年2.0％の固定金利（信用保証料0.5%を含む）。 元金と利息の返済が遅れたら、

遅延している元金に対し年14.5%の損害金（遅延利息）の支払い義務が発生します。

• 担保および保証人は不要（ただし、労働金庫が指定する信用保証機関の利用が必要）です。

• ３か月毎にハローワークで職業相談を受ける必要があります。

• 教育訓練費用：入学金、授業料等の教育訓練機関に支払いが必要な費用は、労働金庫より教育訓練
機関に直接振り込みます。その他は本人の口座（労働金庫の口座に限ります。労働金庫に口座がな
い場合は、手続きの際に口座を開設する必要があります。生活費においても同じ。）へ振り込みます。

• 生活費：3か月毎に、3か月分を上限に本人の口座に振り込みます。

• 貸付日の属する月の翌月末以降、毎月末日を約定返済日とします。

• 訓練終了月の１年後の末日までは元金据置期間として、利息のみの返済となります。

• 基本的に、利息の支払いは訓練期間中に始まります。

• 元金据置期間終了後から10年以内に元利均等払いにより返済します（最終弁済時の年齢は76歳未満）。

• 貸付金の返済は、本人の労働金庫の口座から自動引き落としとなります。

融資内容

融資額

教
育
訓
練
費
用

年収200万円以上の方 年額最大120万円×最長２年間

年収200万円未満の方※または離職者 年額最大120万円×最長１年間

融資対象費用：入学金、授業料の他、実習費、受験費用、学用品（パソコン、タブレット等）代 等
（融資申込時点で支払済の費用は、領収書等で支払いが確認できる受験費用のみが融資対象）

生
活
費

年収200万円以上の方 月額最大10万円×受講予定訓練月数（最長24か月）

年収200万円未満の方※または離職者 月額最大10万円×受講予定訓練月数（最長12か月）

貸付
方法

返済
方法

（制度ホームページ）

- 105 -



以下の事項にご注意ください

◆ この制度は利息を含めて返済が必要になります。融資を受ける額は、将来返済が可能であり、真に必要な額としてください。

利息の返済は教育訓練受講中に必要になる場合があります。

◆ 労働金庫で行う金融機関としての審査の結果、貸し付けを受けられない場合があります。

◆ 訓練を途中で辞めた場合、速やかにハローワークに届け出て、労働金庫で契約変更の手続きを行ってください。

◆ 申請書類の虚偽記載による貸し付けの不正利用が発覚等した場合、直ちに債務残高の全額を一括返済しなければなりません。

また、詐欺罪などで処罰されることもありますのでご注意ください。

◆ 約定どおりに返済がなされない場合には、個人信用情報機関に遅滞状態にある旨が登録され、他の金融機関を利用する際に不

利益を受ける可能性がありますので、ご注意ください。

◆ 返済免除額のうち、生活費にかかる額は一時所得として所得税の課税対象となるため、一定金額以上の生活費用の返済の免除

を受けた場合、確定申告の手続きが必要となります。

以下の要件を満たしたことをハローワークが確認した場合、当該日の債務残高の一部を

「免除割合」のとおり免除します。

賃金が５％以上上昇した時 残債務の30％（上限額は100万円）

賃金が10％以上上昇した時 残債務の50％（上限額は150万円）

• 融資申込時点での融資対象者本人の年収が500万円未満であること

• 求職者支援訓練、公共職業訓練または教育訓練給付金の指定講座を修了すること

• 訓練終了日の翌日から１年以内に雇用保険被保険者として就職し、1年以上継続的に雇用されること

• 訓練修了後の賃金が訓練開始前の賃金と比較して５％以上上昇していること

免除
割合

等

融資を利用できる方の主な条件

◼ ハローワークに求職の申し込みをしていること

◼ 雇用保険被保険者や雇用保険受給資格者でないこと

◼ 労働の意思と能力があること

◼ 職業訓練などの支援を行う必要があるとハローワークが認めたこと

◼ 過去に３年以上の就業経験があること

◼ キャリアコンサルティングを受けて、ジョブ・カードを作成していること

◼ 融資申込時に18歳以上、融資開始時に66歳未満であること

融資の対象となる教育訓練

◼ 訓練期間が１か月以上４年以内のもの（融資期間は、訓練期間のうち訓練開始から最大２年間）

◼ 以下のいずれかに該当するもの

• 学校教育法に基づく大学、大学院、短期大学、高等専門学校、専門学校または

各種学校が提供する教育訓練

• 厚生労働大臣の指定を受けた教育訓練を実施している法人等が提供する教育訓練

• 求職者支援訓練または公共職業訓練等

融資を受けるには、

条件を満たす方が対象の教育訓練を受講することが必要です。

返済の一部免除
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都道府県労働局・ハローワーク LL070707保02

教育訓練休暇給付金のご案内（簡略版）

20年以上10年以上20年未満５年以上10年未満加入期間

150日120日90日所定給付日数

主な支給要件

支給までの流れ

教育訓練休暇の取得に当たっては、事業主の承認・手続が必要になりますので、教育訓練休暇の取

得にあたっては、事業主の方とよくご相談ください。また、教育訓練休暇給付金の支給に関しては、

別途詳細な要件がありますので、「教育訓練休暇給付金のご案内」（パンフレット）及びホームページ

をご確認いただき、ご不明な点は、住居所を管轄するハローワークまでお問い合わせください。

給付日数・給付日額等

教育訓練休暇給付金を受給した場合、原則として、一定期間は失業給付等の雇用保険制度に基づく

給付金を受給できません（ただし、教育訓練給付金の支給要件期間には影響しません）。

注意事項

• 休暇開始前２年間に12か月以上の被保険者期間があること
(原則、11日以上の勤務実態がある月が被保険者期間として算定の対象になります)

• 休暇開始前に５年以上、雇用保険に加入していた期間があること
（離職期間等がある場合であっても、一定の要件に合致すれば加入期間を通算できます)

• 業務命令によらず、就業規則等に基づき教育訓練を受けるための無給の休暇を取得していること

雇用保険の加入期間に応じて給付日数が異なります。

給付日額は、原則休暇開始前６か月の賃金日額に応じて算定されます（失業給付の算定方法と同じです）。

教育訓練休暇の

取得について合意

教育訓練

休暇開始

ハローワーク労働者 事業主

休暇開始日から起算して30日を

経過するごとに認定申告書を提出

教
育
訓
練
休
暇
に
関
す
る
就
業
規
則
等
の

整
備

左
記
の
書
類
を
労
働
者
本
人
に
対
し
て
交
付

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
賃
金
月
額
証
明
書
等
を

提
出

事
業
主
に
教
育
訓
練
休
暇
取
得
確
認
票
を

提
出

事
業
主
か
ら
交
付
さ
れ
た
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
全
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
認
定
申
告
書
を
提
出
（
初

回
）

審
査
・
支
給
決
定

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
認
定
申
告
書
を
提
出

審
査
・
支
給
決
定

受
給
資
格
決
定
通
知
の
交
付
、
初
回
認
定

の
日
程
等
を
案
内

休暇開始日の
翌日から
起算して

10日以内

休暇開始日から起算して30日以内

事
業
主
に
賃
金
月
額
証
明
票
・
教
育
訓
練
休

暇
給
付
金
支
給
申
請
書
等
を
交
付

労働者

向 け

雇用保険の一般被保険者が、在職中に職業に関する教育訓練を受けるための休暇を取得した場合、

休暇期間中、失業給付に相当する給付を受けることができます。

スキルアップやリ・スキリングに取り組もうとする皆さまへ

給付月額額面月収

約195,000円350,000円

＜支給額のイメージ＞＜給付日数＞
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従業員の教育訓練や資格取得を応援する事業主の皆さまへ

都道府県労働局・ハローワーク LL070707保01

教育訓練休暇給付金のご案内（簡略版）

事業主の皆さまへのお願い

事業主

向 け

支給までの流れ ハローワーク労働者事業主

雇用保険の一般被保険者が、在職中に職業に関する教育訓練を受けるための休暇を取得した場合、

休暇期間中、失業給付に相当する給付を受けることができます。

教育訓練休暇給付金は、一般被保険者である労働者本人の意思で、業務命令によらず、就業規則等に基づき、

教育訓練を受けるための無給の休暇を取得することが支給要件になっています。

給付金を受けるのは労働者本人ですが、手続に関して事業主の皆さまのご対応が必要です。

下記の支給までの流れをご確認ください。

解雇等を予定している労働者は、教育訓練休暇給付金の支給対象にはなりません。

なお、解雇等を予定している労働者について、虚偽の届出を行った場合は、罰則の対象になります。

詳しくは「教育訓練休暇給付金のご案内」（パンフレット）及び厚生労働省ホームページを御確認いただき、

ご不明な点はお近くのハローワークまでお問い合わせください。

教育訓練休暇制度を就業規則または労働協約等に規定します。（規程例はパンフレットをご参照ください）

教育訓練休暇の

取得について合意

教育訓練

休暇開始

休暇開始日から起算して30日を

経過するごとに認定申告書を提出

教
育
訓
練
休
暇
に
関
す
る
就
業
規
則
等
の

整
備

左
記
の
書
類
を
労
働
者
本
人
に
対
し
て
交
付

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
賃
金
月
額
証
明
書
等
を

提
出

事
業
主
に
教
育
訓
練
休
暇
取
得
確
認
票
を

提
出

事
業
主
か
ら
交
付
さ
れ
た
書
類
に
必
要
事

項
を
記
入
し
、
全
て
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
提
出

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
認
定
申
告
書
を
提
出
（
初

回
）

審
査
・
支
給
決
定

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
認
定
申
告
書
を
提
出

審
査
・
支
給
決
定

受
給
資
格
決
定
通
知
の
交
付
、
初
回
認
定

の
日
程
等
を
案
内

休暇開始日の
翌日から
起算して

10日以内

休暇開始日から起算して30日以内

事
業
主
に
賃
金
月
額
証
明
票
・
教
育
訓
練
休

暇
給
付
金
支
給
申
請
書
等
を
交
付

一般被保険者である労働者本人と事業主とで教育訓練休暇の取得について合意の上、労働者本人から教育

訓練休暇取得確認票が提出されます。内容を確認して、必要事項を記入します。

その上で、労働者の休暇開始日の翌日から起算して10日以内に休暇開始日の前日までの賃金支払い状況

等を記載した賃金月額証明書をハローワークに提出してください。（その際、就業規則等の写し、賃金台帳、

出勤簿等を添付してください）

賃金月額証明書をハローワークに提出した後、ハローワークから賃金月額証明票（事業主控え、本人手続用）

及び教育訓練休暇給付金支給申請書を交付します。賃金月額証明票（本人手続用）及び教育訓練休暇給付金

支給申請書は、一般被保険者である労働者が教育訓練休暇給付金の支給申請を行うために必要になります

ので、速やかに労働者本人に交付してください。

注意
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教育訓練給付制度の指定講座の 

状況等について 
  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【協議会資料４－（４）】 
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2
0
2
1
年

4
月

1
日

厚
生

労
働

省
大

阪
労

働
局

教
育
訓
練
給
付
制
度
の
指
定
講
座
の
状
況
等
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教
育
訓
練
給
付
金
の
概
要

一
般
教
育
訓
練
給
付
金

＜
左

記
以

外
の

雇
用

の
安

定
・

就
職

の
促

進
に

資
す

る
教

育
訓

練
を

対
象

＞

特
定
一
般
教
育
訓
練
給
付
金

＜
特

に
労

働
者

の
速

や
か

な
再

就
職

及
び

早
期

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

資
す

る
教

育
訓

練
を

対
象

＞

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金

＜
特

に
労

働
者

の
中

長
期

的
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

資
す

る
教

育
訓

練
を

対
象

＞

・
受

講
費

用
の
2
0
％

（
上

限
1
0
万
円

）
・

受
講

費
用

の
4
0
％

（
上

限
2
0
万
円

）

・
追

加
給

付
:１

年
以

内
に

資
格

取
得

・
就

職
等

(※
１

)

⇒
受

講
費

用
の
1
0
％

（
上

限
5
万
円

）

・
受

講
費

用
の
5
0
％

（
上

限
年
間
4
0
万
円

）
（

６
か

月
ご

と
に

支
給

）

・
追

加
給

付
①

:１
年

以
内

に
資

格
取

得
・

就
職

等
⇒

受
講

費
用

の
2
0
％

（
上

限
年
間
1
6
万
円

）

・
追

加
給

付
②

:訓
練

前
後

で
賃

金
が

５
％

以
上

上
昇

(※
１

)

⇒
受

講
費

用
の
1
0
％

（
上

限
年
間
8
万
円

）

給
付

内
容

○
在
職
者
又
は
離
職
後
１
年
以
内

（
妊

娠
、

出
産

、
育

児
、

疾
病

、
負

傷
等

で
教

育
訓

練
給

付
金

の
対

象
期

間
が

延
長

さ
れ

た
場

合
は

最
大

2
0
年

以
内

）
の

者

○
雇
用
保
険
の
被
保
険
者
期
間
３
年
以
上

（
初

回
の

場
合

、
専

門
実

践
教

育
訓

練
給

付
金

は
２
年
以
上

、
特

定
一

般
教

育
訓

練
給

付
金

・
一

般
教

育
訓

練
給

付
金

は
１
年
以
上

）

支
給

要
件

1
2
,3

5
2

講
座

1
,1

8
8

講
座

3
,3

0
0

講
座

講
座

数

7
3
,7

6
6
人

4
,9

4
7
人

3
7
,1

6
5
人

（
初

回
受

給
者

数
）

受
給

者
数

次
の
い
ず
れ
か
の
類
型
に
該
当
す
る
教
育
訓
練

①
公
的
職
業
資
格
又
は
修
士
若
し
く
は
博
士
の

学
位
等

の
取

得
を

訓
練

目
標

と
す

る
も

の

②
①
に
準
じ
、
訓
練
目
標
が
明
確
で
あ
り
、

訓
練
効
果
の
客
観
的
な
測
定
が
可
能
な
も
の

民
間

職
業

資
格

の
取

得
を

訓
練

目
標

と
す

る
も

の
等

次
の
い
ず
れ
か
の
類
型
に
該
当
し
、
か
つ
就
職
率
等
の

要
件
を
満
た
す
も
の

①
業
務
独
占
資
格
、
名
称
独
占
資
格
若
し
く
は
必
置
資
格

に
係
る
養
成
施
設
の
課
程
又
は
こ
れ
ら
の
資
格
の
取
得

を
訓
練
目
標
と
す
る
課
程
等

②
一
定
レ
ベ
ル
（
IT
S
S
レ
ベ
ル
２
）
の
情
報
通
信
技
術
に

関
す
る
資
格
取
得
を
目
標
と
す
る
課
程

(※
２

)

③
短
時
間
の
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
及
び

キ
ャ
リ
ア
形
成
促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

④
職
業
能
力
評
価
制
度
の
検
定
（
技
能
検
定
又
は
団
体
等

検
定
）
の
合
格
を
目
指
す
課
程
（
R
7
.4
～
）

次
の
い
ず
れ
か
の
類
型
に
該
当
し
、
か
つ
就
職
率
等
の

要
件
を
満
た
す
も
の

①
業
務
独
占
資
格
又
は
名
称
独
占
資
格
に
係
る
養
成
施
設

の
課
程
（
４
年
制
課
程
含
む

R
7
.4
～
）

②
専
門
学
校
の
職
業
実
践
専
門
課
程
及
び
キ
ャ
リ
ア
形
成

促
進
プ
ロ
グ
ラ
ム

③
専
門
職
大
学
院
の
課
程
及
び
外
国
の
大
学
院
の
経
営
管

理
に
関
す
る
学
位
課
程
（
R
7
.4
～
）

④
大
学
等
の
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム

⑤
第
四
次
産
業
革
命
ス
キ
ル
習
得
講
座
等
の
課
程

（
IT
S
S
レ
ベ
ル
３
以
上
）

(※
２

)

⑥
専
門
職
大
学
･専
門
職
短
期
大
学
･専
門
職
学
科
の
課
程

講
座

指
定

要
件労

働
者

が
主

体
的

に
、

厚
生

労
働

大
臣

が
指

定
す

る
教

育
訓

練
を

受
講

し
、

修
了

し
た

場
合

に
、

そ
の

費
用

の
一

部
を

雇
用

保
険

に
よ

り
支

給
。

（
注
）
講
座
数
は
令
和
７
年
10
月
時
点
、受
給
者
数
は
令
和
６
年
度
実
績
（
速
報
値
）
。（

※
１

）
令

和
６

年
1
0
月

1
日

以
降

に
受

講
開

始
し

た
者

に
つ

い
て

適
用

。
（
※
２
）
令
和
６
年
10
月
１
日
付
け
指
定
か
ら適
用
。

文
部
科
学
省
連
携

経
済
産
業
省
連
携

文
部
科
学
省
連
携

文
部
科
学
省
連
携
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受
給
の
要
件
を

満
た
す
者
（
※
）

①
入
講
→
講
座
を
修
了

（
受
講
料
を自
ら負
担
）

住
居
所
を
管
轄
す
る

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク

③
支
給
申
請
の
手
続
き

④
支
払
った
費
用
の

一
定
割
合
を給
付

（
※

）
特

定
一

般
教

育
訓

練
・

専
門

実
践

教
育

訓
練

に
つ

い
て

は
、

講
座

の
受

講
開

始
２

週
間

前
ま

で
に

、
訓

練
前

キ
ャ

リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
受

け
、

ジ
ョ

ブ
・

カ
ー

ド
を

作
成

し
、

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
お

い
て

、
受

給
資

格
確

認
を

行
う

こ
と

が
必

要

③
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
講
座
とし
て

指
定
（
指
定
期
間
３
年
） ①
申
請

１
．
教
育
訓
練
給
付
の
対
象
講
座
に
な
る
ま
で
の
流
れ 申
請
受
付
は
年
２
回

（
例
年
４
月
か
らと
10
月
か
らの
約
１
ヶ月
間
）

厚
生
労
働
省

②
審
査

厚
生
労
働
大
臣
の
指
定
を
受
け
た
講
座

２
．
教
育
訓
練
給
付
を
受
給
す
る
ま
で
の
流
れ

教
育

訓
練

に
つ

い
て

、
継

続
、

安
定

し
て

遂
行

す
る

能
力

が
あ

る
こ

と
当

該
講

座
に

つ
い

て
1
事

業
年

度
以

上
の

事
業

実
績

を
有

し
て

い
る

こ
と

施
設

管
理

者
や

苦
情

受
付

者
等

、
施

設
管

理
者

を
配

置
す

る
こ

と
等

・ ・ ・

4
月

申
請

は
1
0
月

指
定

1
0
月

申
請

は
4
月

指
定

（
指

定
基

準
）

②
教
育
訓
練
修
了
証
明
書
等
の
発
行

指
定
基
準
を
満
た
す
講
座
を
有
す
る

教
育
訓
練
機
関

申
請
窓
口
等
実
施
機
関

（
厚
生
労
働
省
委
託
）

中
央
職
業
能
力
開
発
協
会
（
令
和
７
～
８
年
度
）

指
定

希
望

講
座

の
実

施
関

係
調

査
票

及
び

指
定

基
準

の
確

認
関

係
書

類

教
育
訓
練
給
付
金
の
指
定
申
請
等
の
概
要
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キ
ャリ
ア
コン
サ
ル
タン
ト

社
会
保
険
労
務
士
試
験

ファ
イナ
ンシ
ャル
・プ
ラン
ニン
グ
技

能
検
定
試
験

行
政
書
士
、税
理
士

通
関
士
、マ
ンシ
ョン
管
理
士
試
験

司
法
書
士
、弁
理
士

気
象
予
報
士
試
験

土
地
家
屋
調
査
士

中
小
企
業
診
断
士
試
験

司
書
・司
書
補

産
業
カウ
ンセ
ラー
試
験

公
認
内
部
監
査
人
認
定
試
験

第
四
次
産
業
革
命
ス
キ
ル

習
得
講
座

IT
SS
レ
ベ
ル
３
以
上
の
資
格
取
得

を
目
指
す
講
座

（
シ
ス
コ技
術
者
認
定
資
格
等
）

IT
SS
レ
ベ
ル
２
の
資
格
取
得
を
目

指
す
講
座

（
基
本
情
報
技
術
者
試
験
等
）

IT
パ
ス
ポ
ー
ト

W
eb
クリ
エ
イタ
ー
能
力
認
定
試
験

Ill
us

tr
at

or
クリ
エ
イタ
ー

能
力
認
定
試
験

CA
D
利
用
技
術
者
試
験

介
護
福
祉
士
（
介
護
福
祉
士
実
務

者
研
修
を含
む
）

社
会
福
祉
士

保
育
士

看
護
師
、准
看
護
師
、助
産
師

精
神
保
健
福
祉
士
、は
り師

柔
道
整
復
師
、歯
科
衛
生
士

歯
科
技
工
士
、理
学
療
法
士

作
業
療
法
士
、言
語
聴
覚
士

栄
養
士
、管
理
栄
養
士

保
健
師
、美
容
師
、理
容
師

あ
ん
摩
マ
ッサ
ー
ジ
指
圧
師

き
ゅう
師
、臨
床
工
学
技
士

視
能
訓
練
士

臨
床
検
査
技
師

主
任
介
護
支
援
専
門
員
研
修

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

介
護
職
員
初
任
者
研
修

特
定
行
為
研
修

喀
痰
吸
引
等
研
修

福
祉
用
具
専
門
相
談
員

登
録
販
売
者

衛
生
管
理
者
免
許
試
験

医
療
事
務
技
能
審
査
試
験

医
療
事
務
認
定
実
務
者

（
Ｒ
）
試
験

調
剤
薬
局
事
務
検
定
試
験

健
康
管
理
士
一
般
指
導
員

資
格
認
定
試
験

メン
タル
ヘ
ル
ス
・マ
ネ
ジ
メン
ト

検
定
試
験

情
報
関
係

大
型
自
動
車
第
一
種
・

第
二
種
免
許

中
型
自
動
車
第
一
種
・

第
二
種
免
許

大
型
特
殊
自
動
車
免
許

準
中
型
自
動
車
第
一
種
免
許

普
通
自
動
車
第
二
種
免
許

フォ
ー
クリ
フト
運
転
技
能
講
習

け
ん
引
免
許

車
両
系
建
設
機
械
運
転
・

玉
掛
・小
型
移
動
式
クレ
ー
ン・

高
所
作
業
車
運
転
・

床
上
操
作
式
クレ
ー
ン・

不
整
地
運
搬
車
運
転
技
能
講
習

移
動
式
クレ
ー
ン運
転
士
免
許

クレ
ー
ン・
デ
リッ
ク運
転
士
免
許

一
等
無
人
航
空
機
操
縦
士

輸
送
・機
械
運
転
関
係

技
術
関
係

営
業
・販
売
関
係

医
療
・社
会
福
祉
・

保
健
衛
生
関
係

事
務
関
係

専
門
的
サ
ー
ビス
関
係

登
録
日
本
語
教
員

M
icr

os
of

t O
ffi

ce
 Sp

ec
ia

lis
t 3

65
VB

Aエ
キ
ス
パ
ー
ト

簿
記
検
定
試
験
（
日
商
簿
記
）

日
本
語
教
員
、I

EL
TS

日
本
語
教
育
能
力
検
定
試
験

実
用
英
語
技
能
検
定
（
英
検
）

TO
EI

C、
VE

RS
AN

T、
TO

EF
L i

BT
中
国
語
検
定
試
験

HS
K漢
語
水
平
考
試

｢ハ
ング
ル
｣能
力
検
定

建
設
業
経
理
検
定

調
理
師

宅
地
建
物
取
引
士
資
格
試
験

イン
テ
リア
コー
デ
ィネ
ー
ター

パ
ー
ソ
ナ
ル
カラ
リス
ト検
定

ソ
ム
リエ
呼
称
資
格
認
定
試
験

国
内
旅
行
業
務
取
扱

管
理
者
試
験 製
造
関
係

大
学
・専
門
学
校
等
の

講
座
関
係

測
量
士
補
、電
気
工
事
士

航
空
運
航
整
備
士

自
動
車
整
備
士

海
技
士

電
気
主
任
技
術
者
試
験

建
築
士

技
術
士

土
木
施
工
管
理
技
術
検
定

建
築
施
工
管
理
技
術
検
定

管
工
事
施
工
管
理
技
術
検
定

電
気
通
信
工
事
担
任
者
試
験

製
菓
衛
生
師

パ
ン製
造
技
能
検
定
試
験

職
業
実
践
専
門
課
程

（
商
業
実
務
、文
化
、工
業
、衛
生
、

動
物
、情
報
、デ
ザ
イン
、自
動
車
整
備
、

土
木
・建
築
、ス
ポ
ー
ツ、
旅
行
、服
飾
・

家
政
、医
療
、経
理
・簿
記
、電
気
・電

子
、ビ
ジ
ネ
ス
、社
会
福
祉
、農
業
な

ど） 職
業
実
践
力
育
成
プ
ログ
ラム

（
保
健
、社
会
科
学
、工
学
・工
業
な

ど） キ
ャリ
ア
形
成
促
進
プ
ログ
ラ

ム
（
医
療
、文
化
教
養
、商
業
実
務

関
係
）

専
門
職
学
位

（
ビジ
ネ
ス
・M

O
T、
教
職
大
学
院
、法

科
大
学
院
な
ど）

短
時
間
の
職
業
実
践
力
育
成

プ
ログ
ラム
（
人
文
科
学
・人
文
）

短
時
間
の
キ
ャリ
ア
形
成
促
進

プ
ログ
ラム
（
文
化
教
養
関
係
）

修
士
・博
士

履
修
証
明

科
目
等
履
修
生

教
育
訓
練
給
付
金
の
講
座
指
定
の
対
象
とな
る
主
な
資
格
・試
験
な
ど

専
門
実
践
教
育
訓
練
給
付
金

最
大
で
受
講
費
用
の
80
％
〔年
間
上
限
64
万
円
〕

を
受
講
者
に
支
給
（
※
１
）

特
定
一
般
教
育
訓
練
給
付
金

最
大
で
受
講
費
用
の
50
％
〔上
限
25
万
円
〕

を
受
講
者
に
支
給
（
※
２
）

一
般
教
育
訓
練
給
付
金

受
講
費
用
の
20
％
〔上
限
10
万
円
〕

を
受
講
者
に
支
給

※
１

20
24
年

9月
ま
で
に
開
講
し
た
講
座
は
最
大
で
受
講
費
用
の

70
％
（
年
間
上
限

56
万
円
）
を
支
給

※
２

20
24
年

9月
ま
で
に
開
講
し
た
講
座
は
受
講
費
用
の

40
％
（
上
限

20
万
円
）
を
支
給

LL
07

04
08

開
若

01
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指
定
講
座
の
状
況
（
訓
練
機
関
の
所
在
地
別
・
分
野
別
）
（
令
和
７
年
10
月
１
日
時
点
）

91
4 17

5 

39
6 

35
5 24

4 
35

8 
42

7 29
8 

40
5 3

27
 55

2 
42

0 2,
52

2 

44
0 

60
5 11

9 
10

0 
10

7 
37

 35
9 

19
0 62

0 
66

8 22
0 

13
1 41

8 

87
7 63

3 

74
 12

4 
17

0 
13

4 24
9 

39
9 

13
6 17

9 
20

4 
30

9 19
2 

64
2 

13
5 

11
7 20

6 10
8 

13
3 28

5 

12
7 

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

北 海 道

青 森 県

岩 手 県

宮 城 県

秋 田 県

山 形 県

福 島 県

茨 城 県

栃 木 県

群 馬 県

埼 玉 県

千 葉 県

東 京 都

神 奈 川 県

新 潟 県

富 山 県

石 川 県

福 井 県

山 梨 県

長 野 県

岐 阜 県

静 岡 県

愛 知 県

三 重 県

滋 賀 県

京 都 府

大 阪 府

兵 庫 県

奈 良 県

和 歌 山 県

鳥 取 県

島 根 県

岡 山 県

広 島 県

山 口 県

徳 島 県

香 川 県

愛 媛 県

高 知 県

福 岡 県

佐 賀 県

長 崎 県

熊 本 県

大 分 県

宮 崎 県

鹿 児 島 県

沖 縄 県

大
学

・
専

門
学

校
等

の
講

座
製

造
技

術
・

農
業

営
業

・
販

売
・

サ
ー

ビ
ス

事
務

情
報

専
門

的
サ

ー
ビ

ス
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
輸

送
・

機
械

運
転

（
講
座
数
）

Ｎ
＝

16
,8

40

○
地

域
に

よ
っ

て
指

定
講

座
数

に
ば

ら
つ

き
が

み
ら

れ
る

が
、

最
も

多
い

東
京

都
が

約
25

00
講

座
と

全
体

の
約

15
%

を
占

め
、

続
い

て
北

海

道
、

大
阪

府
、

愛
知

県
、

福
岡

県
の

順
に

多
く

な
っ

て
い

る
。

〇
分

野
別

に
み

る
と

「
専

門
的

サ
ー

ビ
ス

関
係

」
「

情
報

関
係

」
「

事
務

関
係

」
に

つ
い

て
は

、
指

定
講

座
の

約
５

割
が

東
京

都
の

教
育

訓

練
機

関
に

よ
り

実
施

さ
れ

て
い

る
。

資
料

出
所

：
厚

生
労

働
省

「
教

育
訓

練
給

付
の

指
定

講
座

に
係

る
行

政
記

録
情

報
」

よ
り

若
年

者
・

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

担
当

参
事

官
室

で
作

成

※
訓

練
機

関
の

所
在

地
別

で
集

計
し

て
お

り
、

一
の

訓
練

機
関

が
同

一
の

講
座

を
複

数
箇

所
で

開
講

し
て

い
る

場
合

、
開

講
箇

所
数

に
関

わ
ら

ず
訓

練
機

関
の

所
在

す
る

都
道

府
県

に
１

講
座

計
上

し
て

い
る

。
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大
阪
府
に
お
け
る
指
定
講
座
の
状
況
（
訓
練
機
関
の
所
在
地
別
・
主
な
資
格
別
）

（
令
和
７
年
10
月
１
日
時
点
）

○

資
料

出
所

：
厚

生
労

働
省

「
教

育
訓

練
給

付
の

指
定

講
座

に
係

る
行

政
記

録
情

報
」

よ
り

若
年

者
・

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

担
当

参
事

官
室

で
作

成
5

大
阪
府

全
国

一
般

特
定
一
般

専
門
実
践

計
一
般

特
定
一
般

専
門
実
践

計

33
 

0 
－

33
 

24
36

 
20

5 
－

26
41

 
大

型
自

動
車

第
一

種
免

許
輸
送
・
機
械
運
転
関
係

26
 

7 
－

33
 

17
77

 
11

0 
－

18
87

 
中

型
自

動
車

第
一

種
免

許
輸

送
・

機
械

運
転

関
係

25
 

7 
－

32
 

86
5 

61
 

－
92

6 
準

中
型

自
動

車
第

一
種

免
許

輸
送

・
機

械
運

転
関

係

2 
2 

－4 
66

9 
35

 
－

70
4 

大
型

特
殊

自
動

車
免

許
輸

送
・

機
械

運
転

関
係

12
 

0 
－

12
 

57
2 

59
 

－
63

1 
大

型
自

動
車

第
二

種
免

許
輸

送
・

機
械

運
転

関
係

15
 

1 
－

16
 

31
1 

6 
－

31
7 

フ
ォ

ー
ク

リ
フ

ト
運

転
技

能
講

習
輸

送
・

機
械

運
転

関
係

9 
0 

－9 
36

8 
19

 
－

38
7 

け
ん

引
免

許
輸

送
・

機
械

運
転

関
係

17
 

0 
－

17
 

27
1 

28
 

－
29

9 
無

人
航

空
機

操
縦

士
輸

送
・

機
械

運
転

関
係

18
 

5 
－

23
 

80
8 

48
 

－
85

6 
そ

の
他

輸
送

・
機

械
運

転
関

係

0 
－

－0 
6 

－
－6 

医
療

事
務

技
能

審
査

試
験

医
療
・
社
会
福
祉
・
保
健
衛
生
関
係

64
 

0 
22

 
86

 
10

29
 

15
 

28
8 

13
32

 
介

護
福

祉
士

（
実

務
者

研
修

含
む

）
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係

13
 

8 
－

21
 

55
 

25
4 

－
30

9 
介

護
支

援
専

門
員

医
療

・
社

会
福

祉
・

保
健

衛
生

関
係

0 
12

 
－

12
 

50
 

24
 

－
74

 
喀

痰
吸

引
等

研
修

修
了

医
療

・
社

会
福

祉
・

保
健

衛
生

関
係

20
 

9 
－

29
 

20
9 

79
 

－
28

8 
介

護
職

員
初

任
者

研
修

医
療

・
社

会
福

祉
・

保
健

衛
生

関
係

3 
0 

16
 

19
 

21
 

0 
32

8 
34

9 
看

護
師

医
療

・
社

会
福

祉
・

保
健

衛
生

関
係

37
 

7 
－

44
 

24
9 

13
1 

－
38

0 
特

定
行

為
研

修
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係

4 
1 

14
 

19
 

30
 

6 
13

7 
17

3 
社

会
福

祉
士

医
療

・
社

会
福

祉
・

保
健

衛
生

関
係

1 
0 

9 
10

 
10

 
2 

11
1 

12
3 

保
育

士
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係

0 
0 

13
 

13
 

23
 

0 
96

 
11

9 
精

神
保

健
福

祉
士

医
療

・
社

会
福

祉
・

保
健

衛
生

関
係

2 
0 

7 
9 

4 
0 

11
9 

12
3 

歯
科

衛
生

士
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係

14
 

0 
44

 
58

 
13

6 
8 

45
2 

59
6 

そ
の

他
医

療
・

社
会

福
祉

・
保

健
衛

生
関

係

23
 

0 
－

23
 

20
2 

0 
－

20
2 

税
理

士
専
門
的
サ
ー
ビ
ス
関
係

9 
2 

－
11

 
10

8 
2 

－
11

0 
社

会
保

険
労

務
士

試
験

専
門

的
サ

ー
ビ

ス
関

係

2 
0 

－2 
40

 
0 

－
40

 
行

政
書

士
専

門
的

サ
ー

ビ
ス

関
係

10
 

0 
2 

12
 

15
2 

0 
22

 
17

4 
そ

の
他

専
門

的
サ

ー
ビ

ス
関

係

10
 

－
－

10
 

75
 

－
－

75
 

M
ic

ro
so

ft
 O

ff
ic

e 
Sp

ec
ia

lis
t

情
報
関
係

3 
－

－3 
20

 
－

－
20

 
CA

D
利

用
技

術
者

試
験

情
報

関
係

7 
－

－7 
45

 
－

－
45

 
W

eb
ク

リ
エ

イ
タ

ー
能

力
認

定
試

験
情

報
関

係

－
－

10
 

10
 

－
－

30
1 

30
1 

第
四

次
産

業
革

命
ス

キ
ル

習
得

講
座

情
報

関
係

13
 

1 
0 

14
 

12
6 

10
 

13
 

14
9 

そ
の

他
情

報
関

係
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大
阪
府
に
お
け
る
指
定
講
座
の
状
況
（
訓
練
機
関
の
所
在
地
別
・
主
な
資
格
別
）

（
令
和
７
年
10
月
１
日
時
点
）

○

資
料

出
所

：
厚

生
労

働
省

「
教

育
訓

練
給

付
の

指
定

講
座

に
係

る
行

政
記

録
情

報
」

よ
り

若
年

者
・

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

担
当

参
事

官
室

で
作

成
6

大
阪
府

全
国

一
般

特
定
一
般

専
門
実
践

計
一
般

特
定
一
般

専
門
実
践

計
54

 
－

－
54

 
14

0 
－

－
14

0 
TO

EI
C

事
務
関
係

5 
－

－5 
67

 
－

－
67

 
簿

記
検

定
試

験
（

日
商

簿
記

）
事

務
関

係
6 

－
－6 

30
 

－
－

30
 

中
国

語
検

定
試

験
事

務
関

係
2 

－
－2 

5 
－

－5 
｢ハ

ン
グ

ル
｣能

力
検

定
事

務
関

係
1 

－
－1 

4 
－

－4 
実

用
フ

ラ
ン

ス
語

技
能

検
定

試
験

事
務

関
係

0 
1 

－1 
5 

26
 

－
31

 
登

録
日

本
語

教
員

事
務

関
係

4 
－

－4 
28

 
－

－
28

 
日

本
語

教
員

事
務

関
係

3 
－

－3 
98

 
－

－
98

 
そ

の
他

事
務

関
係

11
 

1 
－

12
 

10
1 

4 
－

10
5 

宅
地

建
物

取
引

士
資

格
試

験
営
業
・
販
売
・
サ
ー
ビ
ス
関
係

1 
0 

19
 

20
 

69
 

0 
31

7 
38

6 
そ

の
他

営
業

・
販

売
・

サ
ー

ビ
ス

関
係

0 
0 

1 
1 

20
 

0 
11

 
31

 
計

製
造
関
係

5 
0 

0 
5 

67
 

0 
1 

68
 

建
築

士
技
術
・
農
業
関
係

15
 

0 
－

15
 

56
 

0 
－

56
 

建
築

施
工

管
理

技
術

検
定

技
術

・
農

業
関

係
13

 
0 

－
13

 
50

 
0 

－
50

 
土

木
施

工
管

理
技

術
検

定
技

術
・

農
業

関
係

34
 

3 
2 

39
 

13
3 

3 
31

 
16

7 
そ

の
他

技
術

・
農

業
関

係
28

 
－

－
28

 
76

1 
－

－
76

1 
修

士
・

博
士

大
学
・
専
門
学
校
等
の
講
座
関
係

－0 
0 

0 
－1 

6 
7 

キ
ャ

リ
ア

形
成

促
進

プ
ロ

グ
ラ

ム
大

学
・

専
門

学
校

等
の

講
座

関
係

－
－

45
 

45
 

－
－

68
8 

68
8 

職
業

実
践

専
門

課
程

大
学

・
専

門
学

校
等

の
講

座
関

係
－3 

17
 

20
 

－
52

 
23

1 
28

3 
職

業
実

践
力

育
成

プ
ロ

グ
ラ

ム
大

学
・

専
門

学
校

等
の

講
座

関
係

0 
－8 

8 
2 

－
14

2 
14

4 
専

門
職

大
学

院
大

学
・

専
門

学
校

等
の

講
座

関
係

0 
－

－0 
14

 
－

－
14

 
科

目
等

履
修

生
大

学
・

専
門

学
校

等
の

講
座

関
係

4 
－

－4 
35

 
－

－
35

 
履

修
証

明
大

学
・

専
門

学
校

等
の

講
座

関
係

－0 
0 

0 
－0 

6 
6 

そ
の

他
大

学
・

専
門

学
校

等
の

講
座

関
係
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都
道
府
県
別
の
教
育
訓
練
給
付
の
受
給
者
数
・
支
給
額
に
つ
い
て
（
令
和
５
年
度
）

7

○
居

住
地

別
の

受
給

者
数

に
つ

い
て

、
専

門
実

践
教

育
訓

練
給

付
初

回
受

給
者

、
特

定
一

般
及

び
一

般
教

育
訓

練
給

付
受

給
者

の
合

計
は

約

11
万

６
千

人
と

な
っ

て
お

り
、

最
も

多
い

東
京

で
は

約
１

万
８

千
人

で
全

体
に

占
め

る
受

給
者

割
合

は
約

16
％

と
な

っ
て

い
る

。

資
料

出
所

：
厚

生
労

働
省

「
雇

用
保

険
事

業
年

報
」

都
道

府
県

名
都

道
府

県
番

号
都

道
府

県
名

都
道

府
県

番
号

支
給

額
（

千
円

）
特

定
一

般
＋

一
般

（
受

給
者

数
）

支
給

額
（

千
円

）
専

門
実

践
（

延
べ

受
給

者
数

）
（

※
２

）
専

門
実

践
（

初
回

受
給

者
数

）
（

※
１

）
支

給
額

（
千

円
）

特
定

一
般

＋
一

般
支

給
額

（
千

円
）

専
門

実
践

（
延

べ
受

給
者

数
）

（
※

２
）

専
門

実
践

（
初

回
受

給
者

数
）

（
※

１
）

2
7
,4

8
6

8
3
7
 

1
0
4
,4

9
7

7
6
4
 

3
1
6
 

滋
賀

県
2
5

1
3
9
,1

5
2

3
,6

9
7
 

3
9
2
,4

3
2

3
,2

3
8
 

1
,2

0
9
 

北
海

道
1

6
0
,8

3
1

1
,5

3
5
 

2
9
3
,7

4
0

1
,8

0
5
 

7
2
3
 

京
都

府
2
6

2
3
,4

4
9

6
6
5
 

7
9
,3

4
7

6
8
3
 

2
4
7
 

青
森

県
2

2
4
1
,8

5
2

5
,9

8
4
 

1
,2

5
9
,8

2
9

8
,3

9
9
 

3
,0

5
6
 

大
阪

府
2
7

3
1
,5

3
7

9
2
3
 

6
0
,2

5
1

6
4
1
 

2
4
7
 

岩
手

県
3

1
3
5
,3

1
0

4
,1

7
1
 

6
3
6
,2

3
4

4
,5

0
3
 

1
,7

1
3
 

兵
庫

県
2
8

5
2
,3

2
4

1
,3

0
4
 

1
6
7
,7

9
8

1
,1

1
5
 

4
3
2
 

宮
城

県
4

2
8
,7

5
1

7
1
6
 

1
2
2
,9

2
9

9
2
1
 

3
6
7
 

奈
良

県
2
9

1
3
,9

9
5

5
2
7
 

3
7
,2

4
6

3
7
8
 

1
6
2
 

秋
田

県
5

1
9
,1

3
4

5
2
9
 

4
0
,6

8
4

3
7
7
 

1
5
7
 

和
歌

山
県

3
0

2
3
,7

4
7

6
5
6
 

4
7
,4

0
5

3
7
6
 

1
4
8
 

山
形

県
6

9
,3

9
4

3
0
2
 

3
9
,3

7
4

2
8
4
 

9
4
 

鳥
取

県
3
1

3
6
,6

6
1

9
3
7
 

8
2
,6

8
0

6
8
1
 

2
4
1
 

福
島

県
7

1
1
,5

7
9

3
7
9
 

5
0
,7

2
7

3
9
6
 

1
3
5
 

島
根

県
3
2

5
2
,2

5
8

1
,3

8
8
 

2
4
0
,1

2
4

1
,8

9
5
 

6
3
0
 

茨
城

県
8

4
4
,0

8
3

1
,1

7
6
 

1
1
0
,3

2
7

9
8
0
 

3
8
1
 

岡
山

県
3
3

3
7
,9

6
5

1
,1

6
5
 

1
4
8
,0

1
7

1
,1

4
6
 

4
2
5
 

栃
木

県
9

7
3
,8

7
8

1
,8

8
4
 

2
3
7
,0

1
1

1
,9

7
8
 

6
4
7
 

広
島

県
3
4

3
5
,9

5
4

1
,0

4
4
 

2
0
2
,1

5
9

1
,5

7
4
 

5
3
4
 

群
馬

県
1
0

2
4
,9

4
3

7
0
4
 

6
8
,5

4
1

6
8
2
 

2
5
5
 

山
口

県
3
5

1
9
3
,0

1
0

4
,8

2
6
 

1
,0

0
1
,4

6
0

6
,4

1
0
 

2
,3

3
8
 

埼
玉

県
1
1

1
4
,5

6
6

4
2
4
 

4
3
,9

8
5

3
9
8
 

1
6
2
 

徳
島

県
3
6

1
6
1
,7

3
6

3
,8

2
7
 

7
0
6
,3

7
8

4
,5

0
0
 

1
,7

4
1
 

千
葉

県
1
2

1
8
,1

1
9

5
4
0
 

1
2
6
,8

7
1

9
1
9
 

2
9
2
 

香
川

県
3
7

6
3
0
,0

6
9

1
1
,7

1
9
 

3
,2

4
6
,1

3
9

1
8
,0

2
3
 

6
,5

2
3
 

東
京

都
1
3

2
7
,2

1
6

7
0
6
 

1
0
9
,7

7
5

1
,0

1
1
 

3
8
4
 

愛
媛

県
3
8

2
7
9
,3

8
3

6
,2

8
2
 

1
,3

8
2
,0

7
0

9
,0

9
5
 

3
,6

1
4
 

神
奈

川
県

1
4

1
4
,4

1
6

3
7
9
 

7
4
,9

0
5

4
6
2
 

1
2
8
 

高
知

県
3
9

6
0
,7

4
6

1
,5

7
5
 

1
2
7
,3

1
0

9
0
7
 

3
1
6
 

新
潟

県
1
5

1
1
9
,5

3
9

2
,8

9
4
 

6
7
7
,1

8
2

4
,8

7
5
 

1
,7

2
6
 

福
岡

県
4
0

1
4
,1

8
8

4
4
9
 

3
5
,0

1
4

3
2
5
 

1
4
5
 

富
山

県
1
6

1
3
,7

7
2

3
7
0
 

1
3
1
,2

0
3

1
,1

3
6
 

2
9
6
 

佐
賀

県
4
1

2
0
,6

7
1

5
1
8
 

6
5
,0

5
9

5
5
3
 

2
2
9
 

石
川

県
1
7

1
3
,4

9
0

4
1
0
 

8
8
,0

2
1

7
5
8
 

2
6
8
 

長
崎

県
4
2

1
8
,1

6
3

5
1
9
 

3
1
,2

5
1

3
8
7
 

1
7
6
 

福
井

県
1
8

3
6
,5

4
5

1
,0

2
7
 

1
5
6
,2

3
2

1
,2

8
4
 

4
0
5
 

熊
本

県
4
3

7
,0

3
4

2
8
2
 

3
9
,4

4
7

3
6
0
 

1
3
6
 

山
梨

県
1
9

1
3
,9

3
7

4
5
4
 

1
0
1
,7

9
0

8
1
6
 

2
7
8
 

大
分

県
4
4

3
7
,6

7
5

1
,2

0
6
 

9
6
,5

3
4

9
2
5
 

3
9
5
 

長
野

県
2
0

1
3
,3

3
9

4
4
3
 

1
0
9
,9

6
2

9
1
6
 

2
5
4
 

宮
崎

県
4
5

3
7
,1

8
8

1
,0

8
3
 

1
2
6
,8

8
1

9
3
4
 

3
3
9
 

岐
阜

県
2
1

2
7
,6

7
8

7
6
7
 

1
4
8
,9

9
0

1
,1

7
6
 

4
0
5
 

鹿
児

島
県

4
6

7
7
,9

4
1

2
,2

0
3
 

2
3
6
,1

5
5

2
,0

5
6
 

8
5
9
 

静
岡

県
2
2

2
1
,4

2
7

5
3
8
 

2
3
1
,2

3
3

1
,6

2
6
 

5
2
9
 

沖
縄

県
4
7

1
8
3
,3

6
0

4
,8

3
2
 

7
5
9
,1

9
2

5
,0

7
7
 

1
,8

7
3
 

愛
知

県
2
3

3
,2

1
7
,4

4
4

7
9
,9

2
7
 

1
4
,3

8
0
,4

0
9

9
8
,7

8
6
 

3
6
,3

2
4
 

全
国

計
3
9
,9

0
0

1
,1

3
1
 

1
2
7
,7

0
8

1
,0

4
1
 

3
9
4
 

三
重

県
2
4

（
注

）
：

全
国

計
は

決
算

値
で

あ
り

、
各

都
道

府
県

分
は

業
務

統
計

値
で

あ
る

た
め

、
各

都
道

府
県

の
合

計
は

全
国

計
に

一
致

し
な

い
。

○
都

道
府

県
別

の
教

育
訓

練
給

付
の

受
給

者
数

・
支

給
額

（
20

23
年

度
）

（
※

１
）

（
※

２
）

：
専

門
実

践
教

育
訓

練
給

付
は

６
月

ご
と

に
支

給
し

て
い

る
。

「
専

門
実

践
（

初
回

受
給

者
数

）
」

は
20

23
年

度
に

１
回

目
の

支
給

を
受

け
た

者
。

「
専

門
実

践
（

延
べ

受
給

者
数

）
」

は
20

23
年

度
中

に
支

給
を

受
け

た
延

べ
人

数
。
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（
参

考
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令
和

５
年

度
第

２
回

の
地

域
職

業
能

力
開

発
促

進
協

議
会

（
令

和
６

年
２

～
３

月
）

以
降

、
協

議
事

項
に

「
教

育
訓

練
給

付
制

度
に

よ
る

地
域

の
訓

練
ニ

ー
ズ

を
踏

ま
え

た
訓

練
機

会
の

拡
大

」
を

追
加

。
以

降
、

地
域

職
業

能
力

開
発

促
進

協
議

会
の

議
論

の
状

況
を

踏
ま

え
、

訓
練

ニ
ー

ズ
の

高
い

分
野

等
を

対
象

に
指

定
講

座
の

拡
大

を
図

る
た

め
、

令
和

６
年

1
0
月

申
請

期
に

向
け

て
講

座
指

定
申

請
勧

奨
や

制
度

周
知

を
実

施
。

※
講

座
指

定
申

請
は

年
２

回
（

４
月

及
び

1
0
月

）
。

1
0
月

申
請

は
翌

年
4
月

指
定

、
4
月

申
請

は
1
0
月

指
定

。

令
和

７
年

４
月

指
定

期
の

新
規

指
定

申
請

講
座

数
及

び
新

規
指

定
講

座
数

を
見

る
と

過
去

５
年

間
で

最
大

と
な

っ
て

い
る

。

新
規
指
定
申
請
講
座
数
・
新
規
指
定
講
座
数
の
推
移

R７
．

４
．

１
R６

．
４

．
１

R５
．

４
．

１
R４

．
４

．
１

R３
．

４
．

１

１
６

,５
７

７
１

５
,７

２
２

14
,9

97
14

,5
62

14
,0

60
指

定
講

座
数

（
４

．
１

時
点

）

（
指

定
講

座
全

体
数

）

94
9 

91
7 

96
3 

98
9 

1,
27

0 

1,
11

4 
1,

04
8 

1,
11

3 
1,

18
6 

1,
46

2 

－
5.

9％

＋
6.

2％
＋

6.
6％

＋
23

.3
%

50
0

70
0

90
0

1,
10

0

1,
30

0

1,
50

0

1,
70

0

R3
.4

R4
.4

R5
.4

R6
.4

R7
.4

新
規

申
請

・
新

規
指

定
講

座
数

（
４

月
指

定
期

）
の

推
移

（
講

座
数

）

新
規

指
定

申
請

講
座

う
ち

新
規

指
定

講
座

新
規

指
定

申
請

講
座

対
前

年
増

減
率

9
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＜
都
道
府
県
労
働
局
に
よ
る
取
組
＞

令
和
６
年

10
月
申
請
に
向
け
た
都
道
府
県
労
働
局
及
び
本
省
に
よ
る
指
定
申
請
勧
奨
の
取
組

労
働
局
職
員
が
訪
問
等
に
よ
り
講
座
指
定
申
請
勧
奨
を
行
っ
た
訓
練
施
設
等

※
一
部
重
複
あ
り

・
専
門
学
校
等

14
局

【
岩

手
、

秋
田

、
神

奈
川

、
石

川
、

山
梨

、
長

野
、

静
岡

、
愛

知
、

滋
賀

、
山

口
、

高
知

、
福

岡
、

佐
賀

、
大

分
】

・
指
定
自
動
車
教
習
所

12
局

【
青

森
、

千
葉

、
山

梨
、

長
野

、
滋

賀
、

奈
良

、
広

島
、

山
口

、
香

川
、

愛
媛

、
福

岡
、

長
崎

】

・
デ
ジ
タ
ル
関
係

９
局

【
岩

手
、

山
形

、
新

潟
、

石
川

、
福

井
、

三
重

、
鳥

取
、

山
口

、
長

崎
】

・
大
学
関
係

９
局

【
山

形
、

福
島

、
石

川
、

岐
阜

、
静

岡
、

滋
賀

、
高

知
、

佐
賀

、
長

崎
】

・
介
護
関
係

７
局

【
宮

城
、

山
梨

、
長

野
、

滋
賀

、
山

口
、

徳
島

、
香

川
】

・
看
護
・
医
療
関
係

３
局

【
青

森
、

秋
田

、
山

口
】

・
無
人
航
空
機
操
縦
士
（
ド
ロ
ー
ン
）
３
局
【

岩
手

、
長

野
、

佐
賀

】

※
そ
の
他
に
ハ
ロ
ー
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
実
施
施
設
、
日
本
語
教
員
養
成
機
関
、
技
能
講
習
関
係

等

都
道

府
県

労
働

局
及

び
厚

生
労

働
省

本
省

に
お

い
て

、
教

育
訓

練
施

設
や

業
界

団
体

の
訪

問
や

、
S
N

S
等

を
通

じ
、

講
座

指
定

申
請

勧
奨

を
実

施

＜
厚
生
労
働
省
本
省
に
よ
る
取
組
＞

業
界
団
体
等
を
通
じ
た
講
座
指
定
申
請
の
働
き
か
け

・
指
定
自
動
車
教
習
所
（
約

1,
30

0校
）

・
（
建
設
車
輌
関
係
）
登
録
教
習
機
関
（
約

20
0機
関
）

・
デ
ジ
タ
ル
等
各
種
資
格
認
定
団
体
（
約

30
団
体
）

・
介
護
支
援
専
門
員
研
修
実
施
機
関
（

47
都
道
府
県
）

・
無
人
航
空
機
操
縦
士
の
講
習
を
行
う
登
録
講
習
機
関
（
約

70
0校
）

＜
国

交
省

と
連

携
＞

・
大
学
等
（
約

1,
20

0校
）

＜
文

科
省

と
連

携
＞

等

関
係
省
庁
や
業
界
団
体
主
催
の
会
議
等

・
大
学
等
向
け
リ
カ
レ
ン
ト
教
育
説
明
会
（
約

30
0校

） ＜
文

科
省

と
連

携
＞

・
マ
ナ
ビ

DX
講
座
提
供
事
業
者
情
報
共
有
会
（

75
機
関
※
参
加
申
込
）

＜
経

産
省

と
連

携
＞

・
日
本
語
教
員
養
成
機
関
向
け
説
明
会
（
約

55
0機
関
） ＜

文
科

省
と

連
携

＞

・
（
一
社
）
全
国
産
業
人
能
力
開
発
団
体
連
合
会
説
明
会
（

30
機
関
）
等

そ
の
他

・
労

働
局

に
来

訪
す

る
教

育
訓

練
施

設
等

へ

の
制

度
周

知

・
地

域
協

議
会

構
成

員
を

通
じ

た
制

度
周

知

・
経

営
者

団
体

を
通

じ
た

制
度

周
知

・
労

働
局

の
HP

や
SN

Sに
よ

る
制

度
周

知

そ
の
他

講
座

指
定

の
メ

リ
ッ

ト
を

強
調

し
た

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

や
、

申
請

手
続

や
申

請
書

記
載

の
イ

メ
ー

ジ
動

画
等

を
活

用
し

、
S
N

S
等

に
よ

る
周

知
広

報
を

令
和

６
年

８
～

９
月

に

か
け

て
集

中
的

に
実

施
（

参
考

：
Ｘ

閲
覧

数
約

1
0
万

件
※

令
和

６
年

９
月

３
日

時
点

）
10
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令
和
７
年
４
月
指
定
期
に
お
け
る
取
組
の
成
果

労
働
局
の
取
組

成
果
の
あ
っ

た
分
野

労
働
局

・
指

定
講

座
が

一
部

の
教

習
講

習
の

み
で

あ
っ

た
２

校
⇒

う
ち

１
校

は
特
定
一
般
教
育
訓
練
で
５
講
座
の
講
座

指
定
申
請
を
行
い
新
規
指
定

さ
れ

た
。

も
う

一
校

は
、

一
般
教
育
訓
練
で
７
講
座
の
講
座
指
定
申
請
を
行
い
新

規
指
定

さ
れ

た
。

・
指

定
講

座
が

無
か

っ
た

１
校

⇒
今

後
の

講
座

指
定

申
請

を
検

討
。

労
働

局
職

員
が

広
島

県
指

定
自

動
車

学
校

協
会

を
訪

問
し

、
教

育
訓

練
給

付
金

制
度

と
県

内
自

動
車

教
習

所
の

講
座

指
定

状
況

の
説

明
及

び
傘

下
会

員
の

自
動

車
教

習
所

へ
の

講
座

指
定

申
請

勧
奨

の
依

頼
を

実
施

。
ま

た
、

県
内

自
動

車
教

習
所

３
校

を
訪

問
の

上
、

制
度

説
明

を
及

び
講

座
指

定
申

請
勧

奨
を

実
施

（
Ｒ

６
.８

）
自
動
車

教
習
所

広
島

・
Ｉ

Ｔ
・

医
療

事
務

関
係

の
専

門
学

校
⇒

専
門
実
践
教
育
訓
練
で
３
講
座
の
講
座
指
定
申
請
を

行
い
新
規
指
定

さ
れ

た
。

・
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

関
係

の
専

門
学

校
⇒

専
門
実
践
教
育
訓
練
で
３
講
座
の
講
座
指
定
申
請
を

行
い
新
規
指
定

さ
れ

た
。

教
育

訓
練

給
付

金
の

講
座

指
定

を
受

け
て

い
る

講
座

が
「

運
輸

・
機

械
運

転
」

関
連

に
偏

っ
て

い
る

状
況

を
踏

ま
え

、
労

働
局

職
員

が
教

育
訓

練
給

付
金

の
講

座
指

定
を

受
け

た
こ

と
が

な
い

専
門

学
校

２
校

（
Ｉ

Ｔ
・

医
療

事
務

関
係

、
リ

ハ
ビ

リ
テ

ー
シ

ョ
ン

関
係

）
を

訪
問

し
、

制
度

説
明

及
び

講
座

指
定

申
請

勧
奨

を
実

施
（

Ｒ
６

.８
）

専
門
学
校

山
口

・
高

知
大

学
大

学
院

の
「

ヘ
ル

ス
ケ

ア
イ

ノ
ベ

ー
シ

ョ
ン

コ
ー

ス
」

が
職
業
実
践
力
育
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
認
定
を
受

け
る
と
と
も
に
、
専
門
実
践
教
育
訓
練
で
講
座
指
定
申
請

を
行
い
新
規
指
定

さ
れ

た
。

労
使

団
体

か
ら

、
各

種
職

業
資

格
や

短
大

卒
業

資
格

の
取

得
を

訓
練

目
標

と
す

る
講

座
の

拡
大

要
望

が
あ

っ
た

こ
と

を
受

け
、

労
働

局
か

ら
県

内
大

学
・

短
大

・
高

等
専

門
学

校
及

び
専

修
学

校
（

全
28

校
）

に
対

し
て

、
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
及

び
講

座
指

定
申

請
手

続
案

内
を

同
封

し
た

事
務

連
絡

文
書

に
よ

る
講

座
指

定
申

請
勧

奨
を

実
施

（
Ｒ

６
.８

）
大
学
院

高
知

・
無

人
航

空
機

操
縦

士
の

教
習

機
関

の
う

ち
１

機
関

⇒
一
般
教
育
訓
練
で
２
講
座
の
講
座
指
定
申
請
を
行
い

新
規
指
定

さ
れ

た
。

ド
ロ

ー
ン

講
習

は
、

遠
隔

地
へ

の
物

資
の

輸
送

、
ダ

ム
等

山
奥

で
の

建
設

物
の

測
量

、
農

薬
散

布
な

ど
潜

在
的

ニ
ー

ズ
が

見
込

め
る

の
で

は
な

い
か

と
い

う
発

言
が

あ
っ

た
こ

と
を

受
け

、
労

働
局

か
ら

無
人

航
空

機
操

縦
士

の
教

習
機

関
５

校
に

対
し

て
リ

ー
フ

レ
ッ

ト
送

付
に

よ
る

制
度

周
知

、
講

座
指

定
申

請
勧

奨
を

実
施

（
Ｒ

６
.９

）

無
人
航
空
機

操
縦
士

佐
賀

自
動

車
教

習
所

⇒
特
定
一
般
教
育
訓
練
で

12
講
座
、
一
般
教
育
訓
練
で

１
講
座
の
講
座
指
定
申
請
を
行
い
新
規
指
定

さ
れ

た
。

安
定

部
長

、
訓

練
課

長
が

長
崎

県
指

定
自

動
車

学
校

協
会

を
訪

問
し

、
制

度
周

知
の

リ
ー

フ
レ

ッ
ト

及
び

自
動

車
教

習
所

の
教

習
の

種
別

毎
の

講
座

指
定

状
況

を
示

し
な

が
ら

、
制

度
説

明
及

び
加

盟
教

習
所

へ
の

周
知

依
頼

を
実

施
（

R６
.７

）
※

本
依

頼
を

受
け

、
同

協
会

は
県

南
地

域
、

県
北

地
域

で
開

催
し

た
校

長
会

議
で

制
度

周
知

を
実

施
。

自
動
車

教
習
所

長
崎地
域
職
業
能
力
開
発
促
進
協
議
会
の
協
議
結
果
を
受
け
た

都
道
府
県
労
働
局
に
お
け
る
講
座
拡
大
の
取
組
と
成
果

都
道

府
県

労
働

局
に

お
け

る
講

座
指

定
申

請
勧

奨
の

取
組

と
成

果
（

例
）

11
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都
道

府
県

労
働

局
及

び
厚

生
労

働
省

本
省

が
講

座
指

定
申

請
勧

奨
に

取
り

組
ん

だ
主

な
分

野
に

つ
い

て
、

各
年

度
４

月
１

日
付

け
の

新
規

指
定

講
座

数
を

み
る

と
、

令
和

６
年

４
月

１
日

か
ら

令
和

７
年

４
月

１
日

に
か

け
、

大
半

の
分

野
や

勧
奨

先
に

お
い

て
、

増
加

す
る

結
果

と
な

っ
た

。

指
定
申
請
勧
奨
に
取
り
組
ん
だ
主
な
分
野
に
係
る
指
定
講
座
の
状
況
（
令
和
７
年
４
月
１
日
時
点
）

無
人

航
空

機
操

縦
士

専
門

学
校

等
大

学
等

デ
ジ

タ
ル

看
護

関
係

介
護

支
援

専
門

員
自

動
車

免
許

２
５

３
６

９
０

１
,０

８
５

５
５

８
７

４
９

26
0

７
,６

０
１

指
定

講
座

数
（

Ｒ
７

．
４

．
１

時
点

）

0
0

1

37

16
6

05010
0

15
0

20
0

R3.4.1

R4.4.1

R5.4.1

R6.4.1

R7.4.1

無
人

航
空

機
操

縦
士

（
講

座
数

）

33
6

30
8

30
4

33
2

35
7

25
0

30
0

35
0

40
0

R3.4.1

R4.4.1

R5.4.1

R6.4.1

R7.4.1

自
動

車
免

許
（

講
座

数
）

12
9

15

56
70

05010
0

R3.4.1

R4.4.1

R5.4.1

R6.4.1

R7.4.1

介
護

支
援

専
門

員
（

講
座

数
）

34
38

52

72
93

05010
0

R3.4.1

R4.4.1

R5.4.1

R6.4.1

R7.4.1

デ
ジ

タ
ル

関
係

（
講

座
数

）

61
85

12
2

12
3

15
9

05010
0

15
0

20
0

R3.4.1

R4.4.1

R5.4.1

R6.4.1

R7.4.1

大
学

等
の

講
座

（
講

座
数

）

51

13
9

73
76

10
3

05010
0

15
0

R3.4.1

R4.4.1

R5.4.1

R6.4.1

R7.4.1

看
護

（
講

座
数

）

81

36
40

43
41

05010
0

R3.4.1

R4.4.1

R5.4.1

R6.4.1

R7.4.1

専
門

学
校

等
（

講
座

数
）

（
各

分
野

指
定

講
座

全
体

数
）

12
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事
業

の
概

要
・

ス
キ

ー
ム

、
実

施
主

体
等

キ
ャ

リ
ア

形
成

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
推

進
事

業

○
労

働
者

を
取

り
巻

く
環

境
の

急
速

な
変

化
と

職
業

人
生

の
長

期
化

・
多

様
化

が
進

行
す

る
中

で
、

労
働

者
が

自
ら

リ
ス

キ
リ

ン
グ

に
取

り
組

み
、

主
体

的
に

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
図

る
こ

と
を

支
援

す
る

た
め

、
労

働
者

に
対

し
て

キ
ャ

リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

を
受

け
る

機
会

を
提

供
す

る
と

と
も

に
、

従
業

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

に
取

り
組

む
企

業
へ

の
支

援
を

行
う

。

○
特

に
、

少
子

高
齢

化
が

急
速

に
進

展
し

、
全

て
の

年
代

の
人

々
が

そ
の

特
性

・
強

み
を

生
か

し
活

躍
で

き
る

環
境

の
整

備
が

求
め

ら
れ

て
い

る
こ

と
か

ら
、

中
高

年
齢

層
の

セ
カ

ン
ド

キ
ャ

リ
ア

に
向

け
た

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

の
支

援
を

強
化

す
る

。

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

4
２

億
円
（

4
1

億
円
）

※
（

）
内

は
前

年
度

当
初

予
算

額
事

業
の

目
的

人
材

開
発

統
括

官
付

キ
ャ

リ
ア

形
成

支
援

室
（

内
線

5
9
5
3
）

○
キ

ャ
リ

ア
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
の

提
供

・
ジ

ョ
ブ

・
カ

ー
ド

に
よ

る
キ

ャ
リ

ア
の

棚
卸

し
、

キ
ャ

リ
ア

プ
ラ

ン
ニ

ン
グ

、
講

座
等

の
選

択
の

支
援

・
学

ん
だ

ス
キ

ル
の

受
講

後
の

活
用

に
関

す
る

相
談

（
必

要
に

応
じ

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

の
職

業
紹

介
窓

口
へ

誘
導

）

キ
ャ

リ
ア

形
成

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
相

談
コ

ー
ナ

ー
全

国
各

地
の

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

に
設

置

キ
ャ

リ
ア

形
成

・
リ

ス
キ

リ
ン

グ
支

援
セ

ン
タ

ー
全

国
4

7
か

所

○
キ

ャ
リ

ア
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ
の

提
供

（
平

日
夜

間
・

土
日

オ
ン

ラ
イ

ン
可

）

○
「

中
高

年
齢

層
の

経
験

交
流

・
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

塾
」

【
拡

充
】

・
4
0
代

後
半

以
降

の
中

高
年

齢
層

を
対

象
に

、
セ

カ
ン

ド
キ

ャ
リ

ア
に

向
け

た
キ

ャ
リ

ア
プ

ラ
ン

を
描

け
る

よ
う

支
援

す
る

連
続

セ
ミ

ナ
ー

を
開

催
。

（
セ

ミ
ナ

ー
の

例
）

キ
ャ

リ
ア

の
振

り
返

り
、

リ
ス

キ
リ

ン
グ

の
方

向
性

、
マ

ネ
ー

プ
ラ

ン
、

経
験

交
流

な
ど

・
各

支
援

セ
ン

タ
ー

に
お

い
て

、
年

４
回

、
４

回
連

続
の

セ
ミ

ナ
ー

を
毎

回
1
0
人

程
度

で
開

催
す

る
ほ

か
、

中
高

年
齢

層
の

従
業

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
関

心
を

持
つ

企
業

へ
の

出
張

セ
ミ

ナ
ー

を
実

施
（

令
和

８
年

度
拡

充
）

。

○
従

業
員

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

関
す

る
企

業
へ

の
支

援
・

セ
ル

フ
・

キ
ャ

リ
ア

ド
ッ

ク
（

※
）

の
試

行
導

入
お

よ
び

取
組

の
定

着
を

支
援

。

（
※

）
企

業
が

人
材

育
成

ビ
ジ

ョ
ン

・
方

針
に

基
づ

き
、

キ
ャ

リ
ア

コ
ン

サ
ル

テ
ィ

ン
グ

面
談

と
キ

ャ
リ

ア
研

修
な

ど
を

組
み

合
わ

せ
て

、
体

系
的

・
定

期
的

に
従

業
員

の
主

体
的

な
キ

ャ
リ

ア
形

成
を

促
進

・
支

援
す

る
総

合
的

な
取

組
み

。

○
企

業
に

お
け

る
キ

ャ
リ

ア
形

成
支

援
の

好
事

例
の

収
集

・
普

及
【

拡
充

】

都
道

府
県

労
働

局

○
ハ

ロ
ー

ワ
ー

ク
と

セ
ン

タ
ー

と
の

連
携

に
係

る
総

合
調

整

○
周

知
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

効
果

的
な

実
施

（
イ

ベ
ン

ト
の

企
画

、
関

係
機

関
と

の
連

携
）

に
係

る
助

言
・

支
援 jo
b

ta
g

職
業

情
報

提
供

サ
イ

ト

※
「

ジ
ョ

ブ
」

「
タ

ス
ク

」
「

ス
キ

ル
」

等
の

観
点

か
ら

職
業

の
情

報
を

「
見

え
る

化
」

し
て

求
職

者
等

の
就

職
活

動
等

を
支

援
す

る
W

e
b
サ

イ
ト

委
託

事
業

（
厚

生
労

働
省

→
株

式
会

社
等

）
実

施
主

体

令
和

６
年

度
相

談
支

援
件

数
（

個
人

へ
の

ジ
ョ

ブ
・

カ
ー

ド
作

成
支

援
者

数
と

企
業

へ
の

相
談

支
援

件
数

の
計

）
1
6
1
,8

5
2
件

事
業

実
績

一
般

会
計

子
子

特
会

労
働

特
会

育
休

徴
収

雇
用

労
災

〇

調
整
支
援

相
談
場
面

で
活
用

○
リ

ス
キ

リ
ン

グ
に

関
す

る
周

知
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

実
施

【
拡

充
】

・
既

存
の

制
度

周
知

広
報

に
加

え
、

機
運

醸
成

に
向

け
た

全
国

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

を
展

開
す

る
。

○
グ

ッ
ド

キ
ャ

リ
ア

企
業

ア
ワ

ー
ド

の
実

施
・

従
業

員
の

キ
ャ

リ
ア

形
成

に
取

り
組

む
企

業
へ

の
表

彰
、

シ
ン

ポ
ジ

ウ
ム

等
に

よ
り

キ
ャ

リ
ア

形
成

を
啓

発
。

3
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２
事

業
の

概
要

１
事

業
の

目
的

全
世

代
型

リ
ス

キ
リ

ン
グ

を
促

進
す

る
国

民
運

動
の

実
施

人
材

開
発

統
括

官
政

策
担

当
参

事
官

室
（

内
線

5
3
9
1
）

○
グ

ロ
ー

バ
ル

社
会

の
進

展
や

労
働

供
給

制
約

が
進

行
す

る
な

か
、

労
働

生
産

性
の

向
上

、
生

涯
を

通
じ

た
キ

ャ
リ

ア
形

成
や

労
働

移
動

の
円

滑
化

を
図

る
た

め

に
は

、
労

働
者

、
企

業
、

大
学

等
の

教
育

機
関

、
業

界
団

体
等

に
お

い
て

、
リ

ス
キ

リ
ン

グ
の

重
要

性
や

必
要

性
の

認
知

・
理

解
が

促
進

さ
れ

、
様

々
な

レ
ベ

ル

で
の

取
組

や
国

民
の

中
で

の
更

な
る

機
運

醸
成

が
求

め
ら

れ
て

い
る

。

○
経

済
財

政
運

営
と

改
革

の
基

本
方

針
（

2
0
2
5
年

）
に

お
い

て
も

「
2
0
2
8
年

技
能

五
輪

国
際

大
会

の
日

本
開

催
の

決
定

を
契

機
と

し
て

、
現

場
人

材
の

ス
キ

ル

向
上

と
処

遇
改

善
の

た
め

の
環

境
を

整
備

す
る

と
と

も
に

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
を

目
指

す
国

民
運

動
を

展
開

す
る

」
と

さ
れ

て
い

る
。

○
こ

れ
ま

で
リ

ス
キ

リ
ン

グ
に

関
心

が
無

か
っ

た
層

、
関

心
は

持
っ

て
い

る
が

行
動

を
起

こ
せ

て
い

な
い

層
な

ど
に

対
し

て
、

効
果

的
な

働
き

か
け

を
図

り
、

取

組
に

向
か

う
行

動
変

容
を

促
す

た
め

に
、

全
国

的
か

つ
訴

求
力

の
あ

る
周

知
広

報
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
、

い
わ

ゆ
る

全
世

代
を

対
象

と
し

た
国

民
運

動
を

展
開

す
る

。一
般

会
計

子
子
特
会

労
働
特
会

育
休

徴
収

雇
用

労
災

○

【
主

な
取

組
】

①
有

識
者

会
議

の
設

置

②
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
ロ

ゴ
・

名
称

の
設

定

③
リ

ス
キ

リ
ン

グ
関

連
講

座
の

無
料

体
験

キ
ャ

ン
ペ

ー
ン

の
実

施

④
広

報
ツ

ー
ル

の
新

規
制

作
、

S
N

S
・

ウ
ェ

ブ
等

を
通

じ
た

情
報

発
信

⑤
機

運
醸

成
に

向
け

た
シ

ン
ポ

ジ
ウ

ム
等

の
開

催

⑥
経

産
省

・
文

科
省

な
ど

他
省

庁
の

政
策

資
源

の
活

用
・

連
携

等

（
１

）
機

運
醸

成
に

向
け

た
全

国
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
の

展
開

（
新

規
）

■
効

果
的

な
周

知
広

報
施

策
の

検
討

・
助

言
を

行
う

有
識

者
会

議
を

設
置

。

■
年

間
を

通
じ

た
取

組
＋

1
1
月

の
人

材
開

発
促

進
月

間
に

お
け

る
集

中
取

組
。

■
労

働
者

、
企

業
、

大
学

等
、

業
界

団
体

の
各

層
に

効
果

的
な

取
組

を
展

開
。

特
に

労
働

者
向

け
に

は
、

関
心

度
合

い
を

踏
ま

え
た

ア
プ

ロ
ー

チ
を

行
う

。

（
２

）
各

周
知

広
報

施
策

と
の

有
機

的
な

連
携

（
既

存
・

拡
充

）

３
実

施
主

体

「
キ

ャ
リ

ア
形

成
・

リ
ス

キ
リ

ン
グ

推
進

事
業

」
に

お
い

て
実

施
予

定

■
令

和
8
年

度
に

人
材

開
発

統
括

官
が

実
施

す
る

各
周

知
広

報
施

策
に

お
い

て
、

（
１

）
と

有
機

的
な

連
携

を
図

り
、

局
と

し
て

一
体

的
な

取
組

を
推

進
。

■
既

存
施

策
に

お
い

て
も

ア
ウ

ト
リ

ー
チ

を
意

識
し

た
拡

充
を

行
う

。

（
３

）
想

定
ス

ケ
ジ

ュ
ー

ル

<
R

8
.4

月
>

・
有

識
者

会
議

の
発

足

・
広

報
ツ

ー
ル

等
の

制
作

<
6

月
～

>

・
キ

ッ
ク

オ
フ

イ
ベ

ン
ト

・
キ

ャ
ン

ペ
ー

ン
施

策
を

順
次

展
開

各
周

知
広

報
施

策
・

他
省

庁
と

の
連

携

<
1

1
月

>

人
開

促
進

月
間

キ
ャ

リ
ア

マ
ン

ス

に
お

け
る

集
取

的
な

取
組

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

8
5

百
万

円
（

ー
）

※
当

該
額

は
キ

ャ
リ

ア
形

成
・

リ
ス

キ
リ

ン
グ

事
業

の
内

数

4
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３
ス

キ
ー

ム
・

実
施

主
体

等
２

事
業

の
概

要

１
事

業
の

目
的

公
的

職
業

訓
練

に
よ

る
デ

ジ
タ

ル
推

進
人

材
の

育
成

と
デ

ジ
タ

ル
リ

テ
ラ

シ
ー

の
向

上
促

進
令

和
８

年
度

概
算

要
求

額
5
1
3

億
円
（

5
7
7

億
円
）

※
（

）
内

は
前

年
度

当
初

予
算

額

「
デ

ジ
タ

ル
田

園
都

市
国

家
構

想
総

合
戦

略
」

（
令

和
４

年
1
2
月

閣
議

決
定

）
に

お
い

て
、

職
業

訓
練

の
デ

ジ
タ

ル
分

野
の

重
点

化
等

に
よ

り
、

令
和

８
年

度
末

ま
で

に
政

府
全

体
で

2
3
0
万

人
の

デ
ジ

タ
ル

推
進

人
材

を
育

成
す

る
こ

と
と

さ
れ

て
い

る
ほ

か
、

デ
ジ

タ
ル

田
園

都
市

国
家

構
想

を
実

現
す

る
た

め
に

は
、

全
て

の
労

働
人

口
が

デ
ジ

タ
ル

リ
テ

ラ
シ

ー
を

身
に

付
け

、
デ

ジ
タ

ル
技

術
を

利
活

用
で

き
る

よ
う

に
す

る
こ

と
が

重
要

で
あ

る
と

さ
れ

て
い

る
。

こ
の

た
め

、
公

共
職

業
訓

練
（

委
託

訓
練

）
及

び
求

職
者

支
援

訓
練

を
実

施
す

る
民

間
教

育
訓

練
機

関
に

対
す

る
、

①
デ

ジ
タ

ル
分

野
の

訓
練

コ
ー

ス
の

委
託

費
等

の
上

乗
せ

を
す

る
ほ

か
、

②
オ

ン
ラ

イ
ン

訓
練

に
お

い
て

パ
ソ

コ
ン

等
の

貸
与

に
要

し
た

経
費

を
委

託
費

等
の

対
象

と
す

る
こ

と
に

よ
り

、
デ

ジ
タ

ル
推

進
人

材
の

育
成

を
行

う
。

ま
た

、
こ

れ
ら

の
デ

ジ
タ

ル
分

野
の

訓
練

コ
ー

ス
を

受
講

す
る

方
に

対
し

、
引

き
続

き
、

生
活

支
援

の
給

付
金

（
職

業
訓

練
受

講
給

付
金

）
の

支
給

を
通

じ
て

早
期

の
再

就
職

等
を

支
援

す
る

。
さ

ら
に

、
全

国
８

７
箇

所
の

生
産

性
向

上
人

材
育

成
支

援
セ

ン
タ

ー
（

独
立

行
政

法
人

高
齢

・
障

害
・

求
職

者
雇

用
支

援
機

構
）

に
お

い
て

、
在

職
者

に
対

し
て

実
施

す
る

③
Ｄ

Ｘ
に

対
応

し
た

生
産

性
向

上
支

援
訓

練
の

機
会

を
拡

充
し

、
中

小
企

業
等

の
Ｄ

Ｘ
人

材
育

成
を

推
進

す
る

。
加

え
て

、
④

全
て

の
訓

練
分

野
に

お
い

て
D

X
リ

テ
ラ

シ
ー

標
準

に
沿

っ
た

デ
ジ

タ
ル

リ
テ

ラ
シ

ー
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

引
き

続
き

質
的

拡
充

を
図

る
。

こ
の

他
、

⑤
非

正
規

雇
用

労
働

者
等

が
働

き
な

が
ら

学
び

や
す

い
職

業
訓

練
の

本
格

実
施

に
よ

り
、

非
正

規
雇

用
労

働
者

等
の

デ
ジ

タ
ル

推
進

人
材

の
育

成
を

行
う

。

①
デ

ジ
タ

ル
分

野
の

訓
練

コ
ー

ス
の

委
託

費
等

の
上

乗
せ

※
令

和
８

年
度

末
ま

で
の

時
限

措
置

②
オ

ン
ラ

イ
ン

訓
練

に
お

け
る

パ
ソ

コ
ン

等
の

貸
与

の
促

進
※

令
和

８
年

度
末

ま
で

の
時

限
措

置

ॹ ४ ॱ ঝ ௓ ਤ য ౫ भ ୘ ਛ

ௐ ে ௌ ௮ ੄ ؞ ੃ ੊ ਿ ਩ ಉ

( ஆ) ৈ ೡ ؞ ௽ ૩ ؞ ੷ ૙ ঻ ౻ ৷ ੍ ର ਃ ଡ

੻ ౏ ા ಉ

人
材

開
発

統
括

官
付

訓
練

企
画

室
（

内
線

5
9
2
6
、

5
6
0
0
）

職
業

安
定

局
総

務
課

訓
練

受
講

支
援

室
（

内
線

5
3
3
6
、

5
2
7
3
）

③
生

産
性

向
上

支
援

訓
練

（
Ｄ

Ｘ
関

連
）

の
機

会
の

拡
充

ॹ ४ ॱ ঝ ী ৙ भ

ธ ಫ ৰ ઱ ਃ ঢ়

૙ ঵ ธ ಫ भ ৰ ઱
④

デ
ジ

タ
ル

リ
テ

ラ
シ

ー
の

向
上

促
進

・
職

業
訓

練
受

講
給

付
金

（
月

1
0
万

円
、

通
所

手
当

、
寄

宿
手

当
）

令
和

６
年

度
事

業
実

績
（

速
報

値
）

：
公

共
職

業
訓

練
（

委
託

訓
練

）
1
0
,6

9
1
人

／
求

職
者

支
援

訓
練

1
1
,9

3
0
人

／
生

産
性

向
上

支
援

訓
練

1
6
,6

0
9
人

一
般

会
計

子
子
特
会

労
働
特
会

育
休

徴
収

雇
用

労
災

1/
10

9/
10

⑤
非

正
規

雇
用

労
働

者
等

が
働

き
な

が
ら

学
び

や
す

い
職

業
訓

練
の

本
格

実
施

（
１

）
D

X
推

進
ス

キ
ル

標
準

に
対

応
し

た
訓

練
コ

ー
ス

又
は

デ
ジ

タ
ル

分
野

の
資

格
取

得
率

等
が

一
定

割
合

以
上

の
訓

練
コ

ー
ス

の
場

合
、

委
託

費
等

を
上

乗
せ

す
る

（
IT

分
野

の
資

格
取

得
率

等
が

一
定

割
合

以
上

の
訓

練
コ

ー
ス

は
、

一
部

地
域

を
対

象
に

更
に

上
乗

せ
）

（
２

）
企

業
実

習
を

組
み

込
ん

だ
デ

ジ
タ

ル
分

野
の

訓
練

コ
ー

ス
に

つ
い

て
、

委
託

費
等

を
１

人
当

た
り

２
万

円
上

乗
せ

す
る

。

デ
ジ

タ
ル

分
野

の
オ

ン
ラ

イ
ン

訓
練

（
e
ラ

ー
ニ

ン
グ

コ
ー

ス
）

に
お

い
て

、
受

講
者

に
パ

ソ
コ

ン
等

を
貸

与
す

る
た

め
に

要
し

た
経

費
を

、
１

人
当

た
り

月
１

．
５

万
円

を
上

限
に

委
託

費
等

の
対

象
と

す
る

。

中
小

企
業

等
の

在
職

者
に

対
し

て
実

施
す

る
、

民
間

教
育

訓
練

機
関

を
活

用
し

た
生

産
性

向
上

支
援

訓
練

（
Ｄ

Ｘ
関

連
の

機
会

を
拡

充
す

る

公
共

職
業

訓
練

（
委

託
訓

練
）

及
び

求
職

者
支

援
訓

練
の

全
て

の
訓

練
分

野
に

お
い

て
、

訓
練

分
野

の
特

性
を

踏
ま

え
て

、
D

X
リ

テ
ラ

シ
ー

標
準

に
沿

っ
た

デ
ジ

タ
ル

リ
テ

ラ
シ

ー
を

身
に

付
け

る
こ

と
が

で
き

る
よ

う
、

引
き

続
き

訓
練

の
質

的
拡

充
を

図
る

。

非
正

規
雇

用
労

働
者

等
を

対
象

と
す

る
、

民
間

教
育

訓
練

機
関

等
を

活
用

し
た

職
業

訓
練

を
実

施
す

る
。

【
拡

充
】

9
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認
定

職
業

訓
練

実
施

奨
励

金
・

基
礎

コ
ー

ス
：

6.
3万

円
・

実
践

コ
ー

ス
：

5.
3～

7.
3万

円
※

受
講

生
1人

1月
あ

た
り

※
デ

ジ
タ

ル
分

野
の

コ
ー

ス
は

、
一

定
の

要
件

を
満

た
す

場
合

に
増

額

職
業

訓
練

受
講

給
付

金
・

職
業

訓
練

受
講

手
当

（
月

1
0
万

円
）

・
通

所
手

当
・

寄
宿

手
当

求
職

者
支

援
資

金
融

資
リ

・
ス

キ
リ

ン
グ

等
教

育
訓

練
支

援
融

資

３
実

施
主

体
等

２
事

業
の

概
要

・
ス

キ
ー

ム

１
事

業
の

目
的

求
職

者
支

援
制

度

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

2
5
3

億
円
（

2
6
1

億
円
）

※
（

）
内

は
前

年
度

当
初

予
算

額
。

職
業

安
定

局
総

務
課

訓
練

受
講

支
援

室
（

内
線

5
3
3
6
、

5
2
7
3
）

人
材

開
発

統
括

官
付

訓
練

企
画

室
（

内
線

5
6
0
0
）

◆
実

施
主

体
：

都
道

府
県

労
働

局
、

独
立

行
政

法
人

高
齢

・
障

害
・

求
職

者
雇

用
支

援
機

構
◆

負
担

割
合

：
原

則
、

雇
用

勘
定

、
国

庫
負

担
1
/2

ず
つ

。
た

だ
し

、
当

面
の

間
は

国
庫

負
担

2
7
.5

％
（

原
則

の
5
5
／

1
0
0
を

負
担

）
。

಺ ૙

訓
練

実
施

機
関

੷ ૙ ঻

対
訓

練
実

施
機

関

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

＊
実

績
（

令
和

６
年

度
）

求
職

者
支

援
訓

練
受

講
者

数
3
8
,9

4
4
人

職
業

訓
練

受
講

給
付

金
初

回
受

給
者

数
7
,6

7
3
人

○
雇

用
保

険
被

保
険

者
以

外
の

者
を

対
象

に
・

雇
用

保
険

と
生

活
保

護
の

間
を

つ
な

ぐ
第

２
の

セ
ー

フ
テ

ィ
ネ

ッ
ト

と
し

て
、

無
料

の
職

業
訓

練
に

加
え

、
月

1
0
万

円
の

生
活

支
援

の
給

付
金

の
支

給
を

通
じ

て
、

早
期

の
再

就
職

等
を

支
援

す
る

。
・

教
育

訓
練

費
用

や
生

活
費

を
対

象
と

す
る

融
資

制
度

に
よ

り
、

職
業

訓
練

に
専

念
で

き
る

よ
う

支
援

す
る

。

求
職

者
支

援
訓

練
等

対
求

職
者

職
業

相
談

受
講

あ
っ

せ
ん

就
職

支
援

計
画

書
の

作
成

訓
練

受
講

中
か

ら
の

就
職

支
援

職
業

紹
介

一
般

会
計

子
子
特
会

労
働
特
会

育
休

徴
収

雇
用

労
災

¼
¾
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１
 事

業
の

目
的

令
和

8
年

度
概

算
要

求
額

6
3
2

億
円
（

5
3
8

億
円
）

※
（

）
内

は
前

年
度

当
初

予
算

額

教
育
訓
練
給
付

雇
用

保
険

被
保

険
者

等
が

、
厚

生
労

働
大

臣
が

指
定

す
る

教
育

訓
練

を
受

講
・

修
了

し
た

場
合

に
、

受
講

費
用

の
一

部
を

支
給

す
る

「
教

育
訓

練
給

付
金

」
、

雇
用

保
険

の
被

保
険

者
が

教
育

訓
練

を
受

け
る

た
め

の
休

暇
を

取
得

し
た

場
合

に
、

賃
金

の
一

定
割

合
を

支
給

す
る

「
教

育
訓

練
休

暇
給

付
金

」
に

よ
り

、
経

済
社

会
の

変
化

に
対

応
し

た
労

働
者

個
々

人
の

主
体

的
、

自
発

的
な

学
び

・
学

び
直

し
を

支
援

す
る

。

２
 事

業
の

概
要

・
ス

キ
ー

ム

職
業

安
定

局
雇

用
保

険
課

（
内

線
5
1
3
5
,5

7
5
7
）

労
働
特
会

子
子
特
会

一
般

会
計

労
災

雇
用

徴
収

育
休

1
6
1
/1

6
2

1
/1

6
2

専
門

実
践

教
育

訓
練

給
付

金

＜
特

に
労

働
者

の
中

長
期

的
キ

ャ
リ

ア
形

成

に
資

す
る

教
育

訓
練

を
受

講
・

修
了

し
た

場

合
、

受
講

費
用

の
一

部
を

支
給

＞

特
定

一
般

教
育

訓
練

給
付

金

＜
特

に
労

働
者

の
速

や
か

な
再

就
職

及
び

早
期

の
キ

ャ
リ

ア
形

成
に

資
す

る
教

育
訓

練
を

受
講

・
修

了
し

た
場

合
、

受
講

費
用

の
一

部
を

支
給

＞

一
般

教
育

訓
練

給
付

金

＜
左

記
以

外
の

雇
用

の
安

定
・

就
職

の
促

進
に

資
す

る
教

育
訓

練
を

を
受

講
・

修
了

し
た

場
合

、
受

講
費

用
の

一
部

を
支

給
＞

教
育

訓
練

休
暇

給
付

金

＜
社

内
制

度
に

基
づ

き
、

教
育

訓
練

を
受

け
る

た

め
の

無
休

の
休

暇
を

取
得

し
た

場
合

、
賃

金
の

一
定

割
合

を
支

給
＞

給
付

内
容

・
受

講
費

用
の

5
0

％
（

上
限

年
間

4
0

万
円

）

（
６

か
月

ご
と

に
支

給
）

・
追

加
給

付
①

:１
年

以
内

に
資

格
取

得
・

就
職

等

⇒
受

講
費

用
の

2
0

％
（

上
限

年
間

1
6

万
円

）

・
追

加
給

付
②

:訓
練

前
後

で
賃

金
５

％
以

上
上

昇

(※
１

)

⇒
受

講
費

用
の

1
0

％
（

上
限

年
間

8
万

円
）

・
受

講
費

用
の

4
0

％
（

上
限

2
0

万
円

）

・
追

加
給

付
:１

年
以

内
に

資
格

取
得

・
就

職

等
(※

１
)

⇒
受

講
費

用
の

1
0

％
（

上
限

5
万

円
）

・
受

講
費

用
の

2
0

％
（

上
限

1
0

万
円

）
・

教
育

訓
練

休
暇

を
開

始
し

た
日

か
ら

原
則

１
年

の
期

間
内

の
教

育
訓

練
休

暇
を

取
得

し
て

い
る

日
に

、
離

職
し

た
場

合
に

支
給

さ
れ

る
基

本
手

当
の

額
と

同
じ

額
(※

２
)を

支
給

・
給

付
日

数
は

、
算

定
基

礎
期

間
に

応
じ

て
9
0
日

、

1
2
0
日

又
は

1
5
0
日

支
給

要
件

・
 在

職
者

又
は

離
職

後
１

年
以

内
（

妊
娠

、
出

産
、

育
児

、
疾

病
、

負
傷

等
で

教
育

訓
練

給
付

金
の

対
象

期
間

が
延

長
さ

れ
た

場
合

は
最

大
2
0
年

以
内

）
の

者

・
 雇

用
保

険
の

被
保

険
者

期
間

３
年

以
上

（
初

回
の

場
合

、
専

門
実

践
教

育
訓

練
給

付
金

は
２

年
以

上
、

特
定

一
般

教
育

訓
練

給
付

金
・

一
般

教

育
訓

練
給

付
金

は
１

年
以

上
）

の
者

・
雇

用
保

険
の

一
般

被
保

険
者

で
あ

る
在

職
者

・
原

則
、

休
暇

開
始

前
２

年
間

に
み

な
し

被
保

険

者
期

間
(賃

金
の

支
払

の
基

礎
と

な
っ

た
日

数

が
1
1
日

以
上

あ
る

月
)が

1
2
か

月
以

上
の

者

・
休

暇
開

始
日

前
に

雇
用

保
険

の
被

保
険

者
期

間

が
５

年
以

上
あ

る
こ

と

（
※

１
）

令
和

６
年

1
0
月

1
日

以
降

に
受

講
開

始
し

た
者

が
対

象

注
）

専
門

実
践

教
育

訓
練

を
修

了
見

込
み

の
者

で
、

一
定

要
件

を
満

た
す

場
合

、
教

育
訓

練
支

援
給

付
金

と
し

て
、

基
本

手
当

日
額

の
6
0
％

を
訓

練
受

講
中

に
支

給
（

２
ヶ

月
ご

と
に

支
給

）

（
※

２
）

休
暇

前
の

賃
金

・
年

齢
に

応
じ

て
、

2
,4

1
1
～

8
,8

7
0
円

／
日

(令
和

７
年

８
月

１
日

以
降

の
額

。
毎

年
８

月
１

日
に

改
定

)

5
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２
 事

業
の

概
要

・
ス

キ
ー

ム
・

実
施

主
体

等

雇
用

保
険

被
保

険
者

以
外

の
者

が
、

生
活

費
等

へ
の

不
安

な
く

教
育

訓
練

に
専

念
し

、
ス

キ
ル

ア
ッ

プ
等

を
実

現
で

き
る

よ
う

に
す

る

た
め

、
こ

れ
ら

の
者

が
自

ら
選

択
し

た
教

育
訓

練
を

受
け

る
に

当
た

っ
て

必
要

と
な

る
費

用
を

融
資

を
実

施
。

教
育

訓
練

の
効

果
を

高
め

る
イ

ン
セ

ン
テ

ィ
ブ

と
し

て
、

教
育

訓
練

受
講

後
に

賃
金

が
上

昇
し

た
場

合
に

は
、

残
債

務
の

一
部

を
免

除

す
る

。

１
 事

業
の

目
的

リ
・

ス
キ

リ
ン

グ
等

教
育

訓
練

支
援

融
資

事
業

職
業

安
定

局
総

務
課

訓
練

受
講

支
援

室
（

内
線

5
3
3
6
、

5
2
7
3
）

事
業

の
概

要

対
象

者

雇
用

保
険

被
保

険
者

以
外

の
者

(雇
用

保
険

の
適

用
が

な
い

雇
用

労
働

者
や

離
職

者
、

雇
用

さ
れ

る
こ

と
を

目
指

す
フ

リ
ー

ラ
ン

ス
な

ど
)

融
資

対
象

教
育

訓
練

費
用

及
び

生
活

費

融
資

内
容

(調
整

中
)

貸
付

上
限

：
2
4
0
万

円
/年

(最
大

２
年

間
)

利
率

：
年

２
％

イ
ン

セ
ン

テ
ィ

ブ
措

置

教
育

訓
練

修
了

後
に

賃
金

が
上

昇
し

た
場

合
、

残
債

務
の

一
部

を
免

除

①
職

業
訓

練
の

相
談

④
訓

練
の

実
施

厚
生

労
働

省
日

本
労

信
協

⑥
補

助
金

労
働

金
庫

⑤
債

務
保

証

④
融

資

②
キ

ャ
リ

ア
コ

ン
サ

ル
テ

ィ
ン

グ

ハ
ロ

ー
ワ

ー
ク

求
職

者

③
融

資
申

込
（

返
済

）

訓
練

機
関

ス
キ

ー
ム

債
権

が
回

収
不

能
・

免
除

と
な

っ
た

場
合

労
働
特
会

子
子
特
会

一
般

会
計

労
災

雇
用

徴
収

育
休

¾
¼

令
和

８
年

度
概

算
要

求
額

8
.8

億
円
（

8
1

百
万

円
）

※
（

）
内

は
前

年
度

当
初

予
算

額
。
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